














聖剣が人間に転生してみたら、勇者に偏愛されて困っています。 2
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少年はロンダール国の辺境の村で生まれた。

　裕ゆう福ふくな村ではなかったが、魔ま獣じゆうの脅きよう威いもなく、平和で、村人同士が助け合って生きている素そ朴ぼくな村だ。

　天てん涯がい孤こ独どくになってしまった彼に村人は優しく、何かと気にかけてくれた。不自由はしていないかと様子を見に来てくれ、食事を差し入れてくれる。

　この村に生まれ育ってよかったと思う一方で、少年は孤こ独どくにさいなまれていた。

　父親と母親は数年前に山で土ど砂しや崩くずれに遭あい一度に亡なくなった。そして、唯ゆい一いつの家族であった祖父もつい先日病気で逝いってしまった。

　暖だん炉ろの前に置かれた椅い子すをじっと見つめて少年は思う。

　──いっそ、じいちゃんと一いつ緒しよに死ねたらよかったのに。

　祖父の定位置だったその椅子に座すわる者はもういない。

　家の中にいるのは少年ただ一人だけだ。静まり返った中聞こえるのは、自分の吐はく息の音だけ。

　突とつ然ぜんそのことに耐たえきれなくなった少年は、家から飛び出した。

　向かったのは家のすぐ近くを流れる小川のほとり。

　母が恋しい時も、父を失った辛つらさに泣きたい時も、祖父に心配をかけたくなかった彼はいつもそこへ行っていた。

　小さな川のほとりに腰こしを下ろし、立てた膝ひざに顔を埋うずめる。

　これからの生活に不安があるわけではない。祖父は十分なものを残してくれた。家も畑もある。村の人たちも助けてくれる。これから生きていくのに支し障しようはない。

　耐えられなかったのは、独りきりだという事実だった。

　──父さん、母さん、じいちゃん……。

　彼にとって家族は何よりも大切なものだ。少年は愛情を受けて育ち、彼もまた家族を愛していた。だからこそよりいっそう、失ったことが辛かった。

　──みんな僕を置いていってしまう。

　これから自分は何をよりどころにして、独りで生きていけばいいのだろうか。

　そう思った時、ふと何かを感じて少年は顔をあげた。

　──呼ばれた？

　だが、当然周囲には誰だれもおらず、微かすかに聞こえてくるのは小川を流れるせせらぎの音だけ。それでも何かに呼ばれたような気がして、少年は周囲を改めて見回し、最後に目の前の小川に視線を向けた。

　水の中で、何かが太陽を反射してキラキラと輝かがやいている。

　──一体、何だろう？　石か何かだろうか？

　少年は興味を惹ひかれて身を乗り出し、小川にそっと手を差し入れる。

　水の中で光り輝くものを握にぎると、それはずっしりとした確かな感かん触しよくがあった。引ひき揚あげてみて、少年は「あっ」と声をあげる。

　それは一ひと振ふりの剣けんだった。

　ただ、彼の知る剣とは少し違っている。変わった形をしていて、柄つかの部分には大きな青い石がはめ込まれていた。

　鞘さやから抜いてみると、水に浸つかっていたにもかかわらず、錆さび一つない美しい刀身が姿を現す。

　──鑑かん賞しよう用ようの剣だろうか。でもそれがなぜ川の中に？

　誰かがここに落としたのか。それとも流れ着いたのか。

　分からなかったが、少年は剣を大事に抱かかえて家に持ち帰った。

　──だって僕が見つけた。僕が拾ったんだから。

　なぜか、この剣は自分のものだという気がしたのだ。

　丁てい寧ねいに水をふき取ったにもかかわらず、剣からは水の匂においがした。嫌いやな匂いではない。清せい浄じような水の匂いだ。

　匂いだけではなく、剣に耳を押し当てると、水の音が聞こえた。水の流れる音。せせらぎの音だ。

　その音を聞いていると、孤独が癒いやされる気がした。

　彼はその剣を常に傍かたわらに置いた。

　小川の中から少年が拾った剣のことを聞いて村人が何人も見にやってきたが、不思議なことに、匂いや音を感じるのは少年だけで、剣を鞘から抜くことができるのも彼一人だった。

　ほどなくして少年の拾った不思議な剣が、創そう造ぞう神しんアールゼータがこの世界に残した六つの聖せい剣けんのうちの一つであることが判明する。

　水の聖剣エクセルティーア。

　古い言葉で「極ごく上じようの雫しずく」と名付けられている聖剣こそ、少年が拾った剣だった。

　そして聖剣エクセルテイーアを抜くことができる少年こそが、水の勇者として選ばれた者だったのだ。

　折しも魔獣の被ひ害がいが各国で広がり、魔ま王おうの誕生が囁ささやかれていた時代だ。彼の存在はすぐさま世の中に知れ渡り、誰もがこれで大だい丈じよう夫ぶだと安あん堵どした。

　だが、今まで少年は剣を扱あつかったことも、魔ま術じゆつを使ったこともないただの村人だ。いきなり魔獣や魔ま人じんと戦って、魔王を倒せるはずもない。

　そこでロンダール国王が彼の後こう見けん人にんとなり、城に引き取って修しゆ行ぎようをさせることになった。

　こうして少年は聖剣に選ばれたせいで故郷の村を離れることになったが、特に不満はなかった。エクセルティーアと共にいるために必要なことだと分かっていたからだ。

　彼はただエクセルティーアと引き離されることだけを恐おそれていた。

　──エクセルティーアは僕の家族だから。

　エクセルティーアの傍そばにいるために、水の勇者になった。聖剣に恥はじない剣けん士しになりたくて、剣けん術じゆつも魔術も頑がん張ばった。

　ずっとこの先も一緒だし、死ぬ時は自分の方が先だと思っていた。

　──なのに。




「あああ、エクセルティーアぁぁ！」




　聖エクセル剣テイーアは折れた。彼のせいで。彼を庇かばって。

　少年は再び家族を失った。







「エクセルティーア……」

　アシュアルドはふと目を覚ました。

　見慣れた天てん井じようが視界に入り、ここがどこかを瞬しゆん時じに思い出す。

　薄うす暗ぐらい魔王の城の中ではない。地方都市ヴォルドにある組合ギルド長ちようバイロイドの家だ。朝の柔やわらかな日が窓越しに差し、清潔感のある部屋を照らしている。

　──夢か……。

　ベッドから上半身を起こすと、傍らに置いていた剣が目に入った。アシュアルドは手に取って胸に抱き寄せる。

　折れてしまったエクセルティーアからはもう水の匂いはしない。耳をすませても水の流れる音は聞こえない。

　ここにあるのはただの抜ぬけ殻がら。剣の残ざん骸がいだ。

　エクセルティーアは今こん世せの役割を終えたのだと大神官たちは言った。だから嘆なげくことも、責任を感じることもないと。

　過去に聖剣が折れた例はいくらでもある。大だい神しん殿でんに残された過去の記録には、大地、火、風の聖剣が魔王との戦いで折れたことが記されていた。

　水の聖剣の折れた記録はなかったが、いずれの聖剣も数百年の時を経て顕けん現げんした時には折れた形ではなく完全な姿で再生されていたという。

『だから気に病やむ必要はない、水の勇者よ。エクセルティーアはいつの日か、必ず復活するから』

　けれど再生したエクセルティーアは、アシュアルドの剣ではない。その頃にはとっくにアシュアルドは死んでいるだろうし、新しい使い手も現れていることだろう。

　アシュアルドの聖剣は折れて、もう二度とこの手に取り戻すことはできないのだ。

　もしエクセルティーアが選んだのが自分でなければ。自分のように未熟で弱い男でなければ。魔王を倒す十分な力があれば、エクセルティーアも折れなかっただろうに。

　──後こう悔かいは尽つきない。

　氷の中から助け出されて以来、アシュアルドはずっと悔かい恨こんの思いを抱えてただむなしく生きていた。

　けれど、どんなに辛くとも、彼のために犠ぎ牲せいになってくれたエクセルティーアを思えば、自ら死を選ぶことはできない。アシュアルドが死んだら、アーロイの地にある魔王城を覆おおっている氷の結界も消える。

　魔王を封ふう印いんし続けているエクセルティーアの欠片かけらの力とともに。

　魔王を復活させないために、アシュアルドは生き続けなければならないのだ。

　──君は俺を生かすために、その身を犠牲にしたのに。

　時々、生きていることがひどく辛い。

「エクセルティーア……ごめん……」

　──こんな俺を君は望んでいないだろうに。

　もう取り戻せないと分かっているのに、浅ましくも唯一残された抜け殻に縋すがってしまう。

　かつての仲間たちがそんな自分を心配していることも分かっている。けれど、再生のためにエクセルティーアを水の中に返すべきだと思いながらも、アシュアルドはずっと手放せないでいた。

　ベッドの上でエクセルティーアを抱きしめたままだったアシュアルドは、ふと扉とびらの外に気配を感じて顔をあげる。

　──この魔ま力りよくは……。

「アシュ、起きてる？」

　軽いノックとともに声がした。ガチャと扉が開いて、濃こい栗くり色いろの髪かみと明るい青色の瞳ひとみを持った少女が顔を出す。

　ふわりと新しん鮮せんな水の匂いがアシュアルドの鼻び腔こうをくすぐった。

「起きてるのね、朝ごはんの用意できてるよ。父さんはギルド本部から緊きん急きゆうの連れん絡らくが入ったというので、もう出かけて……」

　少女はアシュアルドが大事そうに抱えているものに気づいて言葉を切った。げんなりしたような表情を浮うかべ、ずかずかと部屋の中に入ってくる。

　少女の名前はルティア。ヴォルドの冒ぼう険けん者しやギルドに所属している薬くす師しにして、バイロイドの養い子だ。……そして、エクセルティーアが人間に生まれ変わった姿でもある。

「ルティア……」

　アシュアルドは震ふるえる吐と息いきとともにその名前を口に乗せる。

　──そうだ。失われたわけじゃない。取り戻せたんだ、俺は。

　ルティアはベッドの前に立つと、腰に両手をあてて言った。

「もうっ、またエクセルティーアと一緒に寝ていたんでしょう？　いい加減に剣離れした方が……アシュ？」

　ぼうっと自分を見上げるアシュアルドのおかしな様子に気づいたルティアは眉まゆを寄せる。

「どうしたの？　具合でも悪いの？」

　熱を測ろうとでもいうのか、ルティアは片手をアシュアルドの額に伸ばす。アシュアルドはその手を取ってルティアを自分の胸に抱き寄せ、小さな肩かたに額を押しつけた。
















「ちょっ、アシュ!?」

「すまない。夢見がよくなくて……」

「だからといって突然乙女おとめを抱きしめるのはすごく問題あると思うんですけど!?」

　抗こう議ぎするものの、ルティアは大人しく抱きしめられている。

　ほのかに香かおる水の匂いと、胸と額に感じられるルティアの温かさ、聞こえる微かな鼓こ動どうの音が、アシュアルドの中で澱よどんでいたものを吹き飛ばす。

　──俺の大事な、たった一つ残された、家族。

　失われてなどいない。ここにこうして彼女は生きている。新しい姿で。

「落ち着くのよ、ルティア。これは何の意味もないことなんだから。犬とか猫ねこが体温を求めてすり寄っているようなものよ」

　ルティアがブツブツと小さな声で呟つぶやいている。

　その意味不明の呟きも、アシュアルドにとっては何よりも愛おしいものだった。

　しばらくして顔をあげたアシュアルドは、微笑ほほえみながら今さらの挨あい拶さつを口にした。

「おはよう、ルティア」

　ルティアはそれを聞いてなぜかため息をついた。仕方ないわねと言いたげに苦く笑しようを漏もらしながら律りち儀ぎに返事をする。

「おはよう、アシュ」

　ルティアの生き生きとした青い瞳も、笑顔も、少し拗すねた顔も、叱しかる顔も、声も、何一つとっても新鮮に映る。

　──創造主アールゼータ神よ、感謝します。

　たわいもないやりとりが、アシュアルドにとって涙なみだが出そうなくらいに嬉うれしかった。
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　地方都市ヴォルドの大通りを、大きな袋ふくろを手にした男女が冒ぼう険けん者しやギルドがある方角へ向かって歩いていた。

「見て。アルド様よ」

「今日も素す敵てきね！」

　偶ぐう然ぜん居合わせた若い女性たちが、道をゆく彼らに熱い視線を向けている。いや、正確に言えば、彼女たちが熱心に見ているのは二人ではなく、ルティアの隣となりを歩くアシュアルドだけだ。

　ギルドに所属する冒険者の中でも最高のＳランクである彼は、その端たん正せいな容姿もあってこの三ヶ月の間ですっかりヴォルドの女性たちの憧あこがれの的まとになっていた。

　もっとも、本人は言い寄る女性には目もくれず、ただ一心に自分の持っている剣けんに愛情を注そそいでいる変へん態たいなのだが。

　彼の性せい癖へきを知しる由よしもないヴォルドの女性陣は、女性にそっけない態度がかえって「クールで素敵」だと言って、人気は高まるばかりだ。

　──解げせない。

「氷のアルド」が唯ゆい一いつ笑顔を見せる相手ということで、女性たちの嫉しつ妬とと恨うらみを買いまくっているルティアにとっては理り不ふ尽じんなことこの上ない現状だった。

　ちなみに「氷のアルド」とはギルドでこっそり呼ばれているアシュアルドのあだ名である。親しい友人以外とは会話しようとせず、他の人に話しかけられても無視するか冷たく応対して寄せつけないことからつけられた名前らしい。

　その「氷のアルド」は、今、隣を歩くルティアに笑顔を向けている。

「ルティア、そっちの荷物も俺が持つよ」

　大きな袋を胸の前で抱かかえ込んでいるルティアに、アシュアルドが言った。そんな彼は、すでに両手にそれぞれ大きな荷物を抱えている。

「これくらい大だい丈じよう夫ぶ。ほとんどアシュに持ってもらっているし、量はあっても中身は軽いから」

　答えながらルティアは、自分を睨にらみつけてくる女性たちの鋭するどい視線を感じていた。

　──はぁ、相変わらずだなぁ。

　彼女たちの気持ちも分からなくはないのだ。

　アシュアルドはバイロイドの家に居い候そうろうしている。すなわちルティアと一いつ緒しよに住んでいて、自分たちには冷たいアシュアルドがルティアにだけは笑顔を見せる。ルティアを憎にくらしいと思うのも無理はないだろう。

　──別に彼女たちが考えているような関係じゃないのに。理不尽だわ。

　アシュアルドが他人に無ぶ愛あい想そうで人と関わる気がないのも、ルティアにだけ笑いかけるのにもちゃんとした理由がある。

　水の勇者アシュアルド。

　水の聖せい剣けんエクセルティーアに選ばれ、十八年前、自分の身を犠ぎ牲せいにして魔ま王おうをその居きよ城じようごと氷の中に封ふう印いんして世界を救った人物。それが彼の正体だ。

　五年前に氷の中から緑の勇者によって助け出されて以来、素す性じようを隠かくして冒険者をしている。

　なぜ素性を隠しているかといえば、氷の封印の中から水の勇者が助け出されたことが公おおやけになっていないからだ。知っているのはごく一部の人間だけ。

　だからアシュアルドは他人と関わろうとはしない。どこで自分の素性が知れるか分からないからだ。

　──まぁ、無愛想なのはそれだけじゃないんだろうけど。

　エクセルティーアを折ってしまったことで、アシュアルドは強い負い目を感じている。かつては人ひと懐なつこかった彼が氷の中から目覚めて以降、他人と距きよ離りを置こうとするのは自責の念と無関係ではないだろう。

　そのアシュアルドが、ついこの間知り合ったばかりのルティアに笑顔を見せるのは、友人の養い子だからというだけではない。

　ルティアこそ、彼が手にしていた聖剣エクセルティーアの生まれ変わった姿なのだ。

　荒こう唐とう無む稽けいな話だとルティア本人も思うが、事実だ。アーロイの地にある魔王の城で折れたはずの聖剣エクセルティーアは、ルティア・ホワイトという人間に生まれ変わった。

　そう聞くとかなり特とく殊しゆだが、ルティア本人は至って平へい凡ぼんだ。容姿も能力も普ふ通つうで、その辺にいる街まち娘むすめとそう変わらない。

　ギルドで低ランク冒険者として働く一方、薬を売って小こ銭ぜにを稼かせいでいるしがない薬くす師し兼けん冒険者だった。……アシュアルドがこの街にやってくるまでは。

　その時に色々あって、聖剣エクセルテイーアであることが発覚して以来、アシュアルドは魔ま属ぞくからルティアを守るためにバイロイドの家に住み込んでいる、というわけだ。

　元聖剣と元勇者。

　──何とも不思議な関係よね。

　アシュアルドはルティアを大切にしてくれるが、折れて使いものにならない剣の方をより偏へん愛あいしている。常に傍そばから離さないし、寝る時も一緒で、風ふ呂ろ場ばにも持ち込む始末だ。

　昔の身体からだに執しゆう着ちやくされるルティアの身にもなって欲しい。

　一方ルティアの方も「今は今、昔は昔」と言いながらも、エクセルティーアの記き憶おくがあるだけに時々アシュアルドに対してどう接していいか分からなくなる時がある。

　──エクセルティーアだった時は単純でよかったのに。

　エクセルティーアにとってアシュアルドは大事な使い手であり、弟のような気持ちでその成長を見守っていた。彼が家族を失って悲しみにくれた時も、修しゆ行ぎようが思い通りにいかずに悩なやんでいる時も、自分の声が届くことはないと分かっていながら、語りかけていた。

『大丈夫、あなたは独ひとりじゃない』

『焦あせらないで。あなたはよくやっている』

　実際、アシュアルドの勇者としての成長は目覚ましかった。あのままいけば、完全にエクセルティーアの力を引き出せるようになって、彼女の声も届くようになっていただろう。

　──あのまま、いっていれば……。

　成長しきらないうちにアシュアルドは魔王討とう伐ばつの旅に出かけ、そしてエクセルティーアは折れた。

　ルティアの中にあるエクセルティーアの意識としては、あの結末に「それも運命で致いたし方かたなかったことだ」と納なつ得とくしている。

　でも、人間のルティアとしては思わずにいられないのだ。

「あの時、もう少し猶ゆう予よがあれば」と。

　達たつ観かんしながらも、一方では「もしも」を考えてしまう。ルティアは大いなる矛む盾じゆんを抱えていた。

　──アシュに再会するまでは、ここまでじゃなかったんだけどなぁ。

　完全に切きり離はなされていた二つの意識が、エクセルティーアとして覚かく醒せいした影えい響きようなのか、妙みように混ざり合ってしまっている感じだ。だからこそアシュアルドに対してどう接していいか分からなくなっているのだろう。

　──もしかして、アシュもそうなのかしら？

　ルティアはちらりと隣を歩くアシュアルドの顔を窺うかがった。視線を感じたらしく、彼はルティアを不思議そうに見おろす。

　──いや、きっと何も考えていないんだろうな。

　だからこそルティアをエクセルティーアの生まれ変わりだと認にん識しきしながら、抜ぬけ殻がらになった剣の方を大事にしているのだろう。ある意味、きちんとルティアとエクセルティーアを分けて考えているとも言える。

　──ああ、もう、やめ。変態相手に考えるだけ無む駄だだわ。

　頭の中からモヤモヤを振ふり払はらうと、ルティアは改まった口調で尋たずねた。

「ところで今日はエクセルティーアを腰こしに差していないのね」

　普ふ段だん、アシュアルドは折れていない剣と一緒にエクセルティーアも帯たい剣けんしている。ところが今日は背中に背負い、ギルド製のマントを羽織っている。すっかり旅たび装しよう束ぞくだ。

　これからギルドでディルナーと落ち合い、三人で王都に向かう予定なので、旅装束もあながち間ま違ちがってはいないのだが……。ディルナーとは、魔王討伐の際に同行した元剣士で、今は冒険者ギルドに所属するＳ級冒険者だ。

「でも確か、ヴォルドの街を出たら移動の魔ま法ほう陣じんを使って、王都手前の街まで行くんでしょう？　エクセルティーアをわざわざ背負わなくても……」

　地方都市ヴォルドからロンダール国の王都まで、普通に歩いて旅をすれば四日ほどかかってしまう。それだとヴォルドに帰ってくるまで十日近くかかるため、魔法陣を使って移動することになったのだ。

　魔ま術じゆつを使えば西の森に薬草の採集に行くより気楽なため、ルティアはほぼ普段通りの装備しかしていない。

「ヴォルドではエクセルティーアを携けい帯たいしてても大丈夫だけど、さすがに王都だと目立つ。あそこにはまだ俺やエクセルティーアのことを覚えている人たちが大勢いるから……」

　苦く笑しよう交まじりにアシュアルドが答える。

「ああ、なるほど」

　アシュアルドはエクセルティーアに選ばれてから二年間、魔王を討伐するためにロンダール城で剣と魔術の修行をしていた。その際ディルナーに連れられて時々街にも下りていたので、いまだに彼を覚えている者も多いのだろう。

　さすがに魔王討伐から十八年も経たっているので、アシュアルド一人だったら他人の空そら似にということでごまかすこともできるかもしれない。けれど、エクセルティーアを持っていたら完全にアウトだ。

「ごめんね。私が王都に行ってフレイアと会いたいなんて言ったから……」

　フレイアというのはアシュアルドと共に魔王討伐の旅に同行した元神官の女性だ。今は還げん俗ぞくしてロンダール国の魔ま術じゆつ師し長ちようジェロイス・シャルネの妻になっている。

　身み重おもで王都を離れられないので、ルティアの方から会いに行くことにしたのだ。

　ちなみにジェロイスも魔王討伐の仲間の一人である。

「気にすることはないよ。ジェロイスは順調だと言っていたけれど、俺とディルナーもフレイアの様子が気になっていたからね。ところで──」

　アシュアルドは手に持つ袋を見下ろして不思議そうに尋ねた。

「数日留る守すにするだけなのに、納品する薬の量が多すぎないか？」

　実はアシュアルドが持っている荷物も、ルティアが抱えている袋も、中身はすべて彼女が調合した薬だ。ルティアはギルドに定期的に薬を納めているのだが、これほどの量を持参するのは初めてだった。

「最近、ヴォルド周辺の都市でも魔ま獣じゆうの被ひ害がいの報告が出始めているから、できるだけいっぱい納めて欲ほしいとルルに頼たのまれているの」

　おかげで今朝家を出るギリギリまで薬を調合していたせいで、ルティアは寝ね不ぶ足そくだ。

「そうか……やっぱり今も魔獣の被害は拡大し続けているようだな」

　思わしげにアシュアルドは呟つぶやいた。

　今、世界では徐じよ々じよに魔獣の被害が増えてきている。魔王が誕生した二十年前と状じよう況きようが似ているので、魔王復活を危き惧ぐする声も出始めているほどだ。

　幸い、魔王を封ふうじている水の勇者アシユアルドの封印と、その上にかけられた緑の勇者の封印も破られた形けい跡せきはないため、冒険者ギルドでは一連の魔獣の動きに魔ま人じんが関わっているのではないかとみている。

　魔人とは瘴しよう気きに冒おかされ、魔属化してしまった人間のことを指す。数こそ少ないが、破は壊かい本能そのままに暴れ回る魔獣と違って頭が回るので、非常に厄やつ介かいな存在だ。

　三ヶ月前、ルティアとアシュアルドたちは、教きよう皇こうのいる神しん聖せい王おう国こくフラウゼアを乗っ取っていた魔人を倒した。にもかかわらず、魔獣が各地で増えている状況に変化が見られないということは……。

「他にもまだ暗あん躍やくしている魔人がいるということよね」

「ああ。そうだと思う」

　彼ら魔人たちの最終目的は魔王の復活だ。そのために、いつか必ずルティアを狙ねらってくるだろう。

　なぜなら、真しんに魔王を封じているのが水の聖剣エクセルティーアの欠片かけらだからだ。

　エクセルティーアの生まれ変わりであるルティアが死ねば、欠片に残っている力も失われる。ルティアはまさに生まれた時の予言通り、「魔王復活の鍵かぎを握っている」重要人物なのだ。

「大丈夫。何があろうとも必ずルティアは俺が守る」

「アシュ……」

　頼もしい言葉にルティアの胸がキュンとなる。美形の男に真しん剣けんな眼まな差ざしで「守る」などと言われて、ときめかない乙女はいないだろう。

　ただ、惜おしむらくは、大きな袋をそれぞれ両手に抱えているという雰ふん囲い気き台なしの姿であることと、どちらかというと、大事な聖剣エクセルテイーアを守る延長にすぎない気がしないでもないということだ。

「あ、ありがとう、アシュ。とりあえず、ギルドに急ごうか」

　内心で複雑なため息をつきながらルティアは先を促うながした。







「ありがとう、ルティア。これだけあれば近きん隣りんのギルドから薬を送るように頼まれても対応できるわ」

　冒険者ギルドで受付を担当している友人のルルージュことルルが、カウンターにおかれた三つの大きな袋を見てにっこり笑う。

「はい、これお代よ。王都でおいしいものをいっぱい食べてくるといいわ」

「ありがとう。お土産みやげも期待していてね」

　口元をゆるませながらお金を受け取ったルティアは、周囲を見回した。

「ところで、ディルナーさんはまだ来ていないの？　ここで待ち合わせの予定なんだけど……」

　受付の近くには何人もの冒険者がいるが、同行するはずのディルナーの姿が見当たらない。

「さっきまでいたんだけど、今朝届いた緊きん急きゆう連れん絡らくの内容を知りたいからと、ギルド長の部屋に行ったわ」

「父さんのところへ？」

　ルティアの養父バイロイドは、ディルナーやアシュアルドとは魔王討伐の旅で知り合った旧きゆう知ちの仲だ。

「そういえばバイロイドが朝早くからギルドに向かったのは、本部から連絡が入ったからだったな」

　二人の会話をすぐ近くで聞いていたアシュアルドが口を挟はさんだ。

「ええ。父さん、朝ごはんも食べずに出勤していったわ」

「魔属がらみだと思うが、少し気になるな。バイロイドに挨あい拶さつするついでに聞いてこよう」

「そうね。重要なことだったら王都に行く前に知りたいもの」

　ルティアとアシュアルドは建物の上の階にあるギルド長の執しつ務む室しつへ向かった。

「おう、お前らも緊急連絡が気になって聞きにきたんだな？」

　執務室に入ると、我わが物もの顔がおでソファに腰を下ろしている背の高い男の明るい声が二人を迎えた。

「ディルナー」

「おはようございます、ディルナーさん」

　律りち儀ぎに挨拶をすると、男は破顔した。

「おはよう、アシュアルド、お嬢じようちゃん」

　彼はディルナー・ノルン。

　五年前まではロンダール軍に所属していた剣けん士しだったが、今はアシュアルドと同じくＳ級の冒険者として魔属討伐の依頼を受けている。

「あれ？　父さんは」

　ルティアはキョロキョロと部屋の中を見み渡わたす。ここはバイロイドの執務室なのに、肝かん心じんの本人の姿がどこにも見当たらなかった。

「バイロイドなら、地図を探しに資料室に……ああ、戻もどってきたぜ」

　その言葉通り、丸めた紙を手に、バイロイドが部屋に入ってきた。バイロイドはルティアとアシュアルドの姿を見ると、目を見張る。

「お前たちも来ていたのか」

「バイロイド、本部からの緊急連絡とは何だ？」

　アシュアルドの問いかけに、バイロイドは地図を持った手を振った。

「それをこれから説明する。位置関係を見てくれ」

　バイロイドはテーブルに地図を広げる。どうやらロンダール国ではなく、別の国の地図のようだ。

「これはトワレフ国の地図だ」

　トワレフ国というのは大陸の西北部に位置する小さな国だ。ロンダールと国交はなく、位置もかなり離れているため、あまりなじみがない。

　それはどうやらディルナーたちも同じようで、地図を覗のぞき込こんで眉まゆを寄せている。

「俺もアシュアルドもトワレフには行ったことがないな。というより、この地方は魔王が現れた二十年前も今も魔獣の被害が少ない地域だ。Ｓ級冒険者の出番はそうない。この国がどうかしたのか、バイロイド？」

「トワレフ国の南側に位置する小さな村が魔獣の群れに襲おそわれて全ぜん滅めつしたんだ。それも一頭や二頭じゃない。何十頭もいたそうだ。本部からの報告によると、村はこのあたりだな」

　言いながらバイロイドは地図の下側の部分を指さす。

「魔獣の群れ!?」

　思わずルティアたちは顔を見合わせた。

　魔獣は基本的に群れることはない。ほぼ単独行動を取る。

　──その魔獣が徒と党とうを組んで村を襲った？

「三日前の出来事だ。かろうじて逃げおおせた数人の村人が隣となり村むらに逃げ込んで発覚した。生き残ったうちの一人が魔ま力りよく持ちでな。襲ってきた獣たちは全身を黒い煙けむりのようなもので覆おおわれていたと証言している」

　黒い煙のようなものとはおそらく瘴しよう気きのことだろう。瘴気は動物や人間に取とり憑つき、精神を侵おかして破壊行動に走らせる。ギルドではこれを魔属化と呼び、瘴気に取り憑かれたのが獣だったら魔獣、人間だったら魔人と呼んで区別している。

　瘴気に実体はなく、普通の人間は見ることができないが、なぜか魔力のある者にだけは黒い霧きりのような姿で捉とらえることができる。

「実はな、村が襲われる前日にも、そこからあまり離れていない森の中で魔獣の群れが南に向かって移動しているところを、たまたま通りかかったＢ級冒険者が目もく撃げきしている。その冒険者は慌あわててギルドに報告したんだが、調査の準備をしている間に、村が襲われてしまった」

　冒険者が魔獣の群れを目撃したという森から南に少し行ったところに、まさに全滅した村があった。目撃情報から推すい測そくするに、魔獣の群れは村を襲うために移動していたか、あるいは移動上にたまたま村があって襲ったかのどちらかだろう。

「それで？　その魔獣の群れはどうした？」

　アシュアルドが地図をじっと見下ろしながら尋ねると、バイロイドは困ったように頭を搔かいた。

「それがな。魔獣の群れの姿がどこにも見当たらないんだ。襲われた村にも獣けもの一匹残っていないし、近隣の村々や街、街かい道どうを行きかう商人たちにも話を聞いたが、獣の群れを見たという目撃談はなかった。村を襲ったあとこつ然と消えてしまったと言うしかない」

「それって……」

　魔術ではないかと言いかけてルティアは言葉を吞のみ込こんだ。

　魔獣は魔術を使えない。魔獣が魔王となった「魔獣王」や「なれの果て」のクラスになれば、魔術を使える例がないわけではないが、彼らが使用するのはせいぜい火や風などの自然を使った魔術だ。移動の魔法陣のように繊せん細さいな術式を必要とする魔術を使いこなす魔獣など、長いエクセルティーアの記憶でも皆かい無むに等しい。

　なのに、彼らはこつ然と姿を消した。まるで魔術を使ったかのように。

　──つまり、魔獣の背後には……。

「バイロイド、ギルド本部はこのことをなんと見ている？」

　ディルナーが訊きくと、バイロイドは小さく息を吐はいた。

「普段は群れない魔獣が徒党を組んでいることからしても、背後に魔人がいるのに間違いはないだろう、と」

「やっぱり……」

　ルティアはため息交じりに呟く。隣でアシュアルドが頷うなずいた。

「魔人が魔獣たちを操あやつっているのだろう。だが一体、何が目的なのか……」

「さぁな。とにかく、魔獣の群れの居い所どころが分からなければ対処のしようもないので、冒険者ギルドの総力をあげて魔獣の群れについての情報収集をすることになった。近隣の村々にも調査員を派は遣けんして被害が出ていないか、目撃した者がいないかを探す必要がある。……まったく面めん倒どうなことになったもんだ」

　思わず本音を漏もらしてから、バイロイドはルティアたちを見た。

「さすがに王都に魔獣の群れが現れることはないだろうが、心に留とめておいてくれ」

「分かったわ、父さん。でも、ギルドの総力をあげて情報収集しないといけないのに、私たちが王都に行っても大丈夫なの？」

　真面目な顔をして尋ねるルティアを見て、バイロイドはふっと表情を和なごませる。

「かまわないさ。トワレフとはかなり離れているし、現状我々がヴォルドでできることはそれほどない。それよりも、お前にとっては初めての王都だ。仕事なんか忘れて楽しんでこい。お前はしっかり者だから、羽は目めを外すこともないだろう」

　バイロイドは微び笑しようしながら父親らしい口調で言ったが、アシュアルドとディルナーに向き直った時には表情と言葉遣づかいを一転させていた。

「おい、お前ら。ルティアのことを頼んだからな。魔属はおろか、変な男には指一本触ふれさせるんじゃねぇぞ。特にアシュアルド、お前が一番危険だ。俺がいないからってルティアに手を出したら、どうなるか分かっているんだろうな！」

「また、このおっさんは……」

　ディルナーが呆あきれたようにため息をつく。一方、名指しで牽けん制せいされた当のアシュアルドは、キョトンとした顔でバイロイドを見返していた。

　──まったく父さんったら。アシュに限ってそんなことあるわけないのに。

　ルティアは深いため息をつくと、バイロイドに言った。

「あのね、父さん。アシュは剣を偏愛する変態なのよ？　折れて使いものにならなくなった無機物エクセルテイーアを毎日抱だいて寝ている人なの。そのアシュが人間の私に手を出すわけないでしょう？」

「おいおい、お嬢ちゃんも本人を目の前にして率そつ直ちよくすぎやしないか？」

　二人のやりとりを聞いていたディルナーは乾かわいた笑いを浮うかべると、アシュアルドに目を向けた。

「アシュアルド、どうするんだ？　お前、変態だとお嬢ちゃんに言われているぞ」

「別に……。ルティアになら変態と言われようがかまわない」

　真顔でアシュアルドは答える。

「たとえ罵ののしる言葉だとしても、ルティアに言われるのは嬉うれしい」

「そ、そうか……」

　ヤバい、こいつ、ますます妙な方向に……と呟いて頭を抱えるディルナーを余よ所そに、アシュアルドはいつもの言い合いを始めた父娘おやこを微笑んで見つめる。

　アシュアルドは変態と罵られて喜んでいるわけではない。純じゆん粋すいにルティアから向けられる言葉や彼女の表情そのものを愛めでているだけなのだ。

　そんなことを知る由もないディルナーは、頭かぶりを振りながらソファから立ち上がった。

「あー……、まぁ、とりあえず、王都に向けて出発するとしようか」
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　ロンダール国の王都はファルファスという。

　初代国王の名前にちなんだ王都フアルフアスは、ロンダールの中心でもっとも栄さかえている交易都市である。

　街の中心には大きくて壮そう麗れいなロンダール城がそびえ、城をぐるりと囲むように放射線状に町が広がっている。

　早々にヴォルドを出発し、手前の街まで魔術で移動したルティアたちは、ちょうど正午の鐘かねがなる頃には、南側から王都に足を踏ふみ入いれていた。

「やっぱり街の規模も人も、ヴォルドとは比ひ較かくにならないほど大きいわね」

　ルティアは大通りを歩きながら感かん嘆たんの声をあげる。ヴォルドの大通りの倍の広さの道には、大勢の人々が行きかっていた。

「お嬢ちゃんは、王都に来るのは初めてなんだって？」

　歩きながらキョロキョロ周囲を見回すルティアに、ディルナーが笑って尋ねる。

「ルティアとしては初めてです。エクセルティーアだった時は何回か訪おとずれているけれど、剣と人間じゃ意識が違うから……」

　エクセルティーアだった時のルティアにとって、王都は使い手たちと訪れた都市のうちの一つにすぎない。その規模に感嘆することもなければ、行きかう人々や軒のき先さきに売られている品物に興味を持つことも、鼻び腔こうをくすぐるおいしそうな匂においに気を取られることもなかった。

　当然といえば当然なのだが、ルティア人間の感覚からすれば「損そんをしていたわ」となる。

　──今はもう存在しない国や都市にも行っていたんだから、もっと当時に堪たん能のうしていれば……！

　失われた国の歴史や街の様子などを記した歴史書を、ルティアの手でしたためることだってできただろうに。

　残念ながら、当時のエクセルティーアの興味は使い手のことだけだったので、その中途半端な知識や記憶を生かすすべはない。

「お嬢ちゃん、興味深いのは分かるが、キョロキョロしている間にはぐれないようにな。迷子になったら捜さがし出すのはちと困難だ」

　ディルナーの言葉に、甘あまいお菓か子しの香かおりの元を探さぐって周囲を見回していたルティアは慌てて前を向いた。

「そ、そうね。迷子になったら大変だものね」

　アシュアルドがくすっと笑う。

「ルティア、街は明日改めて案内するよ。今はジェロイスの家にまっすぐ向かおう。フレイアが君を待っている」

　大通りを横切り、二人に連れられて到とう着ちやくしたのは、王都の中でも貴族や豪ごう商しようの屋や敷しきが立ち並ぶ一角だった。

「アシュ……さっきあなた『家』って言わなかった？　これ、どう見ても屋敷なんですけど!?」

　ジェロイスの家だという建物を見上げてルティアは啞あ然ぜんとする。家というのはヴォルドにある自分の家くらいの感覚だ。けれど目の前の建物は違う。立りつ派ぱなファサードのある三階建ての大きな建物で、庭と門もん扉ぴまである、屋敷と呼んで差さし支つかえない規模のものだった。

「まぁ、魔術師長をしているんだから、こんなもんだろう」

　門扉を開けながらディルナーが笑う。

　──そういえば、ディルナーもジェロイスも下級とはいえ貴族出身だったっけ。そりゃあ、貴族の屋敷になじみがあるわけよね。

　嫡ちやく子しでもないし、貴族っぽくないので、今までまったく意識していなかったが、二人ともルティアとは育ちが違うのだ。

「ルティア、ここは魔術師長の家だからジェロイス個人のものというわけじゃないんだ。責任のある立場だからって、ほぼ強ごう引いんにこの家を押しつけられたらしい。……ジェロイス、アルドだ。ルティアを連れてきた」

　説明していたアシュアルドは突とつ然ぜん、空に向けて話しかけた。

「アシュ？」

「ああ、ごめん。実は、ここには強力な結界が張られていて、ジェロイスが許可した人間以外は絶対に通れないようになっているんだ」

　アシュアルドはルティアを門扉の中に導きながら続けた。

「これは極ごく秘ひ事項だけど、城が敵に攻められた時に、王族が逃げ伸びるための隠し通路が王都中に張はり巡めぐらされていて、この家の中にその出入り口の一つが隠されているという話だ。だからこの家には代々魔術師長が住んで、守る決まりになっているんだよ」

　ロンダール国は歴史もあり、大陸の中では大国のうちの一つに数えられている。そうなるまでに数々の戦争や内乱を経ているので、確かに脱だつ出しゆつ用ようの隠し通路があってもおかしくない。

　ディルナーが口を挟む。

「ジェロイス本人はもう少しこじんまりとした家がよかったみたいなんだが、ロンダールの魔術師長ともなると、政治的発言権もある重要な役職だからな。しぶしぶ住み始めたってわけだ。おかげで俺は助かってるけどな。何しろ、部屋があり余っているから、王都に来る時は宿を取る必要がない。アシュアルドも俺も、いつもここを宿代わりにさせてもらっているんだ」

　朗ほがらかに笑うディルナーに釣つられて、ルティアもくすっと笑った。

「なるほど、そういうわけね」

　今回ルティアも王都に滞たい在ざいする間、ジェロイスの家に世話になることが決まっている。

「まぁ、王都に来ながら顔を出さないと、フレイアが怒おこるからなんだが……おっと、そのフレイアが俺たちに気づいて玄げん関かんに出てきた」

「え？」

　慌てて屋敷の正面入り口に視線を向けると、玄関の大きな扉とびらが開いてジェロイスと大きなお腹なかをしたうす茶色の髪の女性が出てきたところだった。

「あれは……」

　間違いない。フレイア・シャルネだ。

　還俗してジェロイスの妻になったために、昔のように司し祭さい服ふく姿ではなく、ゆったりしたドレスを身に着けているが、間違いなくかつてアシュアルドたちと魔王討伐の旅に同行したフレイアだった。

　──フレイア。全然変わっていない……。

　姉あね御ご肌はだで、明るくて紅こう一いつ点てんだったフレイア。

　懐なつかしさを覚えるのと同時に、ルティアは急に不安にかられた。

　──胡う散さん臭くさく思われないかな？　だって、いきなりエクセルティーアの生まれ変わりだなんて言われて信じられる？

　ディルナーとジェロイスはルティアがエクセルティーアとして覚かく醒せいするところをその目で見ているからいいが、普通だったら剣が人間に転生するなんて信じられないだろう。

　玄関に向かう足取りが自然と重くなる。するといきなりアシュアルドがルティアの肩かたをポンと叩たたいた。

「大丈夫」

「アシュ……」

　彼にはルティアが何を不安がっているか分かるらしい。

「フレイアなら大丈夫だから、行こう」

「……うん」

　励はげまされてルティアは歩き始める。

「いらっしゃい、よく来てくれたわね」
















　玄関にたどり着いたルティアたちを、十八年前、当時二は十た歳ちだった時と同じく若々しい美び貌ぼうを保ったままのフレイアがにこやかに迎える。

「よう、フレイア。元気そうだな」

「アシュ、ディルナー、久しぶりね。そして……あなたがルティアね？」

　名前の順に視線を向けたフレイアは最後にルティアを見た。

「は、はい」

　思わずルティアは背筋を伸ばす。フレイアは水色の瞳ひとみをルティアの頭のてっぺんから足先まで探るように走らせた後、ぱっと笑顔になった。

「この目で見るまで信じられなかったけれど、間違いないわ。あなたの魔力の性質はエクセルティーアと同じだもの。アールゼータ神よ、感謝いたします」

　言うなりフレイアは手を伸ばしてルティアを抱き寄せた。

「おかえりなさい、エクセルティーア」

「フ、フレイア……」

　うろたえてアシュアルドに助けを求める視線を向けると、彼はにっこり笑って言った。

「大丈夫だって言っただろう？」

「アシュ……」

　彼の言う通りだった。フレイアは一目見ただけでルティアをエクセルティーアだと認めてくれたのだ。

「フレイア……」

　目を潤うるませながら、ルティアもフレイアの背中に手を回す。大きくせり出したお腹を潰つぶさないように気をつけながら。

「これで私たち、ようやく全員無事にそろって帰ることができたのね」

　フレイアが声を震ふるわせる。

　十八年前、フレイアたちは全員で帰き還かんすることができなかった。

　最初にエクセルティーアが折れ、次にアシュアルドが魔王を封印するために自分の身を犠牲にして氷の結界を張った。彼らは水の聖剣と水の勇者を欠いたまま、その場で帰還せざるを得なかったのだ。

　仲間を置いてきた三人はどんなに辛つらかっただろう。

「ありがとう、エクセルティーア。どんな形でもいいから、帰ってきてくれて」

　ルティアの脳のう裏りに、旅の思い出が鮮あざやかに甦よみがえる。

　──ああ、ようやく帰ってきたんだわ。

「ただいま、フレイア」

　涙なみだを流しながら抱き合う二人を、アシュアルドたちが微笑みながら見守っていた。

　しばらくして顔をあげたフレイアは、涙を振り払って明るい声で言った。

「さぁ、中に入ってちょうだい。そしてエクセルティーア、……いいえ、ルティア、あなたのことを聞かせてね？」

「ええ。もちろん」

　笑顔でルティアは頷いた。
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「ところで、あなたとアシュアルドの関係ってどうなっているの？」

　フレイアと二人きりで話す機会を持てたのは、夜も更ふけてからだった。

　男性三人がお酒を飲んで盛り上がっているので、妊にん娠しん中ちゆうで飲酒を禁止されているフレイアが「こっちはこっちで女子会しましょ！」とルティアを強引に連れ出したのだ。

　自室へとルティアを連れて行ったフレイアが開口一番に言ったのが、冒ぼう頭とうの言葉だった。

「え、えっと、どうって……」

　突然思いもかけないことを聞かれて面めん食くらうルティアに、フレイアは「だって」と水色の目を好こう奇き心しんでキラキラと輝かがやかせながら言った。

「アシュアルドったらずっとあなたの傍を離れないし、甲か斐い甲が斐いしく世話をしているじゃない？　それに大事なエクセルティーアが生なま身みの女の子として転生したのよ。これはもう恋人同士になって当然の成り行きでしょう？　ジェロイスだってあなたたちはお似合いだって言ってるわよ？」

「こ、恋人？　違いますって！」

　ルティアは慌てて手を振る。

「確かに守ってくれているし、他の女の子より気にかけてくれるけど、恋とかそういうんじゃないんです！　だいたい、アシュは私よりも剣のエクセルティーアの方が大事だし……」

「それが不満なの？」

「ふ、不満というわけじゃないですけど……」

　エクセルティーアだと分かった直後のようにずっと抱きつかれたりするのは困るけれど、折れてしまった元の身体の方を優先されるのも何やら悔くやしいものがある。

「じゃあ、エクセルティーアをポイッと放ってあなたの方に来て欲しい？」

「そう言われると、それもちょっと……」

　再会した時、折れて役に立たなくなった聖剣をアシュアルドが大事に手元に置いていると知って、ルティアは嬉しかった。今さらルティアがいるからといって剣の方を粗そ末まつに扱あつかうようになったら、それはそれで悲しく思うだろう。

「ルティアったら、エクセルティーアに嫉妬しているのね。なんて初うい々ういしくて可か愛わいいのかしら」

　急にフレイアははずんだような声を出した。

「ま、待って。私が、エクセルティーアに嫉妬……？」

「だって、アシュアルドがエクセルティーアばかり構っているから面おも白しろくないんでしょう？　それはまさに嫉妬よ。ああ、いいわね、青春だわ！　甘あま酸ずっぱいわ！」

「ちょ、まだそう決まったわけじゃ……だいたい、自分に嫉妬だなんて……、私にとってアシュは家族のようなもので……」

　ぶつぶつと言い訳のように呟いていると、フレイアはふふっと笑った。

「家族、ね。まさしくアシュアルドにとってエクセルティーアは家族そのものよ。だから折れた後も大事に傍から離さないの。それはあなたが一番よく分かっているでしょう？」

「……そうね。知っているわ」

　エクセルティーアの頃の記憶を思い出して、ルティアはそっと目を伏ふせる。

　唯一の家族を失った直後に得たもの。アシュアルドにとってエクセルティーアは家族の代わりであり、自分を支える根こん幹かんだったのだ。

　だから彼は目覚めた後もエクセルティーアを手放さなかった。……手放せなかったのだ。

「エクセルティーアは水の聖剣。再生のためには世界に還かえすべきだと、氷の中から助け出されたアシュアルドと再会した時に私は言ったわ。でも彼はそれは嫌いやだと拒きよ否ひした。私もジェロイスもディルナーも、アシュアルドの気持ちが分かるだけに、それ以上はもう何も言えなかったの」

　フレイアはふと遠い目になった。当時のことを思い出しているのだろう。

「考えてみれば、私たちには十年以上前の過去のことでも、氷の中から助け出された当時のアシュアルドにとっては、エクセルティーアを失ったばかりだったわけよ。まだ喪そう失しつの痛みが生なま々なましい時に、エクセルティーアを手放せなんて言われて、納得できるはずもない。私たちの……私の失言のせいで、ますますアシュアルドはエクセルティーアに固こ執しつするようになってしまった。あれは喪失の恐きよう怖ふの現れでもあるのよ」

「そんなことが……」

　ようやくルティアは納得した。寝ている時も傍かたわらに置き、どこに行くにもエクセルティーアを離さないのは、家族の代わりというだけではなく、失うことを恐おそれているからだったのだ。

「私ね、アシュアルドがこの先ずっとエクセルティーアに縋すがって生きていくのかと思って、心配だったの。彼の亡なくなった家族も、折れたエクセルティーアも、そんなことは望んでいないだろうにって。この子を授さずかったと分かってから、特にそう思うようになったの」

　自分の大きなお腹を撫なでながらフレイアは呟く。その表情はすっかり母親のものだった。

「彼本来の人生に戻って、幸せになって欲しいと思った。でもアシュアルドは、以前の知り合い以外に心を開かなくなっていたし、どうしようかと思っていた時にジェロイスからあなたのことを聞いて。信じられない一方で、ああ、これでアシュアルドは救われる、そう思ったのよ。人間に──それも女の子に生まれ変わったなんて、これはアールゼータ神のお導きに違いないわ！」

　いきなりフレイアは拳こぶしをぐっと握ると、ルティアを見た。

「ルティア！　あなたなら、彼のエクセルティーアへの執着を解き放つことができる。生まれ変わりであるあなたにしかできないことなの！」

「え？　え？」

「剣に執着する限り、アシュアルドは成長できないわ。確かに身体は成長して、強くなっているでしょうよ。でも心は成長していない。親離れできていない。独り立ちできていないのよ、分かる？」

「何となく……」

　ルティアは折れた剣を何よりも大切にするアシュアルドを変態だと考えていたが、根はもっと深いものだったのだ。

　アシュアルドにとってエクセルティーアは家族だ。だから折れても傍に置いて執着し、依い存ぞんし続ける。でもそれは、本来あるべき姿ではない。いわば、彼自身が成長するのを阻そ害がいしているも同然だ。

　現にアシュアルドはエクセルティーアのことが負い目になって、他人と交わろうとしない。

「エクセルティーアは……アシュの傍にない方がいいのかしら……」

　どんよりした気持ちで呟くと、フレイアはくすっと笑って首を振った。

「いいえ、そういうことじゃないわ。でも、子どもはいつか成長して親離れするものよ。彼が成長してからエクセルティーアと巡り合っていたら、こんな問題は起こらなかったのでしょうけれど、アシュアルドが家族を失った直後に巡り合ったのが不運だったのね」

「そうね……エクセルティーア私は本来、彼にとって『剣』でなければならなかった。瘴気を浄じよう化かし、魔王を倒すための道具でなければならなかったのに」

　でも先に「家族」になってしまったから、おかしくなった。

「聖剣と使い手のありようからは、逸いつ脱だつしてしまっていますね、私たち」

「私に聖剣と勇者の正しい関係が分かるわけじゃないわ。でも過去の文ぶん献けんや残っている記録には、魔王を倒した聖剣は役目を終えた後、勇者自らが世界に還したとあるわ。勇者は次代の勇者に聖剣を託たくし、世界に還された聖剣は次の使い手が現れるまで眠ねむりにつく。そうやって次代に伝え続けてきた。でも、今のアシュアルドにそれができるとは思えない」

「……ですねぇ」

　夜寝る時も一緒に寝ているし、風呂に入る時も傍に置く。さすがに湯船に持って行くなと注意したら、脱だつ衣い場じように置くようになったけれど、それでも十分変だ。

「聖剣と勇者は対ついの存在。片方なくば、成り立たない関係よ。だから、アシュアルドの気持ちは分からなくはないの。でも今のアシュアルドのエクセルティーアに対する態度は勇者という範はん疇ちゆうを越こえていると思う。最初の頃はそれでも新しく人と出会い、絆きずなを結んでいくうちにエクセルティーアへの執着も薄うすれていくんじゃないかと思ったんだけど、年々依存度が上がっていっている気がして、ずっと心配していたのよ。そこへ──あなたが現れた」

　フレイアのルティアを見つめる水色の目が優しい光を宿す。

「生身の女の子として、アシュアルドの前に現れた。今のところ彼は家族扱いしているみたいだけれど、あなたとエクセルティーアを切り離して、家族ではない一人の女の子だと考えられるようになれば、それが親離れの第一歩になると私は思っているわ。……というわけで、ルティア、頑がん張ばるのよ？」

　いきなりフレイアはルティアの両肩をガシッと摑つかんで迫せまった。

「え？　わ、私？」

「当たり前でしょう？　あなたならできる。あなたにしかできないの！　ジェロイスから聞いているわ。エクセルティーアの生まれ変わりだと判明する前から、アシュアルドはあなたを気にかけていたって」

「そ、それは父さんの養い子だからでは？」

「それを差し引いてもよ。だからジェロイスとディルナーはあなたに期待していたわけ。エクセルティーアの呪じゆ縛ばくからアシュアルドを解き放ってくれるかもって。まぁ、あなたがエクセルティーア本人だったことでアシュアルドの中で芽生えかけたものもうやむやになってしまったようだけど。でも、大丈夫。素そ地じはあるのだから、背中を押してやればいいのよ。邪じや魔まするバイロイドがいない今が、ぐっと二人の仲を深めるチャンスよ！　あなたが女の子だってこと、分からせるのよ！」

「え、ええっと？」

　一人で盛り上がるフレイアに、当然ながらルティアはついていけない。

　──アシュをエクセルティーアの呪縛から解き放つ必要があるのは分かるけど、それと私が女の子だと認識させることに何の接点が？　だいたい私が女の子だっていうのは見れば分かるじゃない？

「あの、フレイア？　そもそも私が女の子だってことをアシュだって分かっていると思うんだけど？」

　困こん惑わくしながら返したとたん、なぜかフレイアは額を片手で押さえた。

「あらやだ。こっちも鈍にぶいわ。聖剣だから？　それともバイロイドの教育のせい？　……いやいや、でもアシュアルドが変わればルティアだって……」

　ブツブツ呟いていたフレイアは、しばらくすると気を取り直してルティアに言った。

「とにかく、アシュアルドに生身の女の子の良さを分からせるの。これは近くにいるルティアにしかできないわ」

「女の子の良さを分からせるって……ど、どうやって？」

「大丈夫！　有能で優しくて愛あい妻さい家かの旦だん那な様さまをゲットできた私にまかせなさい！」

　フレイアは自分の胸をどんと叩いた。

　──え？　もしかして、私、惚気のろけを聞かされているの!?

「さぁ、作戦を伝授するわよ」

「は、はぁ……」

　一いち抹まつどころか不安しか感じられないルティアだった。
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　次の日、ルティアはアシュアルドと二人で王都見物に出かけた。

　本当だったらディルナーやジェロイスも一いつ緒しよに来るはずだったのだが、二人ともあいにくと急用ができてしまったのだ。

　ディルナーはかつての部下がわざわざジェロイスの家に訪ねてきてくれたので、その相手をしている。ジェロイスは朝早くに城から緊きん急きゆうの呼び出しがあって出かけていった。

　偶ぐう然ぜんだろうが、これもフレイアの差し金かとルティアが疑ってしまうのも無理はない。

　二人を送り出した時、フレイアはしきりにルティアに「頑がん張ばれ」と何度も目で合図していた。

　──いや、でも頑張れって言ったって……。

　フレイアがルティアに伝でん授じゆした「男性に自分を女だと意識させる方法」は二つあった。一つはとてつもなく難むずかしくて実現は無理そうだが、もう一つは何とかルティアでも可能な方法だ。

『いい？　作戦その一よ。とにかく偶然を装よそおってアシュアルドに触ふれるの。わざとらしくはダメよ。初級だと人ごみに押されたフリをして抱だきつくとか、転びそうになったのを装って胸に飛び込むとかが第一段階ね。上級になると、はぐれそうだからと言い訳してちゃっかり手をつないだり、腕うでを組むという手があるわ』

　脳のう裏りに昨夜のフレイアの言葉が甦よみがえる。

　一時期ずっとアシュアルドに引っつかれていたルティアにとっては、触れるだの抱きしめられるだの言われても今さらなのだが、フレイアによると違うらしい。

『アシュアルドから触れるんじゃなくて、ルティアから触れるのが重要なのよ、分かる？』

　さっぱり分からないが、フレイアが言うのならそうなのだろう。

　隣となりを歩くアシュアルドをちらりと見て、ルティアはタイミングを計っていた。

　──とりあえず、誰だれかに押されたフリをして、アシュアルドの方に……。

　などと思っていたら、足元への注意がおろそかになっていたせいか、ちょっとした石いし畳だたみの段差につま先が引っかかってしまった。ぐらりと前に身体からだが傾かしいでいく。もちろん、演技などではない。

「あっ……！」

　──ぶつかる……！

「おっと」

　このままいけば石畳に激げき突とつするはずだったルティアを抱きとめたのは、アシュアルドの腕だった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　この道はきれいに舗ほ装そうされていないから」

　ルティアを腕に抱き寄せ、立たせながらアシュアルドが心配そうに尋たずねる。

　──あら？　期せずして第一段階成功というやつ？

　そんなことを思いながら顔をあげて、アシュアルドに礼を言いかけたその時だった。

　昼間から酔よっ払ぱらった男がよろけてアシュアルドの背中にぶつかる。運悪く男の顔がアシュアルドの背負っていたエクセルティーアに当たったらしく、とたんに男は難なん癖くせをつけ始めた。

「くそ、いてえな、おい、てめぇ。剣なんか背負いやがって、もし歯が欠けたり骨が折れたりしたらどう落とし前──」

　男は最後まで言うことができなかった。アシュアルドが振り向きざまに男を蹴けり飛ばしたからだ。男の身体は吹ふっ飛とび、近くにあった露ろ店てんのごみ箱に頭から突つっ込こんでいく。

「俺の剣に触れるな」

　淡たん々たんとした口調でアシュアルドは男に告げた。だが、すでに男は気を失っている。

　腕の中からポイッとその場に放置されたルティアは、それを見ながら深いため息をついた。

　──うん、いつものパターンだわ。

「ルティア、この道は舗装されてなくて、段差が多いから足元に気をつけて」

　その後、男のことなどなかったかのようにアシュアルドはルティアに言ったが、今さらである。

　すっかりやる気を失ったルティアは、フレイアの言う「男性に自分を女だと意識させる方法」を頭の外に追いやって、買い物を楽しむことにした。

「ひとまずルルと、父さんへのお土産みやげを買わなくちゃ」

「少し行ったところに市場がある。そこへ行ってみよう」

　アシュアルドの案内で裏通りを抜けて大きな通りに出る。そこはもう市場になっているようで、道の両りよう脇わきに店や露店が立ち並び、大勢の買い物客が行きかっていた。

「さすが、ヴォルドの市場とは規模が違うわね」

　見み渡わたす限り、ずっと奥おくまで店が続いている。食べ物を売る露店や、生活用品などを並べている店が所せましと立ち並び、にぎやかに呼び込みを行っている。

「はぐれないようにね、ルティア」

「ええ」

　言いながら、見たこともない果物が並んでいる店を覗のぞき込こんだ時、ちょうど店の主人と買い物客らしき男性二人の会話が耳に飛び込んできた。

「でさ、王都の南大門から入る立りつ派ぱな馬車数台とすれ違ったんだよ」

「それなら俺も見た。馬車についていた紋もん章しようは間ま違ちがいなく、カシュクールのものだったな。城に向かっていったぞ」

「カシュクールだと？　あんな大国が一体、何の用だろう？」

「さぁなぁ」

　ルティアはアシュアルドと顔を見合わせてから、振り返ってロンダール城の方角を見つめた。王都の中心にある巨きよ大だいな城は、広い王都のどこからでも見ることができる。

「突とつ然ぜんカシュクール国から使者がやってくるなんて、何かあったのかしらね？」

　今朝ジェロイスが呼び出されたのは、カシュクールという国から急きゆう遽きよ使者がやってくることになったので、魔ま術じゆつ師し長ちようとして謁えつ見けんの場に同席するためだった。

　カシュクールは大陸でも一、二を争う大国だ。このロンダール国も強国の一つに数えられるが、歴史の長さや国の規模はカシュクールに遠く及およばない。

　両国は友好関係にあるが、国の場所が離れていることもあって、そう頻ひん繁ぱんに使者が訪おとずれるわけでもない。それがいきなり使者を送り込んできたのだ。何か緊急の事態が起きたとみるべきだろう。

「最近特に増えている魔ま獣じゆうがらみか……いや、でも、カシュクールで何か起こるとは思えないな」

　アシュアルドは眉まゆを寄せる。

「あそこは神しん殿でんの総そう本ほん山ざんがある。大陸の中で魔獣の被ひ害がいがもっとも少ない国だ。十八年前の時も、総本山と遠く離れた北部の一部の村でしか魔獣の出現は報告されていない」

　大陸中の人間が信しん仰こうする創そう造ぞう神しんアールゼータ。アールゼータを祀まつったアールゼータ神殿は各地にあるが、それを統とう括かつしているのがカシュクール国の中にある総本山だ。エヴィラ山と呼ばれる小高い山に巨大なアールゼータ大神殿があり、その周辺一帯は、カシュクール国内にあるとはいえ、完全に独立した場所になっている。

　とはいうものの、両者は密接に関わり合い、共に発展してきた。元は小国だったカシュクールが今のような大陸一の大国に発展できたのは、総本山がその地にあったからだと言われている。

「魔獣がらみじゃないとしたら、カシュクールの使者がロンダールに来たのは何のためなのかしら？」

「政治的なことだと思うけれど……差さし支つかえなければ、ジェロイスが話してくれるだろう」

「そうね。……あ、アシュ、あの店に寄っていいかしら？」

　ルティアはルルへの土産物を見つけるのによさそうな雑貨屋を市場の一角に見つけ、指を差す。

「もちろん、かまわないさ。ああいう感じの店なら、市場の他にもある。後でそちらの方にも案内するよ」

「本当？　ありがとう、アシュ」

「どういたしまして。さぁ、行こう」

　言いながら突然アシュアルドはルティアに手を差し出した。

「へ？」

　とっさに意味が分からなくてアシュアルドの手と、彼の顔を交こう互ごに見つめる。

「はぐれるといけないから、手をつなごう。見失ったら大変だ」

　微笑ほほえみながら言われてルティアは目を瞬まばたかせる。

　──こ、これは「男性に自分を女だと意識させる方法」の第二段階？　いや、私から手をつないだわけじゃないし、アシュにも他た意いはないんだろうけど。

「う、うん」

　ルティアはおずおずと手を伸のばし、アシュアルドの手のひらに重ねる。彼はしっかりとその手を握にぎった。

　アシュアルドの手は温かくて、少し皮ひ膚ふがごつごつしている。剣を持つ人特有の手だ。

　──出会った頃はもっと小さくて滑なめらかな手だった。あの男の子が成長して、もうすっかり男の人になったのね……。

「さぁ、行こう」

　二人は手をつないだまま雑貨屋に向かって歩き出す。アシュアルドに手を引かれ、人ごみを歩くルティアの耳はほんのり赤く染まっていた。










　二人の意識は雑貨屋の方に向けられ、それきりカシュクールの使者のことは脳裏から消えた。思い出したのは、購こう入にゆうしたお土産を手にジェロイスの家に戻った時だった。

「え？　今すぐ城へ来いって？」

　驚おどろいて聞き返すと、フレイアが頷うなずいて繰くり返かえした。

「ええ、ジェロイスから連れん絡らくがあって、帰宅次第あなたたち三人で城に来るようにって」

　思わずルティアはアシュアルドと顔を見合わせる。

「陛下との謁見は明日の予定だったわよね？」

「ああ。明日しか陛下の予定が空あいていないという話だったから……」

　ルティアとしては国王との謁見など恐おそれ多おおくてできるだけ避さけたいことだったのだが、王都に来た以上、挨あい拶さつをしないわけにもいかない。

　何しろロンダール王にはフラウゼアの件で世話になっている。それに、ルティアが聖せい剣けんエクセルティーアの生まれ変わりだと判明してからも、ヴォルドで今までと同じ生活を送れているのは、ロンダール王の尽じん力りよくあってこそだ。

　本来は城で保護する方が安心なのに、ルティアの希望を受け入れてヴォルドでの生活を許してくれている。いわば恩人の一人だ。

「カシュクールの使者が来たことで予定が変へん更こうになったのかもな。とにかく、ジェロイスが来いと言うのなら行くしかないだろう」

　ディルナーがやれやれと椅い子すから立ち上がった。










　城に入るには特別な許可か紹しよう介かい状じようが必要だが、ルティアたちには必要なかった。

　理由は簡単だ。ディルナーがいるからだ。ディルナーは魔術師長ジェロイスと共に水の勇者と魔王討とう伐ばつに行った有名人で、五年前にロンダール軍を辞やめたとはいえ、当時は魔属討伐騎き士し隊たいの副隊長をしていた。

　魔属討伐騎士隊は文字通り魔属と戦う専門の部隊だ。冒ぼう険けん者しやギルドは基本的に依い頼らいがない限り魔属討伐に赴おもむくことはないが、魔属討伐隊は国内で魔獣が現れたとなればどこへでも出向き、国民の命を守る。

　人間と戦うより魔獣と戦う方がはるかに大変で、しかも危険を伴ともなうので軍の中でも選ばれた精せい鋭えいしか魔属討伐隊に入ることはできない。隊に入るというだけで、栄えい誉よあることなのだ。ただし、負傷率や死亡率も高く、命知らずがそろっていることでも知られていた。

　そんな魔属討伐隊に十代で入隊し、その後十年にわたり活かつ躍やくし続けたディルナーを、知らないロンダール軍兵士はいない。最近軍に入った者以外は誰でも彼の顔を知っている。王城の門を守る兵士たちも例外ではなく、彼と一緒にいるルティアとアシュアルドはすんなり中に通してもらえた。

「すごく尊敬されているんですね、ディルナーさん」

　腕が立つのは分かっていたが、普ふ段だんはよく軽口をたたく親しみやすい面めん倒どう見みのいいおじ……いや、お兄さんという感じなのだが、尊敬の目でディルナーを見つめる兵士たちを見ると、彼がどれだけ剣けん士しとして優ゆう秀しゆうで、兵士たちに慕したわれていたのかがよく分かる。

　ディルナーは肩かたを竦すくめた。

「たまたま長く生き残っていたってだけだ。だけど長く生き残って隊に居続ければ、それだけ責任も重くなっていくってもんだ。第一線で戦うこともできなくなる」

　五年前、魔王城の氷の封ふう印いんの中で眠ねむっていたアシュアルドを緑の勇者と共に救い出した後、ディルナーはロンダール軍を除じよ隊たいし冒険者ギルドに入った。エクセルティーアを失い、人が変わったようになってしまったアシュアルドを心配してのことだが、彼が冒険者になった理由はそれだけはない。

　魔属討伐隊の中で出世し、責任のある立場になればなるほど、自由に戦いの場へ赴くことができなくなっていたのだ。副隊長となったディルナーの仕事は書類の作成、他部署との折せつ衝しよう、後方支し援えんが主おもで、それは彼の望むものではなかった。

　アシュアルドとディルナーがルティアを守るためにヴォルドに住み始めた頃、冒険者ギルドに入った理由を尋ねた時、彼は笑って言っていた。

『俺の望みは剣を握れなくなるまで、第一線で戦い続けることだ。ロンダール軍にいれば規律やしがらみでそれは叶かなえられそうにない。けれど冒険者になれば可能だ。だから俺は軍を辞めてこっちに入ったってわけ。幸い、現い在まは魔獣の数も減って、後輩も育っていたからな。俺がいなくても支し障しようはなかった。つまり、辞め時だったってわけだ』

　ただし、簡単に辞められたわけではない。軍はディルナーの実力や彼の持つ人じん脈みやくを惜おしみ、今後も国王やロンダールのために力を貸すことを辞める条件としたのだ。懇こん意いにしているジェロイスの要よう請せいもあって、ディルナーはそれを承しよう諾だくした。

「おかげでわりと頻繁に城に姿を現しているから、すんなり通してもらえるわけだな」

　城の門を通とおり抜ぬけ、指定のあった国王の執しつ務む室しつのある主しゆ居きよ館かんに向かって歩きながらディルナーは苦笑いを浮うかべる。彼の姿を見た兵士が一いち様ように背筋を伸ばして敬けい礼れいするからだ。彼らにとってディルナーはまだ「魔属討伐隊副隊長」なのだろう。もうすでに別の者が副隊長の座にいるにもかかわらず。

　ちなみにディルナーの後任の副隊長は彼の元部下で、今朝ジェロイスの家まで訪ねてきた男性だ。今も緊きん密みつに連絡を取り合い、互いの情報を共有しているらしい。

「軍の内部にいるのとギルドに所属しているのとでは、情報の集まる量も質も違うからな。軍では国内の魔獣の動きがすぐに摑つかめるし、ギルドでは他国の魔獣の全体的な動きが分かる。情報の共有も、まぁ、陛下と交かわした条件の一つだ。だからある意味、まだ軍の中に片足を突っ込んだ状態なんだが、一いつ介かいの冒険者にすぎない俺がこうも恭うやうやしくされると妙みように居い心地ごこちが悪い」

　一方、ディルナーとは別の理由で歩きながら居心地が悪そうにしている者がいた。アシュアルドだ。

「あれから二十年近く経たつとはいえ、できる限り知り合いには会いたくない」

　アシュアルドは以前この城で剣と魔術の修しゆ行ぎようをしていた。もうかなり昔のことだが、アシュアルドの顔を覚えている人間は多いという。水の勇者であった過去を封印して生きている彼にとって、城はなるべくなら足を運びたくない場所なのだ。

　幸か不幸か当時を覚えている者はもうそれなりの地位についていて、アシュアルドが五年前から復活していることや、今はギルドで冒険者となっていることも知れる立場にある。彼らはあえてアシュアルドの素す性じようを周囲に漏もらすことはなかったが、通りすがりに意味ありげに見られることがよくあり、居心地が悪いのだそうだ。

　そのため、アシュアルドはこの五年間、片手で数えられるくらいしか城に足を踏ふみ入いれていなかった。今回だってできれば来たくなかっただろうに、ルティアのために一緒に来てくれたのだ。

「……用件が終わったら、なるべく早くここを出よう」

　思い切り渋しぶい顔をしながらアシュアルドが言った。

「そうね」

　ルティアも同意する。エクセルティーアの中にこの城で過ごした記き憶おくもちゃんとあったが、生まれた時から庶しよ民みんだったルティアにとって、城の中は豪ごう華かすぎて落ち着かないのが実情だ。

　──根っから庶民の私が国王と謁見とか、本当に大丈夫なのかしら？　粗そ相そうをしたらどうしよう。

　不安になっているうちに主居館にたどり着いた。

　主居館は王族の住まいの他に、謁見の間や大広間、それに国王の執務室などがあり、城の中心となる建物だ。当然他に比べて警けい備びも厳しいが、今度もディルナーのおかげで難なんなく建物に入ったルティアたちは、入ってすぐの玄げん関かんホールでジェロイスに迎えられた。

「門番からあなた方が城に来たと連絡が入ったので、迎えに来ました。突然呼び出してすみません」

「そりゃあいいけどさ。陛下との謁見は明日じゃなかったのか？」

「明日です。今回あなた方を呼んだのは、陛下との謁見のためではありません。カシュクール国の使者の方からの要よう請せいです。彼らは陛下の執務室にいますので、案内しながら説明しましょう」

　歩き始めたジェロイスの後ろに続きながらディルナーが眉を寄せる。

「カシュクール国の使者が俺たちに会いたがったというわけか？」

「ええ。そうです。まず彼らの急な訪問の理由から説明しましょう。彼らの用件は、魔獣や魔ま人じんの情報を一元化し、国家間で共有しようという、ちょっと変わった形の同盟の誘さそいでした。いえ。要請と言っていいでしょうね」

「同盟……ですか？」

「他に適切な言い方がないので同盟と言いましたが、まぁ、要するに協力体制を敷しこうという話です。ご存じの通り、今魔獣との戦いの最前線に立っているのは冒険者ギルドです。彼らは各地に支部を持ち、そこで知りえた情報をいち早く共有している。冒険者ギルドが脅きよう威いだと判定すれば注意喚かん起きのために主要な国々に通達が回ります。でも、正直通達が回る頃には次の被害が出ていることも珍めずらしくありません。これは、二十年前ギルドが、当世の魔王を人型ではなく、獣けもの型がたの魔獣王だという憶おく測そくのもとに判断してしまった苦い経験があるからです」

　当時を思い出したのか、ジェロイスは一いつ瞬しゆんだけ硬かたい声になった。

　十八年前、ギルドはそれまでの資料と状じよう況きようからアーロイの廃はい城じようを寝ね城じろにしている魔王は〝魔獣王〟だと判断した。フラウゼアの予言も魔王は魔獣だと断言したので、アシュアルドたちはそのための準備を整えてアーロイへ向かった。ところが城の中でアシュアルドたちが出会った魔王は人型だったのだ。

　結局、準備不足がたたってエクセルティーアは折れ、アシュアルドは自分を犠ぎ牲せいにして氷の魔術で魔王城を封印した。ギルドにとってもその判断の誤りは痛つう恨こんの出来事だったのだ。

「あれ以来、ギルドは集まった情報を精せい査さし、確かく認にんしてから各国に通達するようになりました。それはそれでありがたいですし、ギルドの気持ちも分からなくはないのですが、全体的に情報を出すのが遅すぎるのです。我々が欲ほしいのは、ギルドによって精査され、確認された情報ではなく、今現在進行中の情報です。どこの国で何が起こっているのか、それが知りたいのです」

　ジェロイスは少しずり落ちかけた眼鏡めがねをくいっと人差し指で上げながら続ける。

「幸い、ロンダールは私が、魔王討伐の旅で得たギルドの要人と個人的に付き合っているおかげで、いち早く情報を得ることができています。カシュクールの場合は、あの放ほう浪ろう王おう子じもいますし、情報を得る伝つ手てはあるのでしょう。でもどこの国でもできているかといえば違います。国によって情報の格差があるのは想像に難かたくありません。ですから、魔獣について各国が得た情報をギルドを頼たよらず素す早ばやく共有し、伝達する情報網もうを作ろうとカシュクール国が提案してきたのです」

「まぁ、いいんじゃないか。確かにギルド内の情報の共有と伝達は素早いが、その情報を外に出すとなるととたんに慎しん重ちようになるからな、ギルドの上層部は」

　ディルナーが肩を竦める。ジェロイスも頷いた。

「ええ。大臣たちと協議をする必要はありますが、陛下はその話に乗るおつもりのようです」

　ここで、今まで黙だまっていたアシュアルドが口を開いた。

「それは分かったが、カシュクールの使者が俺たちを呼ぶ理由はどこにある？　ギルドと協議したいから橋渡しをしろという話か？」

「いいえ、違います。使者は同盟の誘いの他に別の用件で皆みなさんを呼んだようです。詳くわしくは本人から説明がありますが、どうやら再びちょっとした旅をすることになりそうです」

「旅？」

　怪け訝げんそうにアシュアルドはジェロイスに聞き返す。けれど、ジェロイスはにっこりと含ふくみのある笑みを返しただけで、答えなかった。

　アシュアルドの隣を歩きながら、ルティアも不思議そうに先を行くジェロイスを見つめる。

　──使者が私たちを呼んだ用件を分かっていそうなのに今ここで言わないのは、何か理由があるのかしら？

　同じような疑問を抱いだいたらしいディルナーが、ジェロイスを訝いぶかしむような目で見つめる。

　その時、ルティアは前方から懐なつかしい波動を感じて思わず足を止めた。

　──あれ？　今のは……もしかして……？

「ルティア？」

　立ち止まったルティアに気づき、アシュアルドが足を止めて振り返る。

「どうかしたのか？」

「あ……その……」

　言うか言うまいか迷ってルティアは結局口を噤つぐんだ。廊ろう下かの先に、警備の兵が両脇を固める大きな扉とびらが見えたからだ。おそらくあの部屋が国王の執務室なのだろう。

　再び歩き出し、アシュアルドの横に並びながらルティアはごまかすように笑った。

「何でもないわ。陛下や要人たちがあそこにいるのかと思うと少し緊きん張ちようしてきて……」

「そうか。でも大丈夫。何かあれば俺がフォローするから」

「ええ。ありがとう」

　その頃、ルティアたちより少し先に行っていたディルナーとジェロイスは執務室の前に着いていた。

　足を止めて扉を凝ぎよう視ししたディルナーは、不意に何か察したらしく、慌あわてて隣のジェロイスを見る。

「……待てよ。さっき、カシュクールの放浪王子と言ったな。まさか、カシュクールの使者っていうのは──」

「おや、気づいてしまいましたか。ですが、もうここまでくれば逃げ出す暇ひまはないですよ、ディルナー」

　ジェロイスは悪びれもせず、にっこりと笑う。ディルナーは血けつ相そうを変えて叫さけんだ。

「ジェロイス、お前！　わざと黙っていたな！」

「言ったらあなたは嫌いやがって逃げるじゃないですか。それを防止するためです」

「お前なぁ！」

　二人に追いついたルティアは会話の一部を聞いて首を傾げる。

「カシュクールの放浪王子？」

　答えたのはジェロイスではなく、アシュアルドだった。彼はため息をにじませながら説明をする。

「カシュクールの第三王子のことだ。放ほう浪ろう癖へきがあって供もつけずに一人であちこち出歩いている。カシュクールにはめったに帰ってこないので、放浪王子と呼ばれているんだ。当然公こう務むには出てないので、顔はほとんど知られていない。実際に会えば、二度と忘れられない人物なんだけど。……世界各国を旅しているせいか情報通で、国元からも一目置かれている。あとは……まぁ、すぐに分かるだろう」

　かなり意味深な言葉だった。

　──もしかして、その第三王子って……。

「ディルナー、ここまでくれば諦あきらめなさい」

「くそ、覚えていろよ、ジェロイス！」

　ギリギリ歯を食いしばりながらも、ディルナーは抵てい抗こうを諦めたようだ。

　ディルナーは中にいる第三王子に会いたくないのかな？

　ルティアはディルナーの反応を不思議に思い、アシュアルドに問いかけるような視線を送る。けれどアシュアルドは苦く笑しようを浮かべて、「会えば分かる」としか言わない。

　──アシュのこの反応。第三王子ってどういう方なの？　だって、さっき感じたあの気配が間違っていなければその人は……。

　しかしそれにしてはみんなの反応が微び妙みようだ。

　──一体、何が待っているというの……？

　ジェロイスが扉に向かって声をかける。

「陛下、ディルナー・ノルン、アシュアルド・クレメンス、それにルティア・ホワイトをお連れしました」

　すると中から低くて威い厳げんのある声が返ってきた。

「入るがいい」

　扉の脇にいた兵士によって扉が開かれる。ジェロイスを先頭に不ふ機き嫌げんに口元を引き結ぶディルナー、アシュアルド、そしてルティアの順に部屋の中に入っていった。

　国王の部屋はルティアの想像以上に広くて豪華だった。部屋に入って突き当たりの側面に、ロンダール国の紋章の入った大きな机が置かれ、その向こうに椅子に腰こしを下ろした壮そう年ねんの男性がいた。

　ロンダール国王だ。

　褐かつ色しよくの髪かみに白いものが交じっているが、四十五という歳としのわりには十分に若々しい姿だった。ルティアが覚えているのは十八年前の、まだ若くて青さの残る国王の姿だったが、今あの椅子にいるのは経験を積んで、執しつ政せい者しやとして成長した威厳に満ちた国王だった。

　国王の後ろ両脇には護ご衛えい兵へいが控ひかえていて、ルティアたちの一いつ挙きよ一いち動どうを見守っている。

　次にルティアはこちらに背を向けて立っている人物に視線を向けた。国王と机を挟はさんで向かいに立っており、兵士ではないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　ルティアは息を吞のむ。

　煌きらびやかな白い服を身に着けた背の高いその人物こそ、おそらくカシュクールの使者に違いない。

　そしてその人物は変わった形の剣を腰に差していた。その剣から感じる波動にルティアは胸が熱くなるのを感じた。

　──やっぱり、やっぱり間違いない。では、この人は……。

　心の声が聞こえたように使者がくるっとルティアたちを振り返る。

　第三王子はとても美しく、アシュアルドやディルナーとはまた違った華はなやかさで人目を引く容姿をしていた。

　鼻び梁りようは細く、顔立ちも造りもきわめて女性的な容よう貌ぼうだ。男だん装そうをした麗れい人じんだと言われても頷けてしまうだろう。だが、いくら女性に見えても、喉のど元もとにある突とつ起きが彼の性別を如によ実じつに表していた。

　柔やわらかそうなくせのある薄うす緑みどり色いろの髪は女性ほども長く、左の耳下で濃こい緑色のリボンで一つにくくられて、肩に流されている。ヴォルドでそんな髪型をした男性がいたら、気取っていると言われそうだが、不思議と彼にはよく似合っていた。

　国王が、微笑みを浮かべているジェロイス、不機嫌そうなディルナー、淡々としているアシュアルド、それに第三王子をじっと見つめているルティアの顔を順に見て口を開く。

「よく来たな、ディルナー、アシュアルド。そしてルティア嬢じよう。紹介しよう。こちらにいるお方はカシュクールの第三王子サーファス・カシュクール殿だ。このたびカシュクールの使者として我が国にまいられた。……まぁ、今さら殿でん下かのことをお前たちに説明する必要はないがな」

　にやりと国王は笑う。けれどルティアはほとんど国王の言葉を聞いていなかった。ただひたすらに第三王子サーファスを見つめる。……いや、ルティアが見ているのはサーファスではなく、彼が腰に差している不思議な形をした剣だった。

　ルティアはその剣にも、剣から発せられる「力」と波動にも覚えがあった。

　──大地の聖剣セルヴィアース……。

　この世界に六振りある聖剣のうちの一つ。豊ほう穣じようと再生を司つかさどる石、地エルデを内包する大地の聖剣。エクセルティーアの同どう胞ほうだ。

　そして、セルヴィアースを持つサーファスこそ、緑の勇者に他ならない。

（久しいな、エクセルティーアよ）

　突然頭の中で声がした。耳に届いたわけでなく、直接頭に響ひびいたその「声」は、まさしくエクセルティーアの知るセルヴィアースのものだった。

　ルティアは震ふるえるような吐と息いきを漏らしてから、改めて呼吸を整え口を開いた。

「そうね、久しぶりね。セルヴィアース」

　サーファス以外の全員がびっくりしたようにルティアを見つめる。この中で、実際セルヴィアースの声が聞こえるのは緑の勇者だけで、あとは突然ルティアが独り言を始めたように見えただろう。

　でも話の内容でルティアが誰と……いや、何と話をしているかは分かるはずだ。

（そなたと邂かい逅こうするのは千年ぶりだが、前に見た時とずいぶん姿形が変わったものだ）

　抑よく揚ようのない、淡々とした声がルティアの頭の中に響く。

（……だが、これも父なるアールゼータの思おぼし召めしであろう。エクセルティーアよ、我が同胞。我はそなたと再びこうして言葉を交わせることを喜ばしく思う）

「私もよ、セルヴィアース。私の同胞。あなたとこんな形で話ができるとは思わなかった。あなたも使い手を得て顕けん現げんできたのね。おめでとうと言わせてちょうだい」

（うむ）

　応こたえるようにセルヴィアースの刀身が一瞬だけふわりと光を発した。

「ふぅーん。さすが聖剣同士ね」

　不意に今まで黙ったままだったサーファスが口を開く。

「セルヴィアースと会話ができているもの。よかったわね、セルヴィアース、あんた心配していたもんね。今のエクセルティーアに自分の声が届くのかって」

　サーファスが手を伸ばし、大地の聖剣の刀身を軽くポンポンと叩く。

（うむ。だが杞き憂ゆうであったようだ）

　──あれ？　王子様の言葉遣づかい……、変じゃない？

　ルティアはまじまじとサーファスを見つめた。サーファスの黒茶色の瞳ひとみとルティアの青い目がふと交差する。

　にやりとサーファスが笑った。

「さて、あんたのことは知っているけれど、こうして顔を合わせるのは初めてよね、エクセルティーア……いえ、ルティアと呼ばせてもらうわ。今のあんたは人間だしね。アタシはカシュクールの第三王子サーファスよ。もう分かっていると思うけれど、大地の聖剣セルヴィアースの使い手で、緑の勇者と一部では呼ばれているわ。勇者として動く時は王子という素性がバレないようシルヴィックと名乗ることもあるけど、あんたたちには今さら隠しても意味ないわね。ところで緑の勇者って名めい称しよういまいち好きじゃないのよ。なんで聖剣は大地なのに、勇者を呼ぶ時は緑なわけ？　わけ分かんない！　だからあなたは今からアタシのことを〝お姉ネエ様〟って呼ぶといいわ」

「お、お姉様……？」

　ぽかーんとルティアの口が開く。

「性別は一応男で今は男装しているけれど、心は女よ。だからお姉様と呼びなさい。分かった？」

「あ、はい」

　ずいっと身を乗り出すように言われて、つい頷いてしまったルティアを誰が責められようか。

　──お姉様、お姉様って……。

　ルティアは目の前がクラクラするのを感じた。

「何がお姉様だ！　この変態め！　おい、お嬢ちゃん。そいつの言うことなど無視していいぞ！」

　ディルナーが叫んだ。彼にしては珍しく沸ふつ点てんが低い。ところが怒ど鳴なるディルナーに視線を向けるなり、サーファスは走って彼に抱きついた。

「ディルナー！　ひっさしぶり！」

「おい、放せ！」

「相変わらずアタシ好みのいい筋肉してるわぁ」

「人の腕や胸を撫なでるな！」
















　ディルナーはサーファスを引き剝はがそうとするが、細身でも力はあるらしく引き離せないでいる。

　サーファスはディルナーにしがみついたまま、アシュアルドに目を向けた。

「アシュアルドも久しぶりね！　五年前に比べてだいぶ元気になったようで、安心したわ」

「ああ。その……サーファスも元気そうで何よりだ」

　必死にサーファスを振りほどこうとしているディルナーから少し視線をそらしながら、アシュアルドが応じた。

　ようやく腕を解ほどき、サーファスから距きよ離りを取ったディルナーがゲンナリした顔で呟つぶやく。

「よもや、またこのオカマと再び顔を合わせることになるとか、悪夢としか……」

「ディルナー、サーファス殿下に失礼ですよ」

　ジェロイスがたしなめるが、心なしか声が笑っている。

「失礼なのはそっちの方だろうが！　陛下の前くらいその服装に合わせて普ふ通つうの言葉遣いで話せ！」

「陛下はアタシの普段の格かつ好こうも知っているし、そっちが地だってことをよくご存じだもの。そもそもこの顔ぶれの前で取とり繕つくろっても仕方ないじゃない？」

「ハハハハ」

　当の国王は目の前のやりとりを楽しそうに笑って眺ながめていた。

　ルティアはずっと口を開けたまま呆ぼう然ぜんとサーファスを見つめる。

（……すまぬ。我の今の使い手は変わっておるのだ……）

　セルヴィアースがルティアの動どう揺ようを感じ取ったのか、謝罪めいた言葉を伝えてきた。相変わらず淡々とした口調だが、その言葉は今までで一番実感がこもっていたように思う。

　以前、緑の勇者についてアシュアルドが言葉を濁にごしていたことがあったが、今は気持ちが分かる。

　フラウゼアでディルナーが呟いていた「オカマ」の意味も理解した。

　──強きよう烈れつすぎる……。

　色々な意味で。あらゆる意味で。

「さて、感動の再会を果たしたところで、話を元に戻すわね」

　突然サーファスが言った。おちゃらけた雰ふん囲い気きからは一転、その表情は真しん剣けんだった。

　ジェロイスは姿勢を正し、顰しかめ面つらをしていたディルナーもすぐに真顔に戻る。ルティアも雰囲気が変わったことを察し、頭を切り替えてアシュアルドの傍に立った。

「すでに陛下やジェロイスには説明したのだけれど、アタシがロンダールに使者として来たのは、情報の共有の件じゃなくて、本当は別件のためなの。ロンダールの魔術師長ジェロイス、Ｓ級冒険者のディルナー、水の勇者アシュアルド、そして聖剣エクセルティーアの生まれ変わりのルティア」

　名前を呼びながら一人ひとりの顔に視線を向けたサーファスは、一拍置くと、まるで命めいじるように告げた。

「あんたたちはこれからアタシと一緒に、カシュクールにあるアールゼータ神殿の総本山に行ってもらうわ。聖せい座ざの大だい神しん官かんがあんたたちが来るのを待っているの」
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「あら、まぁ、珍めずらしいお客が増えてるわね」

　サーファスを伴ともなってジェロイスの屋や敷しきに帰ってきたルティアたちは、フレイアのそんな言葉に迎むかえられた。

「はぁーい、フレイア。久しぶりね」

　スカート姿に着替えたサーファスがにこやかに微笑ほほえみながら挨あい拶さつをする。

　そう、緑の勇者サーファスは言こと葉ば遣づかいだけでなく、格かつ好こうも女性のものを身につけているのだ。本人曰いわく、こっちが本装で、男性の服装は仮か装そうということらしい。

　──女装、すごく似合ってる。しかもすっごくかわいい……。認めたくないけど、女として完全に負けている気がする。複雑……ものすごい複雑!!

　おかげでルティアはサーファスと顔を合わせて以来、啞あ然ぜんとしっぱなしだ。

　──水の勇者アシュは無む機き物ぶつ偏へん愛あい者しやだし、緑の勇者はオカ……もとい女じよ装そう趣しゆ味み──今こん代だいの勇者って変人ばかりなの!?　選んだのは聖剣わたしたちだけど！

「フレイア、臨りん月げつ近いアンタには悪いけれど、しばらく旦だん那なを借りるわね」

「あら。あなたがわざわざ来るということは、面めん倒どうそうな何かがあったのね？」

　勘かんのいいフレイアはそれだけで何かを察したようだった。

「ええ。ディルナーたちにも詳くわしい説明はまだなの。まとめて説明するわ」

　応接室に全員が落ち着いたところで、サーファスは口を開いた。

「改めて要よう請せいするわ。アタシが今回カシュクールの使者たちに便びん乗じようしてロンダールに出向いたのは、聖せい座ざの大だい神しん官かんの依い頼らいであんたたちを彼の元へ連れて行くためよ」

　フレイアが目を丸くする。

「聖座の大神官？　あれって単なる伝説じゃなかったわけ？　本当にいるの？　陰かげの総大神官が？」

「ええ。聖座の大神官は実在するわ。言い伝え通りに大神殿の奥おく宮みやにね」

「ほんとなの？　二十年以上も神しん殿でんに所属していた私ですら一度も見たことないし、公式には単なる言い伝えにすぎないってことだったのに！」

「あの……」

　盛り上がる二人にルティアは思わず声をかけた。

「ごめんなさい、話の腰を折って。でも、あの、聖座の大神官って一体、何？」

　フレイアは分かっているようだが、ルティアには「聖座の大神官」が何であるかが分からないので話についていけないのだ。

　しかも城でもそうだったが、黙だまってみんなが聞いているところを見ると、「聖座の大神官」を知らないのはルティアだけのようだ。

　ルティアの疑問に答えたのは、アシュアルドだった。

「俺も風の噂うわさでしか知らないが、大神殿の中でもっとも位くらいの高い総大神官の、そのまた上の存在らしい。大神殿の陰の支配者とも言われている。ほとんど言い伝えみたいな存在で、実在は疑問視されているようだが……」

　ジェロイスも口を挟はさむ。

「僕もディルナーもだいたいそんなふうに聞いています。一いつ般ぱんには知られていないが、神殿の関係者の中ではまことしやかに伝えられている存在……それが聖座の大神官です」

「初耳だわ。どうして私が知らないのかしら？」

　ルティアは首をひねる。エクセルティーアだった時も、何度か使い手とともに総そう本ほん山ざんを訪おとずれているが、そのような噂は聞いたこともなかった。

　フレイアが苦く笑しようする。

「神殿に関係している人しか知らない存在だし、そもそも信じられていないから話題にのぼることもないの。話題にあがるとすれば、聖せい剣けんに関わる時だけ」

「聖剣に関わる？」

「そうよ。あくまで噂だけど、『聖座の大神官』は聖剣の声を聞くことができるらしいの。それが稀け有うなので、特別な地位を与えられたと言われているんだけど」

「聖剣の声を聞く？」

　驚おどろきのあまりルティアは大きく目を見開く。

　聖剣の声を聞くことができるのは、その使い手、つまり勇者だけだ。それも、聖剣本来の力を引き出すことができる、完全に同調できるようになった使い手だけという条件がつく。

　そこまでたどり着けるようになる勇者の存在はまれで、過去のエクセルティーアの使い手でも数えるくらいしかいない。他の聖剣もそうだろう。

　言い方を変えれば、完全に聖剣の力を引き出せなくても魔ま王おうを討とう伐ばつできてしまうということだ。それだけ聖剣の力は強大なのだ。

　それに、とルティアはこっそり心の中で呟つぶやく。

　──今までの魔王の大半は、本当の魔王じゃなかったから……。

　だからこそ、完全ではない聖剣の力でも倒せたのだ。

「今から数百年前に、火の聖剣アーデンティスフレアの偽にせ物ものがいくつも世に出て、自分こそが火の勇者だと言い出す輩やからが続出したの。そうなった原因は、それより以前にアーデンティスフレアが魔王との戦いの後に砕くだけ散ちってしまい、再生されて顕けん現げんした姿が以前とは異なっていたからだそうよ」

　予知の力を持つ者が、火の聖剣の顕現を予言したが、肝かん心じんの聖剣を本物と断定できる資料が大神殿にはなかった。偽物の中には魔ま術じゆつで火の魔ま力りよくがあるように見せかけられていたものもあり、混乱に拍はく車しやをかけた。

「そこに現れたのが、のちに『聖座の大神官』と呼ばれることになる人物よ。彼は一目で再生されたアーデンティスフレアをこれが本物だと断言し、剣を持っていた人物を火の勇者だと断定した。そしてそれは真実、火の聖剣と火の勇者で、彼らは見事魔王を打ち取ったの。後日、なぜ本物だと分かったのかと問われた彼はこう答えたそうよ。『聖剣の声が聞こえたからだ』と」

　アールゼータを祀まつる大神殿にとって、六つの聖剣は特別な存在だ。聖剣はアールゼータが瘴しよう気きを浄じよう化かし、魔王を倒すために地上にもたらしたものだと信じられているからだ。その聖剣の声が聞こえるということは、神の声を聞くにも等しいことだった。

「それ以来、その人物は『聖座』という特別の地位と権力が与えられ、神殿の奥深くに居きよを構えて、総大神官たちを陰で操あやつっていたそうよ。ルティアも知っている通り、アールゼータ大神殿の運営は大神官の中でも選ばれた十人の総大神官と呼ばれる人たちが協きよう議ぎして執とり行っているの。とはいえ、意見をとりまとめる議長はいても、好きに意見を通すことはできない。ところが『聖座の大神官』はその協議において絶対的発言権を持っていて、その結果すら鶴つるの一声で覆くつがえすことが可能だったそうよ」

「でも、その話が本当だとしても、数百年前のことなんですよね？　いくら魔力を持つ人が総じて長生きでも、人間が数百年生きていられるわけが……」

　そこでルティアの言葉がふと途と切ぎれる。記き憶おくの端はしに何か引っかかるものがあったのだ。

　数百年生きている？　聖剣の声が聞こえる？

　──『聖座の大神官』。もしかしてその人は……。

　ルティアの沈ちん黙もくにさして気づくことなく、フレイアは続ける。

「もちろん、伝聞にすぎないし、数百年生きられる人間はいないんだけど『聖座の大神官』の噂が絶えることがないのは、何度か総大神官たちの協議の結果とは相反する意見が最終的に通ったことが記録されているから。あとは狭せまい神官たちの社会で面おも白しろおかしく言い伝えられてきたこともあると思うわ。神に仕える立場とはいえ、結局総大神官に選ばれるのは派は閥ばつや裏工作ができる者だけ。仁じん徳とくや人格で選ばれるわけではないから」

　皮ひ肉にく気げな笑みがフレイアの口元に浮うかぶ。

「そんな欲に塗まみれた総大神官たちでも頭があがらない存在を、神殿に仕える者たちが望んでいたこともあって『聖座の大神官』の話は廃すたれない……って今まで思ってたんだけど。サーファス殿でん下かの話だと実在しているっぽいわね」

　フレイアはちらりとサーファスを見る。その視線を受けて、黙って聞いていたサーファスが口を開いた。

「殿下はよして。ここにいるアタシはあくまでカシュクールの第三王子じゃなくて、緑の勇者なんだから。……で、話を戻すけれど、『聖座の大神官』は実在してて、今も人知れず大神殿の奥宮で暮らしているわ。アタシは直じき々じきに彼に頼たのまれて、こうしてあんたたちを迎えに来たの」

「サーファス、よしんば『聖座の大神官』が本当に存在してたとして、その人物が俺やルティアたちに一体何の用があるというんだ？」

　アシュアルドが眉まゆを寄せながら尋ねる。

「確かに聖剣の生まれ変わりであるルティアの存在は、大神殿にとっては無視できないものだろうが……」

「誤解しないでね、アシュアルド。これは大神殿からの招しよう集しゆうじゃなくて、あくまで『聖座の大神官』個人の呼び出しよ。もし、大神殿からの呼び出しなら、アタシをわざわざ派は遣けんするまでもなく、直接呼び出すでしょうよ」

「ですが、殿下。カシュクール王族と大神殿が懇こん意いにしていることは、世界中が知っている事実です」

　ふと口を挟んだのはジェロイスだ。

　総本山がカシュクール国内にあることもあり、昔から王族は大神殿と深く結びついていた。

　カシュクールは総本山のおかげで人が集まって潤うるおい、強大な国になった。一方、大神殿の方も強国の庇ひ護ごを受ければ独立を保たもつことができる。どちらにとっても悪くない話だった。

　そのため、しばしばカシュクールが大神殿の意を受けて動くことはよく知られている。

「だから『殿下』はよしてって言ってるじゃないの、この似た者夫婦は、もう」

　サーファスは口を尖とがらせたが、周囲を見回し、ふぅとため息をついた。

「まぁ、あんたたちが大神殿の呼び出しに神経を尖らせているのは分かるわ」

　この言葉で改めてアシュアルドたちの様子を見たルティアは、彼らが一いち様ように渋しぶい表情をしていることに気づく。今回の呼び出しを彼らが警けい戒かいしていることは明らかだった。

　──そういえば、サーファス王子が城で『迎えに来た』と言った時から、明らかに三人の口数が少なくなっていたわ。

　緑の勇者の言葉遣いや服装に驚いていたせいでルティアは気づけなかったが、いつもは陽気なディルナーが大人しいのも、サーファスにべたべた迫せまられることに不ふ機き嫌げんなだけではなかったのだ。

「安心してちょうだい。確かにカシュクールの王族と大神殿は懇意にしているけれど、アタシが動いているのは大神殿のためじゃなくて、あくまで『聖座の大神官』のためだから。そして『聖座の大神官』に、アシュアルド、あんたとエクセルティーアを引き離す意思はないわ。むしろ五年前、あんたがエクセルティーアと共にいられるよう大神殿に働きかけてくれたのは、『聖座の大神官』なのよ」

　その言葉に、隣となりに座すわるアシュアルドの身体からだから少し力が抜ぬけたのがルティアには分かった。

「五年前……私たちを引き離す？」

　どうやら大神殿とアシュアルドたちの間に、何かあったようだ。しかもエクセルティーアがらみで。

　その疑ぎ惑わくに答えたのはディルナーだった。

「お嬢じようちゃんにとっちゃ気分のいい話じゃないから言わないでいたんだが、アシュアルドが目覚めた五年前、さっそく水の勇者の復活を聞きつけた大神殿から呼び出されたんだ。で、その席で、折れて力を失った聖剣……つまりエクセルティーアを神殿に差し出せと言われた。あっちにとっちゃ、力を失っても聖剣だ。しかも世界に還かえされず、形のあるものとして残っている。だから、聖せい遺い物ぶつとしてぜひとも手に入れたいと思ったんだろうな」

「あちゃー……」

「もちろんアシュアルドは断った。それ以来、ずっと大神殿の呼び出しを無視し続けている」

　ルティアはフレイアから聞いた話を思い出していた。アシュアルドがエクセルティーアを傍そばから離そうとしない理由の一いつ端たんは、大神殿にもあったわけだ。

「大神殿がルティアに興味を持ち、聖剣の生まれ変わりだという真しん偽ぎを確かめたいので連れて来るようにと、フラウゼアの一件の後でロンダールにも通達があったのですが、無視させていただきました」

　ジェロイスがにっこり笑う。けれど、眼鏡めがねの奥の目はまったく笑っていなかった。

　どうやら、大神殿の「要よう請せい」という名の「強きよう要よう」に腹を立てているのはアシュアルドだけではないらしい。

「アシュアルド自らエクセルティーアを世界に還すならいいんです。ですが、聖剣と勇者の意思を無視して引き離すなどとんでもないことです。それを一番よく分かっているはずの大神殿が言いだすのですから、世も末ですよ」

「どうもその話は、神殿内の派閥争いに端たんを発しているみたいよ。聖剣を手に入れて、神殿の権けん威いを高めて箔はくをつけたいという一派がいて……」

　フレイアの言葉をサーファスが遮さえぎる。

「ちょっと、話を脱だつ線せんさせないでよ、この似た者夫婦め！　大神殿に巣くうジジイどもの話をしているわけじゃないわ。それにルティアが聖剣の生まれ変わりだということの真偽を確かめるまでもなく、最初にアタシにルティアの存在を教えてくれたのは、『聖座の大神官』よ。それも、あんたたちがフラウゼアで知るもっと前からね」

「え？」

　ルティアはびっくりしてサーファスをまじまじと見つめる。

　自分が聖剣の生まれ変わりであることを思い出してから、ルティアは誰だれかにそれを話したことはない。だから実際にフラウゼアでエクセルティーアが蘇よみがえったところをアシュアルドたちが目にするまで、そのことは誰も知らないはずだった。

　──なのに『聖座の大神官』が知っていた？

「ちなみに、アタシがフラウゼアの騒そう動どうの時にあの場にいたのも、『聖座の大神官』の依頼があったからよ。あそこで異変が起きている。魔ま属ぞくがフラウゼアの中ちゆう枢すうに巣くっているから、確かめてきて欲しいと言われてね」

　サーファスは肩かたにかかった髪かみをうっとうしそうに手で払はらって、ため息をついた。

「最初から話すわね。その方が早いから。フレイアは知っていると思うけれど、ここ五十年ほど大神殿の中では、神に仕えるという本分を越こえて、派閥による争いが激化していたの。だからこそ瘴しよう派はなんていうとち狂くるった考えの連中の台たい頭とうを許してしまった」

「瘴派？」

　聞き慣れない言葉だったのだろう、アシュアルドが首を傾かしげる。

「この世界のすべてはアールゼータ神の作ったもの。瘴気もまた同じようにアールゼータ神が作ったものだから、否定するのはやめよう。そんな考えの一派ね。神殿内で守られているから、瘴気の恐おそろしさも、瘴気が生む悲劇も知らずにそんな甘あまったれたことを考えられるのでしょうよ」

　鼻で笑うとサーファスは続けた。

「とにかく、そんな考えの連中が出てきて数を増やしていった。上層部がもっとしっかりしていれば早い段階でそんな危険な芽は摘つんだのでしょうけど、ほら、権力闘とう争そうに明け暮れていたものだから、足元がおろそかになっていてね」

「でも、瘴派は二十年前、中心的な人物だった大神官や神官たちによるアーロイの地での調査で、魔ま獣じゆうの大群に襲おそわれて全ぜん滅めつして以降、廃れたはずよ」

　当時の神殿に所属していたフレイアが口を挟む。サーファスも頷うなずいた。

「ええ、そうね。その時に途と絶だえたと思われていた。ところが最近になって、また大神殿内で瘴派が盛り返してきたのよ。無視できない数になってきて、『聖座の大神官』も苦く慮りよしているわ。ただ、噂と違って、彼が直接神殿内のことについてあれこれ口を挟むことはないし、奴やつらが『聖座の大神官』を警戒してることもあって、おおっぴらに動くこともできない。そんな時にアタシがたまたま『聖座の大神官』と知り合ったのよ……」

　そこまで言うと、サーファスは肩を竦すくめた。

「まぁ、若気の至いたりというやつで、まだセルヴィアースに出会う前、『聖座の大神官』の噂を聞いて、本当かどうか調べるために神殿の奥に忍しのび込んだの」

「あそこに忍び込んだの!?」

　ぎょっとフレイアが目を剝むく。どうやら警備が厳重で、選ばれた者以外は足を踏み入れることが困難な場所らしい。

「そうよ。だから若気の至りだって言ったでしょ。もちろんすぐに捕つかまったわ。でも運よくアタシを捕まえた人が『聖座の大神官』に仕える人だったので、その人の紹しよう介かいでこっそり会うことができたってわけ。会うといってもカーテン越ごしだったけど直接話をすることはできたわ」

「顔は？　見たことはないんですか？」

　ルティアが身を乗り出すと、サーファスは首を横に振ふった。

「会う時はいつもカーテン越しよ。だからアタシは直接彼の顔を見たことはないわ。ただ……」

　何かを言いかけたサーファスだったが、そこで一旦言葉を切って頭かぶりを振った。

「まぁ、それはいいわ。話を戻すけれど、そんなわけで表だって動けない彼の代わりにアタシがあちこち出向いているわけ。この間のフラウゼアの件も同様よ」

「で、今回は俺たちを連れてこいって？」

　ディルナーがサーファスを睨にらみつける。

「『聖座の大神官』が俺たちに一体何の用だというんだ？　ルティアを見たいだけか？」

「それもあるかもしれないわね。でも、それだけだったらルティアとアシュアルドだけでいいわけよ。あんたたちも連れて行くのはちゃんと理由があって、魔王の復活に関わる重要なことを伝えたいのですって」

「魔王……」

　ルティアの脳のう裏りにかつて魔王城で見た魔王の姿が浮かぶ。今はアーロイの地に封ふう印いんされている魔王。

　歴代の魔王とは何かが違っていた。思い出すだけで何かが背筋をぞわりと這はい上あがってくる。絶対に復活させてはいけないと、ルティアの中のエクセルティーアが語りかけてくる。

「魔王封印に関わったあんたたちには知る権利があるから、連れてきて欲しいと頼まれたのよ」

　サーファスはぐるりと探さぐるようにルティアたちの顔を見回した。

「で？　あんたたちの返事は？　アタシと一いつ緒しよに総本山に来てくれる？」

　アシュアルドや皆みなが返事をする前に、ルティアは答えていた。

「私、行きます。『聖座の大神官』と話がしたいの」

「ルティア？」

　アシュアルドが目を見張る。これほどルティアが積極的な態度を取るのは珍しいからだ。

「アシュ。私、総本山に行きたい。もしかしたら『聖座の大神官』はエクセルティーアが知っている人かもしれない」

　ルティアの予想が正しければその『聖座の大神官』というのは──。

「知っている人？」

「ええ」

「そうか。ルティアが行くなら俺も行くよ」

　アシュアルドが微笑む。ディルナーとジェロイスも顔を見合わせ、同時に頷いた。

「もちろん俺たちも行こう。魔王の封印に関することなら無関係ではないからな」

　サーファスがにっこり笑う。

「そうこなくちゃ！　支し度たくが済み次し第だいすぐに出かけるわよ！」










　ルティアたちは、このまま王都からカシュクールに向かうことにした。ヴォルドに一度帰ってバイロイドの許可を得ている時間がないからだ。

「バイロイドには私から知らせておくわ」

　フレイアが喜々として請うけ負おってくれる。

「気をつけて行ってきてね！　ルティア、頑がん張ばってね！」

　名指しの特別な激げき励れいは、アシュアルドに女の子だと気づかせる作戦に対してだろう。

　ちなみに作戦その二は「誰か他の異性に気があるフリをして嫉しつ妬とさせる」だ。女子力皆かい無むのルティアには至し難なんの技わざである。

「あはは……ほどほどに頑張るわ。じゃあ、行ってくるね！」

　フレイアに見送られてルティアたちは王都を後にした。
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　その一報が総本山にある大神殿に届いたのは、間もなくのことだった。

「……だそうです。そう遠くないうちにエクセルティーアに会えますね。彼女と会うのは何百年ぶりでしょうか？」

　四方を白いカーテンに仕切られた部屋で、誰かが会話をしている。けれど、部屋の外に控ひかえている者の耳には若々しい青年の声しか聞こえなかった。

「さて、あちらの方はどうなっていますか？　何かギルドから連れん絡らくは？」

　しばらくしてカーテン越しに問いかける声が聞こえた。控えの者は頭を下げながら答える。

「はい。どうやら目もく撃げきされている魔獣の群れの進路が急に変わった模様です。ヴォルドに向かっていると思われていた群れは、現在カシュクールに向かっているようです。このままでは、カシュクールに入る前に魔獣の群れと遭そう遇ぐうすることになります」

「それはどのあたりですか？」

「……おそらく、ミーム村あたりかと」

「やはり、そうですか。あの人が予言した通りだ。……しかし困りましたね。セルヴィアースとエクセルティーアがそろっているとしても、村人を庇かばってだと相当キツイ。すみませんが、彼女と一緒に迎えに行っていただけますか？」

「はい。聖座様。仰おおせの通りに」

　控えの者は床ゆかに片かた膝ひざを立てて、深く深く頭を下げた。
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　真まっ暗くら闇やみの空間が広がっていた。

　そこに一人たたずむのは、自身も漆しつ黒こくに染まったかのような容姿の人物だ。

　腰こしまである長い黒くろ髪かみに、黒こく曜よう石せきのような瞳ひとみ。服ですら漆黒のローブに身を包んだ男が、まるで闇に溶とけ込こむように立っている。

　唯ゆい一いつの白といえば、その人物の白い肌はだだけだ。

「尊そん師し」

　ふっと声が聞こえ、漆黒の人物のすぐ近くに音もなく別の人物が出現した。

　漆黒の人物と同じく黒いローブに身を包んだ男が、恭うやうやしく頭を下げながら報告する。

「ギルドにいる同志からの連れん絡らくです。どうやら水の勇者と水の聖せい剣けんは緑の勇者と一いつ緒しよにカシュクールにあるアールゼータ大だい神しん殿でんに向かうようです」

　ふぅっと漆黒の人物が眉まゆをあげる。

「……それは困ったね。せっかく魔ま獣じゆうの群れを使って水の聖剣の現うつし身みを殺そうと思っていたのに。大本山を覆おおう神しん聖せい魔ま法ほうの結界の中に入られたら厄やつ介かいだ」

　頭を下げた男が顔をあげてにやりと笑う。

「ご安心ください。すでに魔獣の進路をカシュクールに向けておりますれば。うまくいけばカシュクールに入る前に奴やつらを屠ほふることができるでしょう」

「それは上々。いくら強大な浄じよう化かの力を持つ聖剣とて、多数の魔獣を一度に相手にするのは骨が折れることだろう。少々移動させるのが面めん倒どうだが、魔獣ならいくらでも作り出せる。頼たのんだよ、ルーグ。必ず水の聖剣の現身を殺すんだ。予言とやらを成じよう就じゆさせてはならない」

「はっ、必ずや……！」

　ルーグと呼ばれた男は再び頭を下げると、その場から姿を消した。

　残された漆黒の人物は空を見上げる。

「フェンダールを失ったのは痛かったが、おかげで魔ま王おう様をあの忌いま々いましい封ふう印いんから解き放つ方法がもう一つ見つかった。魔王様、もうしばらくの辛しん抱ぼうです。必ずやお助けいたします」

　漆黒の人物は小さな呟つぶやきを残し、闇に溶けるようにその場から消えた。

　後には静せい寂じやくに満ちた闇だけが残っていた。
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　ルティアとしてはこれだけ魔ま術じゆつが使える人間がいるのだから、カシュクールまであっという間に着いて、旅とも呼べないものになるとばかり思っていた。ヴォルドから王都までの道のりと同じように。

「なのに、まさか、自分の足で歩く旅になるとは……」

　街かい道どうを歩きながらルティアは思わずぼやく。

　五人は今、街道を徒歩で歩いている最中だ。すでに日は傾かたむきかけていて、空が青とオレンジ色に染まっている。

　前を行くサーファスがルティアの呟きを拾って振り返る。

「仕方ないでしょ。総本山周辺には強力な神聖魔法の結界が張ってあって移動できないようになっているし、カシュクール国内もその影えい響きようで術式が乱れてうまくいかないの！」

「それは分かっています」

　エクセルティーアだった時の記き憶おくから、総本山を抱かかえているカシュクールへ、一気に魔術を使って出向くことができないことはルティアだって知っている。

「でもサーファスさんが移動の魔法陣を使えていれば、結界の外の国境近くまでは行けたわけですよね？」

「人間、得意不得意というものがあるのよ。あとお姉ネエ様だから！」

　移動の魔法陣は世界中どこへでも一いつ瞬しゆんで行ける代わりに、術者が知らない場所には行けないという欠点がある。さらに飛ぶ人数が多ければ多いほど術は不安定になる。

　そういった欠点がある以前に、非常に高度な技わざなので使える人間も限られていた。

　ルティアもそれはわかっているので、無闇に移動の魔法陣に頼ることはしないが、ここにいるのは一国の魔術師長と聖剣に選ばれた勇者たちだ。魔術を使ってささっと行けると思っても無理はあるまい。

　ところが、あちこち旅をしていろんな場所を知っているはずの肝かん心じんのサーファスが、魔術は不得手だったのだ。

『アタシ、攻こう撃げき魔術はいいんだけど、そういう細こま々ごました制せい御ぎよが必要な術が苦手なの。できなくはないけど、命の保証はないわ。それでもいい？』

　どうやらサーファスがカシュクールの使者としてロンダールにやってきたのも、彼らに便びん乗じようして魔術でここまで送ってもらうためだったらしい。

　結局カシュクールに隣りん接せつするラダという小国に、ギルドの仕事で一度だけ行ったことがあるというアシュアルドが魔術を使うことになった。

　それでもラダからカシュクールまでは自分たちの足で移動しなければならない。どう考えても数日は要するだろう。

　──帰ったら父さんはカンカンだろうなぁ。

　ほんの数日だけの予定で王都に行ったはずなのに、こんなことになって。しかも許しも得ずに勝手にカシュクールへ旅立ってしまった。

　移動の魔法陣を使えばすぐに戻れるのだから、一旦ヴォルドに帰って許可を得てからでもいいのではないかと訴えたのだが、サーファスがそんな暇ひまはないと首を縦に振らなかった。

『たとえ半日でも貴重な時間を割さけないわ。ものすごく急いでいるの。理由は今は言えない。後で教えてあげるけど、その時あんたはアタシにものすごく腹を立てるか、ものすごく感謝して土ど下げ座ざするかのどちらかでしょうね』

　──絶対土下座はないと思うんだけどな。

　詳くわしいことはそれ以上聞き出せなかったが、とにかく何事か急ぐ理由がサーファスにはあるらしい。

（エクセルティーアよ。今は我われの使い手の言う通りにしてくれ。コレはそなたらに悪いようにはしない。我が保証する）

　セルヴィアースにこうまで言われてしまえば、ルティアはそれ以上強く言えなかった。

　サーファスの人となりはまだよく分かっていないが、セルヴィアースのことは信しん頼らいしている。何しろ、エクセルティーアにとっては兄弟きようだいであり数少ない同どう胞ほうだ。彼がこう言うのだからサーファスは一応信用できるだろう。

　ルティアはサーファスの腰に差してあるセルヴィアースにちらりと視線を向ける。

　──それにしても、私の意識はやっぱり人間ルテイア寄りなのね。

　セルヴィアースと再会して、聖剣と人間の意識の違いを改めてルティアは認にん識しきする。

　聖剣にそもそも性別はない。当然だ、剣にも本体である石にも性別などないのだから。意識も同様で、男女の区別はなく、果たすべき役目があるだけだ。

　けれど、長い間聖剣として勇者たちと触ふれ合あってきた影響か、もともとの気質もあってか、時が経たつにつれてそれぞれに性格や個性といったようなものが現れてきた。

　エクセルティーアは水の剣なので、穏おだやかな一方、冷静。反対に火の剣アーデンティスフレアは陽気で明るく、そして時に激しい。大地の剣セルヴィアースはおおらかで、思し慮りよ深ぶかい。

　それは言葉や口調にも表れていて、火の聖剣ほどではないが、セルヴィアースもそれなりに会話をして使い手と交流を持つ方だったように思う。

　ところが今のルティアの耳にはそのセルヴィアースの言葉ですら、ひどく淡たん々たんとして抑よく揚ようのない口調に聞こえてしまう。

　セルヴィアースが変わったのではなくて、受け取るエクセルティーアの方が人間としてのルティアの感情に影響されているのだろう。

　──聖剣の声とか口調って人間の耳にはこんなふうに聞こえるんだ……。感情がそぎ落とされているような、硬こう質しつな……ううん、無む機き質しつな声。

　理解できてはいても、改めて認識した事実にルティアは衝しよう撃げきを受けていた。どうりで過去に会話をすることができた水の勇者たちに堅かた苦くるしい口調だと言われていたわけだ。

　──そしてセルヴィアースの言葉が無機質だと感じる今の私は、やっぱりエクセルティーアそのものではないんだろうな……。

「おーい、街が見えてきたぞ。もうすぐだ」

　先頭を歩くディルナーが振り返って声をあげる。視線を向けると、遠目に街をぐるりと取り囲む壁かべと建物の屋根が見えた。

　ジェロイスが振り返ってにっこり笑う。

「ラダ国の第二の都市ケラウです。あそこで今晩は休みましょう。ラダを横断するための準備も整えなくては」







　ケラウに入ったルティアたちは、まずギルドに向かった。今夜の宿を斡あつ旋せんしてもらうためだ。

　冒ぼう険けん者しやギルドに所属している者は提てい携けいしている宿を特別価格で利用できるし、旅に必要な品物もギルド経由なら簡単に手に入れることができる。これを使わない手はない。

　ギルドの建物に入ったルティアたちは、そこで三手に分かれて準備することになった。

　ジェロイスは情報収集と連絡のためにギルドに留とどまり、アシュアルドとサーファスは馬を借りに。ルティアとディルナーは宿の手配と食料品の買い出しに向かった。

　ちなみになぜルティアがアシュアルドと一緒でないかといえば、ディルナーがサーファスと行動することを嫌いやがったからだ。どうやらディルナーはサーファスが苦手らしい。

　──いや、気持ちも分かるけれど。

「あいつ、人前だろうがどこだろうがかまわず抱だきついてくるからな……」

　ディルナーは恐おそろしそうに身を震ふるわせる。怖こわいもの知らずで飄ひよう々ひようと生きているように思っていた彼にも苦手なものがあるのかと、ルティアには少し驚おどろきだった。

「でもサーファスさん、美人ですよね。……男ですけど」

「本物の女に抱きつかれるのはかまわないが、偽にせの女はどんな美人でも嫌だね」

　げんなりした顔でディルナーは答える。

「普ふ通つう、女じよ装そう趣しゆ味みなんて知られないようにこそこそやるものだろうに、あいつは堂々と女物の服を着やがる。しかも常にだ。五年前は十九でまだギリギリ十代だったから若わか気げの至いたりということで許きよ容ようもできたが、さすがに二十はたち過ぎの大の男がと思うと……」

「あ、やっぱり五年前も女装姿だったんですか」

　アシュアルドとディルナーの反応から予想していたが、五年前、アシュアルドを氷の封印から助け出した時からすでにサーファスはああだったようだ。

「ああ、すでにな。ギルドの上じよう層そう部ぶから大地の聖剣が顕けん現げんし、緑の勇者が現れたようだと聞き、伝つ手てを頼ってジェロイスと共に会いに行った時の俺たちの驚きを想像してみてくれ。王子だと聞いていたのに、いるのは女装した……しかもやたらとスカート姿が似合っている男だった時のことを！」

「さぞ、びっくりしたでしょうね……今日の私のように」

　ルティアは心から同情した。いくら何でも聖剣に選ばれて勇者となった人物がオネエ言葉の女オ装カ家マだと誰だれが思うだろうか。

「だろ？　その上、妙みように懐なつかれてな……年上が趣味なんだとよ」

　ディルナーはぶるっと震えた。

「普通王族といえば十代で結婚するから、もう子どもの一人や二人いてもおかしくないんだが、相変わらずあいつはあの喋しやべり口調の女装姿でなぁ……。本当、家族やカシュクールの連中の苦労が偲しのばれるぜ」

「一応、王子様……ですものね」

　いくら遠い国の王族だからといって、女装して世界各国を放ほう浪ろうしている王子のことが話題になればあっという間に噂うわさになっていそうなものだが、今のところそんな話は聞いたことがない。おそらくカシュクールが必死になってもみ消しているのだろう。

「……でもまぁ、変態女装野や郎ろうだが、剣けん士しとしても勇者としても腕うでが確かなことは保証する。ルティアは会ったばかりだから分からないだろうが、そこのところはアシュアルドと比べても遜そん色しよくないレベルだ」

　貶けなしてばかりだとルティアが不安に思うと考えたのか、ディルナーは急に言い足した。ルティアはくすっと笑う。

「分かってます。彼……いいえ、彼女は、セルヴィアースと会話ができるので。私たちの声が聞こえるようになるのは、身体からだも心も技も成せい熟じゆくして完全に聖剣の力が引き出せるようになった者だけ。つまり聖剣と話せる時点で彼女の腕は確かだということです」

「そういえば、聞きたいと思っていたことがあるんだが……」

　ギルドに斡旋してもらった宿に向かいながら、ディルナーは少し言いにくそうに尋たずねる。

「お嬢じようちゃんが自分はあくまで人間だって言うから、俺もジェロイスも、もちろんアシュアルドもあまり聖剣のことを根ね掘ほり葉は掘ほり聞くべきじゃないと思って控ひかえていたんだ」

「そうなんですね……」

　そういえば、ルティアが聖剣エクセルティーアの生まれ変わりであることを知っても、三人は彼女に聖剣について尋ねてくることはなかった。フレイアもそうだ。

　普通だったら色々と聞きたいだろうに、ごく自然にルティアが元聖剣であることを受け入れ、人間ルテイアとして尊重してくれた。

「気を使ってくださってありがとう、ディルナーさん。でも応こたえられる範はん囲い内のことだったら構わないですよ？　どうしても言えないことならそう言いますから」

「そうか。じゃあ、遠えん慮りよなく尋ねるが、エクセルティーアだけじゃなくて、全部の聖剣が勇者と意思疎そ通つうできるんだよな？　でもなぜそのことが伝わっていないんだ？　歴代の勇者全員が聖剣と話せたわけじゃないのは、知っている。でも神官のフレイアでさえその事実を知らなかった。現に俺たちも魔王城でエクセルティーアがアシュアルドの意に反して力を発はつ揮きするまで、聖剣に意志があるとは信じていなかったくらいだ」

　なるほど、どうやらディルナーは、聖剣に意思があり、使い手と会話をすることがどうして世間一いつ般ぱんに知られていないのか不思議がっているようだ。

「簡単ですよ、ディルナーさん。要するに勇者のうちの大部分が聖剣の力を引き出すに至らなかったからです。考えてみてください。聖剣の声が聞こえると証言した勇者がいる。でも違う時代の勇者は聖剣の声など聞こえないと答える。声を聞くことができるのは使い手のみです。さぁ、人々はどちらを信じるでしょうか？」

　ディルナーの顔に苦く笑しようと共に納なつ得とくしたという表情が浮うかんだ。

「声が聞こえるという勇者の意見は信じられないだろうな。証明のしようもないし」

「でしょう？　だから聖剣と使い手が会話できるということは、世間では信じられていないんですよ。で、周囲も信じないのだから、おのずと勇者も意志の疎通ができることを口にしなくなるというわけです。そしてそのせいで、聖剣と会話ができる勇者はさらに減少していく。まさに連れん鎖さというやつです。だから、サーファスさんがセルヴィアースの声を聞けると知って、少し驚きました。彼、相当な使い手だと思います」

　少し言葉を切ってからルティアはディルナーを見上げた。

「ディルナーさん、聖剣と同調して完全に力を引き出すためには、成熟する以外にどうしても欠かせない資し質しつがあるんです。それは、私たち聖剣に意思が宿っていることを感じる能力です。本来であれば、使い手に選ばれる人間なら必ず全員持っているはずの能力なんですが、開花しないまま終わることが多い。なぜって、彼らは私たちに意思があると思っていないから、感じ取れないんです。でもアシュは違う。彼はエクセルティーアが聖剣だと知らない時から、私の声や意識を感じ取っていました」

　ピンとくるものがあったのだろう。ディルナーが指を鳴らす。

「そうか、昔アシュアルドがエクセルティーアから水の匂においと水の音が聞こえると言っていたのは──」

　ルティアは顔をほころばせる。

「ええ、水の音はエクセルティーア私の声で、水の匂いというのは魔ま力りよくだと思います。エクセルティーアの力は世界を構成する純じゆん粋すいな水の力だから、使い手のアシュが匂いという形で捉とらえてもおかしくないんです。あのね、ディルナーさん。これってすごい稀け有うなことなんですよ。エクセルティーアは絶対にアシュは強くなる、自分の声を聞くことができるようになるって思っていました。その通りになったでしょ？」

　嬉うれしそうに笑うルティアを見て、ディルナーも微笑ほほえむ。

「そうだな。あいつは頑がん張ばった。魔王を封印した十八年前も、復活してからの五年間も。喪そう失しつ感かんと罪ざい悪あく感かんを抱いだきながらも、剣の腕も魔術も磨みがいていった。二度と大事なものを目の前で失わないために。そして、お嬢ちゃんも頑張った」

　ディルナーは手を伸ばしてルティアの頭をくしゃっと撫なでた。

「今こうして共にいられるのは奇き跡せきのおかげじゃなくて、互いの努力の賜たま物ものだと俺は思う」

「ディルナーさん……」

「おっと、しんみりしちまったな。さ、空あき部べ屋やが埋うまらないうちにさっさと宿に行って……」

　言いながらふとディルナーは足を止めた。

「ディルナーさん？」

　怪け訝げんに思って見上げると、ディルナーは眉を寄せる。

「お嬢ちゃん。聖剣は使い手以外、声を聞くことはできないんだよな？」

　目を瞬しばたたかせながらルティアは頷うなずく。

「あ、はい。そうです。その聖剣と同調している使い手以外は聞けません。聖剣同士は別ですけど。だからアシュにセルヴィアースの声は聞こえないし、反対にサーファスさんはエクセルティーアの声を聞くことはできません。それが何か？」

「いや、それだったら、火の聖剣アーデンティスフレアの声を聞けたという逸いつ話わを持つ『聖せい座ざの大だい神しん官かん』というのは何者なんだ？　火の勇者は別にいて、それなのに勇者でもないただの神官が聖剣の声を聞いたということだよな？　めちゃくちゃ怪あやしくねえか？　そんな相手に会いに行くなんて、嫌な予感しかしないんだが……」

「確かに使い手の勇者以外の者が聖剣の声を聞くというのは、ありえないことなんですが……」

　ルティアは考え考え言った。心当たりがなくもなかったが、それを説明するには、教えたくないことを告げなければならない。それだけは避さけたかった。

「でも思い出してください、ディルナーさん。目の前にその例外中の例外がいると思いませんか？」

　困ったように笑いながら指し摘てきすると、ディルナーは目を見開いた。

「確かにそうだな」

「私は決して勇者ではないけれど、聖剣の生まれ変わりという特とく殊しゆな立場で、聖剣たちの声を聞くことができます」

「つまり、ルティアの他にも、聖剣の生まれ変わりがいると……？」

「そういう存在がいたというのはエクセルティーアとしても聞いたことがありませんが……でも可能性がないわけじゃない。だって、私の存在だって本来ならばあってはならないものだもの。それがこうして存在しているんだから、可能性を否定することはできない。でしょ？」

　ディルナーはルティアの顔をじっと見つめ、やがて小さなため息をついた。

「そうだな。それに実際にこれから会うんだ。自分の目で確かめればいいか」

　ごまかせたことに安あん堵どしながらルティアも頷く。

　──ごめんなさい、ディルナーさん。

「さ、ディルナーさん、今度こそ急ぎましょう。食料の買い出しもあるんですから。早くしないと日が暮れちゃう」

　ルティアはディルナーをせかして宿に向かって歩き始めた。







　宿の手配を終えて、食料の入った袋ふくろを抱えてギルドに戻ってきたルティアたちは、難むずかしい顔をしているジェロイスに迎むかえられた。

「おかえりなさい、二人とも。ご苦労様です」

「ただいま、ジェロイスさん」

「辛しん気きくさい顔をしているが、何か気になることでもあったのか？」

　挨あい拶さつもそこそこにディルナーが尋ねると、ジェロイスはため息をつきながら言った。

「あとの二人が帰ってきたら、一緒に説明します……って、ちょうど帰ってきたようですね」

　その言葉にギルドの入り口に視線を向ければ、ちょうどアシュアルドとサーファスが扉とびらを開けて中に入ってくるところだった。

「お待たせ～。馬を五頭借りて、鞍くらもつけて宿の厩きゆう舎しやに運んでおいたわ。これで明日すぐに出発できるわよ」

　ルティアたちを見つけたサーファスが陽気に言いながら近づいてくる。

「二人とも、おかえりなさい」

「あら、何かあったのね？」

　目ざとくジェロイスの表情に気づいたサーファスは、椅い子すに座すわりながら聞く。ジェロイスは頷き、ルティアたちにも着席するように手で促うながして、口を開いた。

「まずはバイロイドからここのギルド長に伝言が届いてました。それで、これはルティアにというより、全員に宛あてたものでしょうね」

「父さんはなんて伝言よこしたんですか？」

「たった一言、『帰ってきたら覚えておけ』です」

「あちゃー」

　思わずルティアは頭を抱えた。わかっていたこととはいえ、バイロイドは相当怒おこっているらしい。

　──これは帰ったら長い説教コースだ……。

「相変わらず過保護なおっさんだな！　そのうちルティアに嫌がられるぞ」

　ディルナーが椅子に座りながらケラケラと笑った。

「彼としては怒ど鳴なり込んできたいところでしょうけど、どうやらギルドの会合が二日後に開かれる予定なので、どのみちこちらのことに気を揉もんでいる時間はないでしょう」

「会合の内容はこの間言っていた、魔獣の群れのことについてか？」

　ルティアの隣となりの椅子に腰を下ろしながらアシュアルドが尋ねると、ジェロイスは頷いた。

「ええ。ギルドで調査したところ、魔獣とおぼしき獣けものの群れがいくつかの地点で目もく撃げきされているそうです。今のところ最初の村以外に被ひ害がいは出ていないようですが、目撃された国や地方では警けい戒かいが続いています。どうやら魔獣の群れは移動しながら個体数を増やし続けているようですね。目撃されている場所が人ひと里ざと離はなれた森に多いのも、仲間を増やすためなのかもしれません。群れは転移の術を使って移動しているらしく、次にどこへ出るか予測がつかないそうです。ただし、群れの向かう方向と目撃された場所からある程度出現先を絞しぼることは可能です。そのうちの一つが……」

　急にジェロイスが言いよどむ。

「なによジェロイス、もったいぶらずに言いなさいよ」

　サーファスに促されて、ジェロイスはため息を交じえて応えた。

「我がロンダールなんです。出現予測地には、ヴォルドも入っています」

「なっ……！」

　ルティアは慌あわてて立ち上がる。

「ヴォルド!?　と、父さんが……ジェロイスさん、早く引き返した方が……」

「落ち着きなさい、ルティア。バイロイドもヴォルドも大だい丈じよう夫ぶです」

　オロオロするルティアに、ジェロイスが優しくも厳しい声をかけた。

「まだ話は終わっていません。全部聞いてから焦あせってください」

「ルティア、とりあえず落ち着いて、椅子に座ろう。ジェロイスが焦っていないのなら、今すぐヴォルドがどうかなると思ってはいないってことだ」

　アシュアルドがルティアの背中をポンポンと宥なだめるように叩たたく。

「うん……」

　逸はやる心がすっと落ち着きを取り戻す。ルティアは深呼吸して椅子に腰を下ろした。

　──そうだわ。ジェロイスさんはヴォルドが狙ねらわれていると断言したわけじゃない。方向からいって出現する可能性があるというだけよ。

「アシュアルドの言う通りです、ルティア。今日の目撃報告で魔獣の群れは突とつ然ぜん方向を変えたそうなんです。断言はできませんが、ロンダールに向かうことはないでしょう」

　安心させるようにジェロイスがルティアに微笑みかける。けれど、その笑みはすぐに消えた。

「問題は、魔獣の群れが進行を変えた方角なんです。これを見てください」

　言いながらジェロイスは大陸の地図を取り出しある地点を指さす。

「ここが今日の午後、魔獣の群れの目撃情報があった場所です。村人の話では獣の群れは街道を横切ってこちらの方角に向かったそうです」

　ジェロイスはすっと手を上へ滑すべらせる。彼によれば、大陸の端はしで一度南下した魔獣の群れは北東の方角に向かって時々姿を消しながら進んでいたらしい。ところが、今日になって突然真北に進路を変えた。

　ルティアは北の方角に向かうジェロイスの指を見て、ふと嫌な予感に襲おそわれた。同じことに気づいたのだろう。アシュアルドが目を見開く。

「おい、ジェロイス、これは……」

「そのまさかです」

　指は今ルティアたちがいるラダ国を通り過ぎ、カシュクールに向かった。カシュクールの南側にあるのは、アールゼータ大神殿の総本山だ。

「もっと観察する必要がありますが、このまま行けばカシュクールに……いえ、総本山に向かうことも十分考えられます」

「まさか、目的は総本山か!?」

　ディルナーが血けつ相そうを変える。ジェロイスは首を横に振った。

「その可能性は否定できないと思います。ですが、総本山には強力な結界がある。魔獣王クラスならともかく、ただの魔獣が束になってかかってきてもビクともしないでしょう。むしろ総本山が標的だった場合、危険なのは……」

　そうだ。総本山はカシュクールにあるのだ。総本山は無事でも、あそこが襲われれば周辺の村や都市に被害が及およぶだろう。

　ルティアたちの目がサーファスに集中する。けれど彼は、慌てることなく地図を眺ながめ、それからジェロイスに尋ねた。

「魔獣の群れが行く可能性について、総本山にはもう伝えてあるんでしょ？」

「ええ。冒険者ギルドの本部が知らせたそうです。もちろんカシュクールにも」

「そう。なら、準備する時間はまだありそうね。大丈夫よ。だてに大国なんて看板背負っているわけじゃないのだから。魔属討とう伐ばつ軍ぐんだっているんだし。それにギルドだってただ手をこまねいて見ているだけじゃないんでしょう？」

「ええ。近く大規模な討伐隊が組織されるでしょう。Ｓ級冒険者のお二人にも、当然声がかかると思います」

　ちらりとジェロイスの視線がアシュアルドとディルナーに向けられる。

「ギルドが把は握あくできるように、常に二人の居場所は報告して欲しいとの伝言です」

「分かった」

　アシュアルドが地図を見ながら頷く。ルティアも何となく地図を見つめて嫌な予感を振ふり払はらった。

　目撃された場所からルティアたちのいるラダ国まではだいぶ離れている。馬を使っても移動に半月近くかかる距きよ離りだ。今すぐルティアたちが魔獣の群れと遭そう遇ぐうする可能性は低いとみていい。

　──なのに、何だろう、このじわじわとせり上がってくる不安は……。

　振り払っても湧わいて出てくる嫌な予感に気を取られ、地図を凝ぎよう視しするルティアの横顔をサーファスが観察していたことに、彼女が気づくことはなかった。







　次の日が早い出発になるため、夕食後、早めに宿の部屋に引き上げることになった。自分に宛てられた部屋に入ったルティアはベッドの一つに腰かける。

　ルティアの部屋は二人部屋で、アシュアルドとディルナー、それにジェロイスとサーファスそれぞれの部屋に挟はさまれている。

　金額を考えたらルティアは二人部屋より一人部屋を取った方がいいのだが、そうなると部屋の位置が離れてしまうため、この形に落ち着いた。

　──うう、お金がもったいない。

　ついそう考えてしまうのは、最近までルティアがお金を貯ためていたせいだ。アーロイの地に眠ねむるアシュアルドを助けるために上級冒険者を雇やとうつもりで、せっせと貯金に励はげんでいた。

　結局アシュアルドはサーファスたちに五年も前に氷の中から助け出されていたため、ルティアがお金を貯める必要はなくなったわけだが、身についた倹けん約やく感覚はそう簡単に捨て　きれるものではない。

　かといって、大部屋を取って異性と同じ部屋で眠るのも抵てい抗こうがある。

　ちなみにアシュアルドは、自分がルティアと同じ部屋で寝るなどと言ったが、それはルティアが速攻で断った。バイロイドが知ったら怒るだろうし、それ以前に女だとまるで意識されていない発言なことにカチンときたからだ。

　──結局、こうするのが一番なのよね。

　お金のことは忘れるようにして、ルティアはカバンから薬草を取り出し、その種類と量の確かく認にんを始めた。

　ルティアは薬くす師しだ。冒険者でもあるが、剣も魔術もからきし使えないため、ほぼ薬作りが本業になっている。実際、冒険者としての報ほう酬しゆうより、薬師としての収入の方がはるかに大きい。

　薬はルティアにとって生活の糧かてであると同時に、身を守るすべを持たない彼女にとっての武器でもあった。人や獣に襲われそうになっても、薬を使えば足止めくらいは可能だ。

　──慌てて王都を出発したから、とっさに手持ちのものをかき集めて持ってきたけど、とりあえず大丈夫そうかな？

　カバンに薬を戻しながらルティアは安堵する。

　不足のものがあれば買い足す必要があるが、このケラウの街から先は小さな街や村しかないらしい。ギルド支部もないため、必要な薬が手に入るかどうか未知数だ。

　──護身用の薬はあるし、これなら買い足さなくてもいいわね。よかった。

　そう思った時だった。コンコンとノックの音が響ひびく。

「はい？」

「ちょっといいかしら？」

　扉を開けて部屋に入ってきたのはサーファスだった。ルティアは慌ててベッドから立ち上がる。

「サーファスさん？　どうしたんですか？」

「ちょっとね……セルヴィアースがあんたに話があるって。はい」

　少しの間無言でルティアの顔をじろじろと眺めていたサーファスだったが、腰に差していたセルヴィアースを鞘さやごと引き抜くと、ルティアに差し出した。
















「は？　へ？」

　とっさに手を出してセルヴィアースを受け取ったものの、ルティアはポカンと口を開ける。エクセルティーアに執しゆう着ちやくするアシュアルドを普ふ段だん見ているせいで、すんなり、しかも無む造ぞう作さに他人に聖剣をゆだねるサーファスの行動に心底驚いたのだ。

「何よ、その間ま抜ぬけ面づら。驚くことでもないでしょ。とにかく、セルヴィアースがあんただけに話があるんだって。アタシは扉の外にいるから、話が終わったら呼んでちょうだい」

　ヒラヒラと手を振ると、サーファスはルティアの返事も聞かずにさっさと部屋を出て行った。

　後に残されたのは、サーファス曰いわく「間抜け面」をしたルティアと、その手の中にあるセルヴィアースだけだ。

（突然すまぬ。我が使い手に頼んだのだ）

　セルヴィアースの声がした。

「う、ううん。ちょっと驚いただけ」

　何しろアシュアルドは誰にもエクセルティーアを触さわらせないのだ。ルティアにだけは一応、しぶしぶと預けること──たとえば風ふ呂ろの時や厠かわやに行く時など──があるが、速そつ攻こうで用を済ませて戻ってくる。目の前で、まるで何年も会っていなかったように頰ほお擦ずりしている姿を思い出せば、サーファスの無む頓とん着ちやくさに驚くのも無理はないだろう。

　──でもほんとはこれが普通なんだよね……。アシュがおかしいだけで。

　そう思いながらルティアはベッドに腰を下ろし、膝ひざにセルヴィアースを置いた。

「セルヴィアース、私だけにしたい話というのは何？」

（うむ、尋ねたいことがあってな）

「尋ねたいこと？」

（そなたは十八年前に折れた。だが、通常の折れ方とは違っている上に、今現在そのような形で顕現し続けている。故ゆえに尋ねたいのだが、闇の聖剣の封印で、エクセルティーアが封じた部分はどうなっている？）

　その言葉にルティアはハッとなった。セルヴィアースの話したいことが何なのか分かったからだ。

　──確かにこれは、誰の前でも話せないことだわ。

　一度息を吸すい込こみ、口からゆっくり吐はき出だした後でルティアは答える。

「私の封印は……多分、折れた時に切れてる。今のエクセルティーア私は欠片かけらの力で魔王を封ふうじるのがせいぜいで、闇の聖剣の封印には及んでいない」

（そうか……）

　淡々とした声に聞こえるが、ルティアには……いや、エクセルティーアにはセルヴィアースの声に憂ゆう慮りよが含ふくまれているのが感じられた。

　六振りの聖剣のうち、闇の聖剣は冒険者ギルドの本部があるトゥマの地中深くに封印されている。封じたのは、闇を除く五振りの聖剣だ。

（この数千年の間に、六振りのうち、我と風の剣が折れ、五百年前に火の剣が折れた。残るはそなたと光の剣のみだったが、そなたが折れたとなると……）

「闇の聖剣の封印は、今、どうなっているの？　私の封印が切れたとしても、光の聖剣の封印は残っているはず」

（むろん、残っている。今や闇の聖剣の封印を支えているのは、光の聖剣のみだ。通常であれば光の聖剣の封印だけで問題ないが、──使い手が現れればどうなるか未知数だ）

「……闇の聖剣の使い手……」

　ルティアは息を吞のむ。過去にいた闇の聖剣の使い手の面おも影かげが脳のう裏りを横切り、胸が痛くなった。

　──ああ、これはエクセルティーアの痛みだ。

「まさか、使い手が……現れたの？」

　おそるおそる尋ねると、しばし沈ちん黙もくした後、セルヴィアースは答えた。

（否いなとも言えるし、是ぜとも言える。……いや、まだ確定したわけではないが。エクセルティーアよ、そなたはアーロイの地で出会った魔王を見てどう思った？」

　突然尋ねられて、ルティアは戸と惑まどいながら答える。

「どうって……それまでの魔王や魔獣と違って強いと思ったわ。そして……」

　言葉が途と切ぎれる。セルヴィアースが暗あんに示していることに気づいたからだ。

　──まさか。

「あの魔王が……闇の聖剣の使い手？　もう魔王化しているというの？」

　混乱しながらセルヴィアースに問う。するとセルヴィアースは、一いつ拍ぱく置いてから答えた。

（……我にも分からぬ。が、五年前、水の勇者を救い出すためにアーロイの地に赴おもむいた時に、玉座に座ったまま凍こおりついていた魔王から闇の魔力を感じた。その力に阻そ害がいされてか、そなたの欠片の力は魔王の身体を封印はすれど浄化にまでは至っていなかった）

「なんてこと……」

　ルティアは震える唇くちびるを手で覆った。

　けれど、よくよく考えたら、欠片とはいえ水の聖剣の力を受け続けているにもかかわらず、未いまだに浄化されず消しよう滅めつしていないのがおかしいのだ。これが普通の魔王だったら、とっくに瘴しよう気きは浄化されて、魔王の身体も崩くずれて消えているはずだ。

（それに、今の世に聖剣が一振りならず二振りも顕現している。それだけでもあの魔王が普通ではないことが分かる。世界が危機を迎えている証しよう拠こだ）

　世界に瘴気が溢あふれると聖剣は自動的に目覚めて顕現する。実は魔王が誕生したから顕現するのではなく、世界に溢れる瘴気の量と関係があるのだ。人間は魔王がいるから聖剣が顕現すると思い込んでいるが、それは瘴気が増え魔ま属ぞくも増えた結果、頂点に君臨する存魔在王が出てくるだけにすぎない。

　どの聖剣が目覚めるかは、使い手となれる人間が存在するかしないかだが、過去には複数の聖剣が同時期に顕現した例もある。それも瘴気が増えすぎて、魔王の力が強大だった時だ。

「でも、どうして？　それほど瘴気は増えていないのに……」

　ルティアの知る範囲だと、確かに現状魔獣の数は増えているが、危機的状じよう況きようだと思えるほど瘴気が増大しているとは思えないのだ。

（それだけ、あの魔王が大量の瘴気を取り込んでいるということだ。それが解き放たれれば、もはや厄やく災さいとなろう。今はまだ使い手との間につながりはなく、闇の聖剣は大人しく大地の底で眠っている。魔王もそなたの欠片の力でアーロイの地に封印されたままだ。だが、もし、使い手が聖剣を呼べば、たちまちアレは光の封印を破って目を覚ますだろう。聖剣とはそういうものだ）

　エクセルティーアに耳はないが、闇の聖剣の悲痛な声は未だに脳裏に焼きついて離れない。嘆きの声をあげながらも、使い手の望むまま瘴気を取り込み、闇の力を奮ふるった闇の聖剣の姿も。

「また、あの悲劇が起こるの……？」

　聖剣たちや当時の使い手たちにとっての悲劇であり、禁きん忌きでもある、あの出来事がまた？

（否。あの悲劇を繰くり返かえさせるわけにはいかぬ。闇の聖剣が目覚める前にあの魔王を倒たおさねば）

「……じゃあ、またアーロイの地へ？」

（いずれ、行かねばならぬだろう。それにはエクセルティーアよ、そなたの使い手とその連れたちに二千年前の出来事を伝えねばならぬ）

「え……あのことを？」

　ルティアは怯ひるんだ。今までエクセルティーアは、あの悲劇の真実を使い手には一いつ切さい語ってこなかった。言いたくなかったというのもあるし、事実を伝えたことで使い手の心に不安と恐きよう怖ふを与えてしまうことを恐れたのだ。

（そうだ。伝えねばならぬ）

「言えないわよ、言いたくない……！」

　頭をぶんぶん横に振ってルティアは叫さけぶ。




「聖剣の使い手が魔属化して魔王になることがあるなんて……！」




　──かつて、闇の聖剣に選ばれた青年がいた。

　闇の勇者となった彼は、心優しく慈じ悲ひ深ぶかく、闇の石が象しよう徴ちようする安らぎと静寂を具ぐ現げん化かしたような静かな男性だった。

　けれど、そんな彼の心はある悲劇をきっかけに憎ぞう悪おに染まり、やがて瘴気に身を浸ひたして魔属化してしまう。

　瘴気と、強力な闇の魔力、それに闇の聖剣の力を持った男はたちまち魔属の頂点に立った。巨きよ大だいな瘴気を従えた闇の主あるじにして、魔属の王──魔王の誕生だ。

　魔王という言葉と概がい念ねんができたのはこの時だ。それまでは理性を失っている魔属が一つの意志にまとまるということはなく、王と呼べる存在もなかった。

　闇の勇者は圧あつ倒とう的てきな力で人間の街を破は壊かいし、殺さつ戮りくしていった。世界は暗黒の時代に突とつ入にゆうし、恐怖に包まれた。人間は闇を恐れ、死と隣り合わせの中、逃げまどい、あるいは息をひそめて生活していた。

　それを止めたのが、他の五振りの聖剣とその使い手たちだ。彼らは激げき戦せんの末、魔王を消滅させた。そして、瘴気を取り込んで闇に還かえることもできなくなった闇の聖剣を、聖剣たちの力を使ってトゥマの地に封印した。もう二度と、同じ悲劇を繰り返さないために。

　これが二千年の昔に起こった、エクセルティーアたち聖剣が代々の使い手たちに口を閉ざし続けてきた真実だ。

　闇の勇者の身に起こったことは、他の聖剣に選ばれたどの使い手であっても、心が弱り憎悪に身を浸せば魔属化することを示している。そして、ひとたび聖剣の使い手が魔属化してしまえば、強大な魔王となって世界を恐怖に染めることは避けられない。

　何しろ世界を構成する力を宿した剣を使えるのだ。太た刀ち打うちできる者はいない。

　幸いなことに、今まで魔王化した勇者は闇の聖剣の使い手一人だけだ。けれど、自身の選んだ使い手が魔王となるかもしれない事実は、聖剣たちに衝撃を与えた。

「私たちは闇の勇者と初代魔王の関係について口を閉ざし、よほどのことがない限り使い手にその事実を伝えないようにしてきた。これからもそうするつもりだった。それなのに、今、よりによってどうして……」

　セルヴィアースをぎゅっと握りしめ、ルティアは唇を嚙かみしめる。

　ルティアはアシュアルドに聖剣の力を恐れて欲ほしくなかったし、自分自身の心に怯おびえて欲しくなかった。勇者の魔王化なんて稀有な出来事だ。普通だったら誰も考えないだろう──魔王の脅きよう威いから世界を守るはずの勇者自身が、魔王になるなどと。

（我もあの悲劇について口を閉ざしておけるなら、その方が望ましかった。だが、現実に同じ悲劇が起ころうとしているのであれば、二度と繰り返させるわけにはいかない。それにはどうしても使い手の協力が必要だ）

「……分かってる。もし魔王が闇の聖剣の使い手に選ばれた人間であったなら……アシュアルドにそれを隠かくしておけないってことは」

（エクセルティーア。今すぐに話せとは言わぬ。けれど、覚かく悟ごはしておいてくれ）

「……あなたは、サーファスさんに伝えたのね？」

（話が通じるようになってすぐに。今の使い手は変わっているのでな、特に感かん慨がいもなく受け入れた。『ふーん、そんなことがあったんだ。あんたたちも大変ね』の一言で終わった）

「サーファスさんらしいわ」

　思わず苦笑を浮かべる。確かに彼……いや、彼女なら言いそうだし、決して憎悪に心を染そめることもないだろう。

（話は以上だ。我の使い手を呼んでくれ）

「了りよう解かいよ」

　ルティアはセルヴィアースを手に、ベッドから立ち上がって戸口に向かった。けれど、途中でふと足を止める。

「そういえば私からも質問があるわ。セルヴィアース」

（何だ？）

「『聖座の大神官』よ。サーファスさんは素す顔がおを見たことがないと言っていたけれど、会話を交かわしたのならあなたもその場にいたはず。そしてあなたなら声と魔力だけで判別できたわよね。ねぇ、セルヴィアース。『聖座の大神官』はあなたの知っている人物だった？」

　こう言えばルティアが誰のことを想定して尋ねているのか、セルヴィアースには分かるはずだ。否と言えばルティアが考えた人物ではないだろうし、是ぜというなら、それはおそらく彼なのだろう。

　ところがセルヴィアースはしばらく沈黙した後、ルティアの気のせいでなければため息交じりに答えた。

（その答えを我は口にすることができぬ。……禁じられておるのでな）

　つまり、『聖座の大神官』の正体に関して口止めされているということだ。おそらく本人から。

　──セルヴィアースったら。それってもう答えているのも同然でしょうに。

　聖剣に口止めできる相手など限られている。同じ聖剣か、もしくは「彼」だけだ。

「分かったわ。ありがとう。つまり、そういうことね」

　苦笑を浮かべながらルティアは歩きだし、扉の外にいたサーファスにセルヴィアースを返す。

「ありがとうございました、サーファスさん」

「お姉ネエ様とお呼びと言ったでしょ。もうっ、あんたも言ってくれないし、ディルナーも『お嬢さん』って呼んでくれないんだからっ」

　サーファスは口を尖とがらせながらセルヴィアースを受け取る。

「それは……多分無理かと」

　特にディルナーは絶対口が裂さけてもサーファスに「お嬢さん」なんて言わないだろうし、ルティアも「お姉ネエ様」と呼ぶのは何となく抵抗がある。

「なんでよ、遠慮せずに言いなさいよ、もうっ」

　口を膨ふくらませるサーファスに、セルヴィアースが突っ込む。

（無理矢理呼ばせても、面おも白しろくなかろうに）

「あら、嬉しいわよ！　同時に腹立つかもしれないけどっ」

　腰のベルトにセルヴィアースを差しながらサーファスが言うと、呆あきれを含んだ声こわ音ねで大地の聖剣が呟いた。

（面倒な男だな、そなたは）

「男じゃないってば。身体は男でも心は女なんだから！」

（……そうか、我の使い手は女だったか。男を選んだつもりだったが）

「ちょっと、それは嫌いや味みなの!?」

　二人のやりとりが可お笑かしくてルティアはくすっと笑ってしまう。それに目ざとく気づいたサーファスはムッと口を尖らせた。

「何を笑っているのよ」

「ごめんなさい、二人の会話が楽しくて。セルヴィアースが突っ込みを入れるとは思わなかったから」

（突っ込みを入れるとは何だ？）

　どうやらセルヴィアースにその意図はないらしい。

「え？　突っ込みじゃないの？」

「こいつは真ま面じ目めに言っているのよ。だからこそよけいに腹立つんだけどね」

　言った後、サーファスは不意に言葉を切ってルティアを見おろした。

「……なんか、アタシとセルヴィアースの会話を聞ける人間がいるっていうのは妙な気分ねぇ」

（別に、いつもと変わらないが）

　セルヴィアースの言葉を無視してサーファスは続ける。

「あんたにとっては当たり前のことでも、他の使い手にとってはすごく特別なことよ。あんたの声が聞こえて、返答をする相手が自分以外にいるっていうのはね。だからルティア、あんたは、使い手だけではなく、聖剣たちにとっても今は特別な存在になっているわけだ。あんたを通して、自分の言葉を他の使い手にも伝えられるわけだし。ただ……人間の身になったからこそ、伝えるのが辛つらいこともあるわよね」

　ルティアにはサーファスが何のことを言っているのかピンときた。ついさっきセルヴィアースに伝えるべきだと忠告された初代魔王と闇の勇者のことだ。

「セルヴィアースが何を言ったのか予想できるから言うんだけど、アタシはあんたが言いにくいなら、無理に告げなくていいと思うわよ。あんたには伝える権利もあるけれど、言わない権利だってあるんだから。まぁ、アシュアルドには、知る権利があるわけだけど」

（万が一のことを考えたら……）

「それは万が一が起きたら、でいいでしょ。少なくとも魔王が使い手だと判明してからでも遅くはないわ。今のこの子の感覚が聖剣より人間に近いことを忘れるんじゃないわよ、セルヴィアース」

　ピシャッと自分の剣に言ってのけると、サーファスはルティアに視線を戻して肩かたを竦すくめた。

「ま、アタシが言いたいのはそういうことだから。じゃあね、お肌に悪いからとっとと寝るわ。お休みなさい」

　よけいなことを言ったとばかりに、サーファスは踵きびすを返してそそくさと自分の部屋に戻っていく。

　ルティアはその背に声をかけた。

「ありがとうございます、お姉ネエ様！　そしてお休みなさい」

　返事はなかったが、ルティアはかまわなかった。サーファスの気遣いが嬉しかった。

　部屋に戻ると、ルティアはベッドに横たわる。

「……魔王、か……」

　思いもよらない選せん択たくを突つきつけられて、深いため息をつく。

　──答えなんて簡単に出せるわけない。こっちは二千年もの間ひた隠しにしていたんだから。

　アシュアルドを信じていないわけじゃない。彼なら絶対に魔王化しないと断言できる。

　エクセルティーアを失っても、彼は自分を見失わなかったのだから。

　でも怖いのだ。ルティアは……いや、エクセルティーアは。

　──アシュが、聖剣の使い手でいるのは怖いと、嫌だと感じたら……？

　そんなふうに思われてしまうのが怖い。魔王のことを話したら、聖剣と使い手の関係が変わってしまいそうで怖い。アシュアルドという使い手を失うのが怖い。

「ついこの間まで、アシュに、エクセルティーアから解放されていいなんて言っていたのにね」

　きっとこの恐れはセルヴィアースには理解できないだろう。サーファスの言う通り、ルティアの意識が人間に近いからこその不安だ。

「……アシュのこと、笑えない。だって失うのは怖いもの」

　初めて、アシュアルドがエクセルティーアに執着する気持ちが分かるような気がした。










[image: ]




「あんた、目の下にクマできてるわよ。寝ね不ぶ足そくなんてなってないわね」

　翌朝、部屋を出たところで出くわしたサーファスは開口一番そう言った。

「ぐっ、誰だれのせいだと……」

　廊ろう下かに誰もいなかったこともあって、ルティアはサーファスとその腰こしに差してあるセルヴィアースに恨うらみがましい視線を向けた。

　セルヴィアースに忠告されたことが気になってよく眠ねむれなかったのだ。眠ったと思ってもすぐに目が覚めるというのを繰くり返かえしたせいで、すっかり寝不足になっている。

「ハッ、たとえ何があろうと美容のために根こん性じようで眠るのが女ってもんよ。アタシを見なさい。いつだって万ばん全ぜん、朝から化け粧しようもバッチリよ」

　胸を張るサーファスをよく見れば、その顔にはうっすらと化粧がほどこされている。派は手ですぎず濃こすぎず、実に自然な化粧の載のせ方だ。

　普ふ段だんまったく化粧をしないルティアにはよく分からないが、友人のルルによると、濃くすることより、化粧を意識させないような自然な感じに仕上げる方がはるかに技術がいるのだという。

　──ま、負けた……。

　ルティアは女として何かが負けた気分になってズドンと落ち込んだ。

「だいたい化粧もしてないだなんて、あんた女捨ててるでしょ？　化粧どころかお手入れだって満足にしてないんじゃない？　せっかく女に生まれたくせにそれを生かそうともしないなんてムカつくわ」

　サーファスは目を細めると、手を伸ばしてルティアのほっぺたの肉をむにゅっと摘つまんだ。

「いたたたた！」

「手入れもしてないくせに、この弾だん力りよく。寝不足のくせにこのスベスベの肌はだ！　これが若さか……ムカつく。ムカつくわ」

「そんなこと言われたって……あだだだだ！」

　頰ほおの肉を摘まむサーファスの指に力が入る。

「アタシなんて、毎朝苦労してるのに、あんたは水でバシャバシャ洗うだけでこの玉の肌を維い持じできるだなんて、なんて妬ねたましい……！」

（やめよ。男の嫉しつ妬とは見苦しいぞ）

　セルヴィアースが制止するものの、その言葉はいっそうサーファスを煽あおったようだ。

「失礼ね！　アタシは嫉妬なんて……してるに決まってるでしょ！　女で若いというだけで、ピチピチの肌しちゃってさ！」

「痛い、痛いです、サーファスさん！」

　その時、反対隣どなりの扉とびらが開いてアシュアルドが廊下に出てくる。彼はルティアたちに気づいてすぐさま状じよう況きようを悟さとったらしい。

「サーファス、ルティアを苛いじめないでくれ」

「苛めてなんかいないわよ。女としての心こころ得えを叩たたき込んでるの！　化粧も肌の手入れもしないで、せっかく持って生まれたものを生かしもしないんだから」

　サーファスはツンと顔を反らして言って、ようやくルティアの頰から手を離した。すかさずルティアは摘ままれた左頰を手のひらでさする。

　──うう、ジンジンする……。

「ルティア、大だい丈じよう夫ぶ？」

　アシュアルドが心配そうに見おろす。ルティアは苦く笑しようしながら頷うなずいた。

「大丈夫よ。本気でつねられたわけじゃないから」

　十分痛かったが、サーファスにしてみたら、少し力を入れた程度だろう。本気だったらこんなものじゃすまなかったはずだ。

「当然よ。アタシが女の顔に傷きずをつけるわけないでしょ。爪つめだって立てないように気をつけたし！」

「それでもやりすぎだ。ルティアは痛がっていたぞ」

　アシュアルドはサーファスを睨にらみ、それからすぐにルティアに顔を向けた。

「すまない。サーファスは女には……いや、女というだけで厳しいから」

「そ、そうなんだ……」

　ルティアが反応に困っていると、当の本人から抗こう議ぎの声があがった。

「違うわよ！　アタシは好みじゃない男やクズな男にだって厳しいわよ」

　さらにサーファスは説教をする相手をアシュアルドに変えたようだ。

「だいたい、アシュアルド！　あんたもあんたで、ルティアが化粧しないことについて一言言ったらどうなの！」

「え？」

　アシュアルドは目を丸くする。

「心配するのはいいけど、一言あるべきでしょ!?」

「一言って、どんな？」

「こういう時に女が望む言葉よ！」

「女性が望む言葉？」

　首を傾かしげるアシュアルド。本気でサーファスの言う「女が望む言葉」が分からないようだ。

　サーファスは頭を抱かかえた。

「ああ、もうっ、これだから子どもは！　……いえ、子どもだって分かるでしょうよ。女心の機き微びに敏さとい子どもならね。何なの、この気の利きかなさは……。幼い頃母親を亡なくして男に育てられた弊へい害がいかしら」

　ブツブツと呟つぶやいた後、サーファスはキッとアシュアルドに視線を向けた。

「他人から教えてもらったって興きようざめでしょうから、あとは自分で考えなさいよ、アシュアルド。……あんたも大変ね、ルティア」

　最後にサーファスはルティアに生暖かい視線を向けると、踵きびすを返して階段に向かって歩き始める。

（サーファスよ。女が望む言葉とは何だ？）

　空気を読まずにセルヴィアースが尋たずねている声が聞こえた。ルティアも思わず聞き耳を立てたが、残念ながらサーファスに答える気はないようだ。

「あんたが知ってもどうしようもない言葉よ！」

　やがてサーファスの姿は階段下に消えた。

　後に残されたルティアとアシュアルドは顔を見合わせる。

「女性が望む言葉ってなんだろうか？」

「さぁ？」

　女性であるはずのルティアも答えが分からず首を傾げる。

　そのルティアを見ればサーファスはまた頭を抱えたに違いないが、幸いなことに彼が見ることはなかった。
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　朝食を取った後、ルティアたちは馬でケラウを出発した。

　ラダ国からカシュクールへと向かう道は二つある。一つはルティアたちが進んでいる、第二の都市ケラウを通って北上するルート。もう一つのルートは王都から北西へと進むルートだ。

「……何だかこの街かい道どう、寂さびれていませんか？」

　馬に揺ゆられながらルティアは気になって尋ねた。

　重要な街道だというわりには、道の整備はおざなりだし、通り過ぎる町や村は閑かん散さんとしている。

　先頭を行くサーファスが、振り返りもせずに答えた。

「昔はカシュクールに通じる道といったらこっちが主流だったの。総そう本ほん山ざんへ巡じゆん礼れいに向かう人々で街道もにぎわっていたらしいわ。それがほんの二十年前、先代の国王が王都からカシュクールの王都までの道を整備したことで、すっかり人の流れが変わってしまってね。今じゃ向こうの道が主流よ。こっちの方が直接総本山へ行けるんだけど、巡礼しようとする人間は遠くからやってくるからね。多少時間がかかっても、周辺に何もない総本山に直接じゃなくて、カシュクールの王都まで行って観光しながら回りたいと思うわけよ」

「ああ、なるほど」

　ルティアは納なつ得とくする。カシュクールの王都を経由すれば日数はかかるものの、そこを足がかりにあちこち観光で巡めぐれるのだ。ラダを通る巡礼者の多くが、宿しゆく泊はく施し設せつもなく近くに村もない総本山に直接行くよりそっちのルートを選ぶのも当然と言えた。

「まぁ、アタシたちは早く総本山に到とう着ちやくしたいからこっちの街道を進んでいるわけだけど、普段ならアタシだって王都経由の道をおススメするわ。昔は規模の大きな町や村にはギルドの支部や、アールゼータを祀まつる礼れい拝はい堂どうもあったんだけど、人の減少と共に撤てつ退たいしちゃってね。おかげでこっちの道はあまり治安がよくないのよ」

「ケラウのギルドで聞いた話によると、野や盗とうが現れて旅人を襲おそうこともあるとか。それでますます通る人が少なくなっているようですね」

　ジェロイスが補足する。サーファスは頷いた。

「ええ、そのせいでよけいに寂れていくという悪あく循じゆん環かんに陥おちいっているわ。アタシたちも気をつけないと。さすがにアシュアルドやディルナーの服装を見ればギルドの冒ぼう険けん者しやだって分かるだろうから、襲ってはこないだろうけど、油断はできないわ。何しろこっちには女性が二人もいるんだから、目をつけられてもおかしくない」

　すかさずディルナーが口を挟はさむ。

「この中で女はルティア一人だろうが」

　けれどディルナーの突っ込みをサーファスはまるっと無視して、ルティアを振り返った。

「ルティア、できるだけはぐれないようにしなさいよ。一人になったらあっと言う間に襲われるか拐かどわかされるからね」

「はい！　もし、襲ってきても撃げき退たい用ようの薬の用意はバッチリです！」

　薬の詰つまったカバンをポンッと叩たたいてルティアが胸を張ると、サーファスが呆あきれたような顔をした。

「誰が撃退しろと言ったの。単独行動を取るなって言ってんの！」

「サーファス、俺がルティアに離れずついているから」

　アシュアルドがため息交じりに言った。

　幸い、野盗に襲われることもなく、日が傾かたむく前にルティアたちは宿泊予定の村にたどり着いた。

　ジェロイスは夜に出歩かなくてもすむようにと、食堂を併へい設せつしている宿を選んだようだ。建物の一階部分が食堂になっており、ルティアたちは部屋に荷物を置いてすぐに行ってみたが、もうかなりの席が埋うまっていた。

「小さい村ですからね。食堂も少ないから集中するのでしょう。ここは酒も提供するそうですから、夜になるとガラの悪い連中が集まるのが難なん点てんですね」

　確かに席についている客を見ると、大量の酒を注文し、大声で騒さわいでいる男たちもちらほら見受けられた。

「今は比ひ較かく的てき早い時間ですからまだマシですが、もっと遅い時間になると、酒目当ての客が増えてケンカ沙ざ汰たになることもあるようです。今のうちに食事を済ませて、明日の予定を確認しましょう」

　あいている席に着き、料理とほどほどの酒を注文した後、ジェロイスはラダ国の地図を机に広げた。

「今いるのが、このタオという村です。近くの山で鉄てつ鉱こう石せきが取れるので、村人よりも山で従事している出で稼かせぎ労働者の数の方が多いという話です。野党は襲ってこないそうですが、あまり治安はよくないようなので、ルティア、絶対に宿から出ないでくださいね」

　念を押すように言われて、ルティアは頷いた。

「はい。分かってます」

「明日向かう予定のミームの村は、総本山から近いこともあってここより治安はいいそうです」

　言いながらジェロイスが指を差したのが、カシュクールとの国境近くの場所だった。そこから国境を越こえれば総本山まではほんの目と鼻の先だ。そのため、村を訪おとずれるのも、大部分が総本山への巡礼の客らしい。

「この街道の村にしては比較的大きな規模の村です。ただし、やはり街道を通る人間が減ったので廃すたれていく一方らしいですが」

「仕方ないわよ。ずっと総本山への巡礼者頼だのみの村だったんだもの。人の流れが変わって、それに対応できなければ廃れるだけ……って料理が来たみたいよ」

　サーファスの言葉通り、料理をいっぱい並べた大きなお盆ぼんを手に、店主が向かってくる。ルティアたちは話を中断し、食事に集中した。

　食べ終えると、明日の朝の確認をして、ルティアたちはそろって部屋に引き上げた。その頃には店は夕飯と酒目当ての客でいっぱいだった。

　部屋に戻ったルティアはベッドの上に寝ね転ころがってぼんやり天てん井じようを見上げる。

　馬で移動している間は皆みなも傍そばにいるし、初めて見る風景に気を取られていることもあって悩なやむ暇ひまもなかったが、一人になるとどうしても昨日のセルヴィアースの話を思い出してしまう。

　ルティアはアシュアルドたちに、魔ま王おうと闇やみの勇者の話をするべきかまだ迷っていた。

　できるなら知らせたくない話だ。倒すべき魔王に、あろうことか勇者がなってしまうかもしれないなんて、知らせても何もいいことはない。そう考えてエクセルティーアは今まで使い手に一いつ切さい話をしてこなかった。

　──でも、セルヴィアースの言う通り、あの魔王が闇の聖せい剣けんの使い手として選ばれていたとしたら……。

　脳のう裏りに、十八年前エクセルティーアの見た魔王の姿が甦よみがえる。

　黒衣に長い長い黒くろ髪かみ。顔は隠かくれていて男か女かも判別できなかった、異様な雰ふん囲い気きの魔王。言われてみれば、それはどこか遠い昔に魔王化した闇の勇者を思い出させた。

　ディルナーたちを拘こう束そくした黒い帯は、闇の魔ま力りよくで織られたものだった。今までの魔王や魔ま獣じゆう王おうにはなかった力だ。

　聖剣の使い手として選ばれる者は必ずそれぞれの聖剣に合った属性の魔力を強く持っている。言い変えれば、適合した属性の魔力がない者は決して聖剣に選ばれることはない。

　アシュアルドは水の属性の魔力を持って生まれた。彼が十八年前、魔王を封ふうじるためにとっさに全力で編み上げた封ふう印いんの魔ま術じゆつが氷だったのも当然だ。氷は水。アシュアルドは無意識のうちに、一番強力で扱あつかいやすい属性の魔術を放ったのだろう。

　緑の勇者サーファスは大地の属性の魔力を持っている。この目で見たわけではないが、彼を取り巻く魔力は確かに大地と、大地が育はぐくむ緑に通じている力だ。

　つまり闇の魔力を持っていたあの魔王が、闇の聖剣の使い手──。

「ああ、もう、いくら考えたってこの場で答えが出るわけじゃないのに！」

　ルティアは思考が堂どう々どう巡めぐりになっていることに気づいてガバッと起き上がった。

「やめやめ。セルヴィアースだって、今すぐアシュたちに話せと言ったわけじゃない。その覚かく悟ごをしておけというだけ。今思い悩んだって仕方ないわ。また寝不足でクマを作ると、サーファスさんに怒おこられちゃう」

　──よく眠れる薬を飲んで、さっさと寝よう。

　カバンから夜着と身体からだを拭ふくための布を取り出すと、ルティアは小さな机の上に置かれた水差しと手洗い桶おけのところへ行った。

　水資源に乏とぼしいこの地域で、宿に風ふ呂ろはない。水に浸ひたした布で身体を拭ぬぐうのがせいぜいだ。

　ヴォルドではふんだんに水と温おん石じやくを使って毎日沸わかしたての風呂に入っていたこともあり、ルティアにとってこの状況はやや辛つらいところではあるが、贅ぜい沢たくは言えない。

　せめて持ってきた薬草を入れて、さっぱりするとしよう。

　ところが、水差しを手に取ったルティアは、中に水がほとんど残っていないことに気づいた。

　──忘れていたわ。宿に着いて食事に行く前に手と顔を洗ったんだった……。

　このままじゃ、身体を拭くどころか、薬を飲むための水も足りない。

「仕方ない。水をもらってこよう」

　宿泊客は一階の食堂のカウンターに水差しを持っていけば、補ほ充じゆうしてもらえるようになっている。

　──宿の外には出るなと言われたけれど、食堂は宿の中だから大丈夫よね？

　そう思って水差しを持って部屋を出て一階に下りる。食堂は相変わらず酒を目当てにやってきた客でにぎわっていた。あちこちから大声でしゃべる声が聞こえる。

　女性が一人でいるような場所ではない。現に食堂にいる客の何人かが場ば違ちがいなルティアに気づき、じろじろと眺ながめていた。

　早く用を済ませて戻ろうと、ルティアはカウンターに足を向ける。

「すみません、お水ください」

　カウンターには宿の亭てい主しゆがいて、次から次へと入る酒の注文をさばいて忙いそがしそうだ。それでもルティアの水差しにいっぱい水を入れて渡してくれた。

「はいよ。重いから気をつけてな」

「ありがとう」

　ルティアは水差しを受け取ると、二階へと通じる階段がある泊とまり客専用の出入り口へ向かった。

　ところがたどり着く前に、ルティアの前にぬっと体格のいい男が立ちふさがって声をかけてくる。

「ようよう、ねーちゃん。こんなところに一人なんて寂しいだろう？　俺たちと一いつ緒しよに飲んでいこうぜ」

　男の息は非常に酒さけ臭くさかった。どうやら完全に酔よっ払ぱらっているようだ。

「え、遠えん慮りよします……」

　冷ひや汗あせをかきながらルティアは答える。

「そう言うなって。ねーちゃんは巡礼者か？　神なんて存在しないものなんか放っておいて、俺たちと遊ぼうぜ」

　ルティアはその物言いにムッとした。

　──神はいるのに。だからこそ、聖剣はこの世界に存在して、瘴しよう気きを浄じよう化かできるんでしょうが！

　腹は立つが、一いつ般ぱんの人々にとっての認にん識しきはこんなものだということもルティアには分かっている。

　神官や神しん殿でんに従事する者以外は神の存在を感じる機会などそうないだろう。聖剣の力を目のあたりにしたことがあれば別かもしれないが、百年に一度現れるか現れないかの勇者と聖剣を目にする機会などそうあるわけがない。

　人間が神に縋すがるのは、魔ま属ぞくによる被ひ害がいが増えて、魔王が誕生した時だけ。世界が不ふ穏おんに陥おちいった時だけだ。

　──というか、水の勇者アシユアルドが魔王を封印してまだたった十八年しか経たっていないのに。

　神の存在を否定されたことより、アシュアルドの封印の恩おん恵けいを受けていながら、人々がそれを忘れてしまっていることがルティアには腹立たしかった。

　でも今はその苛いら立だちをぶつける時でもない。

「お酒を飲むなら一人で飲んでください。私は遠慮します」

　ルティアはきっぱり断った。けれど、踵を返したとたん、別の男が進路に立ちふさがっているのを見て目を剝むく。

　一人だけではない。どうやら酔っ払い男には仲間がいたらしく、いつの間にかルティアは体格のいい男たちに四し方ほう八はつ方ぽうを囲まれていた。

　四人もいるとまるで肉にく壁へきだ。

　しまったと思ったが、もう遅い。ルティアは他の客やカウンターにいる店主の目から遮しや断だんされる形で男たちの輪に閉じ込められていた。

「そ、そこをどいてください」

　──ど、どうしよう。

　薬のカバンは肌はだ身み離さず持っている。護身用に入れてある薬草を使えば男たちがひるんでいる間に逃げることもできるだろう。

　だが、ここには他の客もいる室内だというのが問題だ。下へ手たをすれば、関係ない人たちまで巻き込んでしまう。

　──こんなことになるなら、誰かについてきてもらえばよかった……！

「堅かたいことを言うなよ、ねーちゃん。悪いようにはしねぇから、一緒に遊ぼうぜ」

　酔っ払い男はにやにやと笑いながらルティアに手を伸ばす。ルティアは男に腕うでを摑つかまれて心を決めた。もちろん、男たちの言う通りにするのではなく、薬を使って撃退する覚悟だ。

　──なるべく関係のない人には被害が及ばないようにするけど、もし薬がかかったらごめんなさい！

　ところが、片手をカバンに差し込んで、薬の袋ふくろを摑んだところで凜りんとした声が響ひびいた。




「待ちなさい。女性を取り囲んで無む理り強じいとは、いただけないな」




　声のした方にハッと振り返ったと同時に、ルティアを囲んでいた肉壁の一部が崩くずれた──いや、正確に言えば、男の一人が音もなく床ゆかに崩れ落ちたのだ。

　代わりに帯たい剣けんした金きん髪ぱつの男性が立っていた。

　ルティアは目を見開く。ルティアだけでなく、男たちも啞あ然ぜんとして突とつ然ぜん現れた新たな人物を見つめる。

　そこにいたのは背せ丈たけはあるが、線の細いきれいな顔立ちの男性だった。肩かた先さきで切りそろえたサラサラの髪。オレンジがかった明るい金髪に縁ふちどられた面おも差ざしは柔やわらかく中性的で、切れ長の茶色の目は理知的な光を放っていた。それでいて、周囲の男たちの動きを油断なく窺うかがっているのが分かる。

　ルティアを取り囲んでいる男たちとは、まったく対照的な男性だった。だからこそ、足元に倒れている酔っ払い男の仲間は、気絶させたのが彼だとはピンとこなかったようだ。

「誰だ、てめぇ。このあたりじゃ見ない顔だな。巡礼者か、優やさ男おとこ？」

「巡礼者ではない。……ただの通りすがりの傭よう兵へいだ」

　言いながら突然前に出た男性はルティアの腕を摑んだままの酔っ払い男の手を払はらうと、ルティアを抱だきかかえるようにして後ろに下がった。

　庇かばわれながら男性の横顔を見上げたルティアは、あることに気づいて目を丸くした。

　──あ……あれ？　この人……もしかして女性……？
















　男性の格好をして、顔立ちも立たち居い振ふる舞まいも男性っぽく見えるけれど、抱き寄せられた時にマントから見えた手の形や、顎あごのラインは女性のものだ。男性特有の喉のどの突とつ起きもない。

「てめぇ！」

　酔っ払いの男はルティアを奪うばわれ、仲間を気絶させたのが目の前の優男であることをようやく飲み込んだようだ。みるみるうちに険しい表情になる。仲間も同様だ。

「こんなことをしてただですむと思うなよ！」

　ルティアを助けてくれた男性改め女性は、酔っ払いたちの恫どう喝かつにもまったく表情を変えることはなく、よく通る声で告げた。

「か弱き女性に無理強いして、この村に通う労働者たちの品位を貶おとしめるのはよくないな。聞けばお前たちは飲み代が底をつくと、巡礼者たちを脅おどして金を巻き上げているとか。おおかた、今夜も金がなくなったのでこのお嬢じようさんを標的にするつもりだったのだろう」

「それは……」

　酔っ払い男たちはぐっと黙り込む。どうやら図星だったらしい。

「いいぞ、兄ちゃん！」

「頑がん張ばれよー！」

　店の客たちがこちらのやりとりに気づいてはやしたてる。酔っ払い男たちに味方する声はなく、どうやら彼らはこの界かい隈わいでも嫌きらわれているらしい。

「うるせぇ、黙だまれ、この腰抜けどもめ！」

　客たちをどやしつけると、酔っ払い男はルティアを庇う女性に向き直った。

「俺たちに逆らったことを後こう悔かいさせてやるよ、優男。そのすかした顔をめちゃめちゃにしてやるぜ！」

　太い腕を振り上げて酔っ払い男は女性に殴なぐりかかる。あの腕で殴られたら顔を腫はらすくらいではすまないだろう。

「ひゃっ！」

　思わず身を竦すくませるルティアを余よ所そに、女性はスッと前に出て素す早ばやく男の懐ふところに潜もぐり込こんだ。虚きよをつかれた男の拳こぶしは空くうを切り、代わりに女性の拳が男の鳩尾みぞおちに決まる。

「うっ……」

　ドスッと鈍にぶい音が響き、酔っ払い男は微かすかなうめき声を残して、その場に昏こん倒とうした。

「剣を使うと店が汚よごれるから、命までは取らない。神に感謝するのだな」

「この野や郎ろう！」

　別の一人が女性に襲いかかる。すかさず彼女は身体を横にずらして拳を避さけると同時に足を出して引っかけた。男は床につんのめっていく。すかさず女性はそのうなじに手刀を落とした。

　ドサッという音とともに男の身体が床に沈しずむ。そのまま男はピクリとも動かなくなった。

　──す、すごいこの人、さっきから確実に急所を狙ねらってる。

　最小限の労力で無む駄だなく倒すことのできる技量がなければできない芸当だ。

　女性は一人残された酔っ払い男に視線を向ける。男はあっという間に倒された仲間を呆ぼう然ぜんと見つめていたが、次は自分の番だと悟って青ざめた。

「くそっ、覚えてろよ！」

　男はお決まりの悪あく態たいをつくと、床に倒れた仲間を見捨てて、表通りに出る出口に向かって走り始める。最後の男がどうするか固かた唾ずを吞のんで見守っていた店の客は、男の姿が外に消えるといっせいに笑い出した。

「こりゃ、愉ゆ快かいだ！」

「これに懲こりてあの連中も少しは大人しくなるだろうさ！」

「よくやった兄ちゃん！」

　客が盛り上がっている中、女性はルティアに向き直る。

「お嬢さん、怪け我がはありませんでしたか？」

「は、はい。あのっ、大丈夫です。助けていただいて、ありがとうございました！」

　ルティアは慌あわてて頭を下げた。女性は微笑ほほえむ。

「怖こわい思いをしましたね。でも、あなたが無事でよかったです」

　──ふああああ！

　麗れい人じんの礼れい儀ぎ正ただしい物もの腰ごしと、華はなやかでありながら爽さわやかな微び笑しようにルティアは見とれた。

　──格好いい……！

　うっとりとした視線をルティアが注ぐ中、女性はカウンターへ向かい、中にいる店主に頭を下げた。

「店主、お騒がせして申し訳ない」

　店主は豪ごう快かいに笑って首を横に振ふった。

「いやいや。奴やつらの横おう暴ぼうは目に余っていたからな。スカッとしたよ。これで連中も大きな顔はできなくなるだろう。むしろ礼を言うのはこちらの方さ」

「そうですか。それならばいいのですが……。ただ、彼らはしばらく目を覚まさないかもしれません」

「目を覚ますまで客たちのいい酒の肴さかなになってもらうさ。あんたは気にしないでいい。閉店まで目を覚まさなかったら、表にでも放り投げておくから」

　にやりと店主は笑う。どうやら酔っ払い男たちに店主も思うところがありそうだ。

　その時、二階へ通じる出入り口からアシュアルドとディルナーが飛び込んできた。彼らはルティアの姿に気づくと、ホッと安あん堵どの息を漏もらす。

「ルティア！　よかった。無事か？」

「騒ぎの声は聞こえるし、隣の部屋からお嬢ちゃんの気配はないしで、慌てたぞ」

「あ、ご、ごめんなさい！」

　すぐ戻るつもりで何も言わずに部屋を出てきてしまったのを思い出して、ルティアは謝あやまった。

「何かあったらどうするんだ……って、すでに何かあった後かよ」

　ディルナーが床に伸びている三人の男を見おろしながら眉まゆをあげる。そこに所在なく立っている場違いなルティアを見れば、何があったか一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

「あはは。水をもらいに下りたら、酔っ払いにちょっとばかり絡からまれまして……」

「絡まれた？　大丈夫か？　怖かっただろう？　俺がもっと早くにルティアが部屋を出たことに気づいていれば……」

　アシュアルドが悔くやしそうに顔を歪ゆがませる。安心させるために、ルティアは慌てて言った。

「あ、大丈夫。怪我もないし、すぐに助けてもらったから！」

「助けてもらった？」

「そう、こちらの──って、あら？　いない……」

　ついさっきまでいたのに、女性はいつの間にか姿を消していた。近くの席にいた客の一人がルティアの言葉を耳にして顔をあげた。

「あの兄ちゃんなら、そっちの兄ちゃんたちと入いれ替かわるように店を出て行ったぜ。一人だけ逃げた奴が徒と党とうを組んで戻ってこないとも限らないから、確認しに行くって言ってたぞ。逃げた奴は一人じゃ何もできない腰ぎんちゃくだから心配いらないと言ったんだがな」

「え？　確認しに外へ？　一人で？　それって、危険じゃないですか？」

　あの女性だったら一人や二人の相手なら大丈夫だろう。魔力を持っているようにも見えたし、腕も立つ。でももしあの男が大勢を引きつれて報復に来たら、さすがに危ないのではないだろうか？

　魔力があっても魔術が使えるとは限らない。ルティアがいい例だ。

　そわそわしながら表に通じる扉に視線を向けていると、ディルナーがルティアの頭にポンと手を置いた。

「俺が外を見てくる。心配すんな。お嬢ちゃんはアシュアルドと一緒に部屋に戻ってな。アシュアルド、頼んだぞ」

「分かった。ルティア、戻ろう」

「う、うん」

　アシュアルドに促うながされてルティアは自室に戻る。

「アシュ、ごめんなさい、心配かけて」

　安全確認のため、部屋の中まで一緒に入ったアシュアルドにルティアは謝った。

　軽けい率そつな行動のせいで二人にいらぬ心配をかけてしまったし、あの女性も騒ぎに巻き込んでしまった。不ふ可か抗こう力りよくだったとはいえ、水を取りに行く前にアシュアルドたちに断っていくべきだった。

「ルティア、今度から水が欲ほしいなら言ってくれ。俺が取りに行くから」

　胸に抱え込んだままだった水差しをルティアの腕から持ち上げ、机の上に置きながらアシュアルドは言った。その口調にはほんの少し咎とがめるような響きがある。

「ごめんなさい。水が欲しいっていうだけで、わざわざ頼むのもどうかと思って……」

「そんなのはかまわないから。俺たちにとってルティアが一人きりになってしまう方がおおごとだ」

　言いながらアシュアルドはルティアの手を取った。

「ルティア。今はこうしてサーファスの要よう請せいで総本山に向かっているが、俺とディルナーの役目は君を守ることだ。君の身を守ることがどんな時でも最優先なのだから、遠慮なんかしないで欲しい」

「アシュ……。そうよね。アシュたちがヴォルドにいるのは私のためだものね」

　Ｓ級冒険者であるアシュアルドたちがただの地方都市にすぎないヴォルドに留とどまっているのは、エクセルティーアの生まれ変わりで魔王封印の鍵かぎを握にぎるルティアを守るためだ。

　エクセルティーアだった時のようにみんなと一緒にいるのが当たり前になっていて失念していたが、アシュアルドたちにとっては任務の一いつ環かんだということを忘れてはならない。

　それを考えたら今夜の自分の行動がどれほど軽率だったか分かる。ルティアは反省した。

　だが突然、ルティアの手を包むアシュアルドの手に力が入る。

「もちろん、ルティアを守るのは任務のためということもあるけど、それだけじゃない」

「アシュ？」

　驚おどろいて見上げると、アシュアルドは真しん剣けんな眼まな差ざしでルティアを見つめていた。

「ルティアは俺にとって大事な仲間であり、家族だ。任務に関係なく、守るのは当然だ」

　──仲間で家族、か。

　予想通りの言葉にルティアは苦笑した。

「ありがとう、アシュ」

　──まぁ、そうよね。それ以外のことを言われたらむしろその方が驚くわ。なのに……。

　……それなのに、なぜかルティアは胸がモヤモヤするのを感じた。

　やっぱりアシュアルドにとってルティアはあくまでエクセルティーアの生まれ変わりであって、そこから抜け出すことはできないのだ。

　──フレイア、生身の女の子の良さを分からせるなんて、やっぱり無理そうだわ、これ。

「……あら？　そういえばエクセルティーアは？」

　ふとアシュアルドの腰にエクセルティーアがないことに気づいて、ルティアは目を瞬まばたかせた。

「あ……」

　アシュアルドは愕がく然ぜんとした顔になると、何やら声にならない悲鳴をあげながらルティアの手を放して戸口に走った。

「エクセルティーア！」

　ルティアはものすごい速さで部屋を出て行くアシュアルドを目を丸くして見送った。

「アシュがエクセルティーアを忘れるなんて、噓うそでしょ……!?」

　今まで片時もエクセルティーアを手放さなかった、あのアシュアルドが。ルティアが部屋にいないことに気づいて慌てたため、置き去りにしてきてしまったようだ。

　──どうしよう、嬉うれしい……かも。

　エクセルティーアとしては面おも白しろくないのかもしれないが、これはいい兆ちよう候こうではないだろうか。

「さて、水も手に入ったから、今晩は早く寝なくちゃね」

　ルティアは笑みを浮うかべながら寝る支し度たくを始める。いつのまにかモヤモヤはどこかに吹き飛んでいた。
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「そうですか。見つからなかったんですか……」

　翌朝、アシュアルド、ディルナーと一緒に食堂に向かいながらルティアは吐と息いきをつく。

　昨夜、ディルナーが店の外に消えた女性を追いかけていったのだが、結局見つからなかったというのだ。

「ああ。だが、逃げたやつが徒党を組んで戻ってきた形けい跡せきもないから、おそらく大丈夫だろうさ」

「そう……ですよね」

　できればもう一度きちんとお礼を言いたかったのだが、朝食を食べたらすぐにこの村を出発しなければならない。おそらくもう二度と会うことはないだろう。

　ところが食堂に下りたルティアは、食堂の端はしの席に鮮あざやかな金髪を見つけて目を見開く。

「あの人は……！」

　間違いない。昨夜ルティアを助けてくれたあの女性だ。

　この宿では朝、泊まり客に朝食を提供している。この場にいるということは、彼女も宿の客だったようだ。

　ルティアは女性のところへ行って声をかけた。

「あのっ……」

　女性は顔をあげ、ルティアの姿を認めると微笑みを浮かべた。相変わらず爽やかな笑顔だ。

「ああ、昨夜ゆうべのお嬢さん」

「はい、昨日はありがとうございました。おかげで助かりました。あの、私はルティア・ホワイトといいます」

「ルティア……あなたにぴったりの可か愛わいい名前ですね。私はティファ・イレイスです」

　お世せ辞じでもめったに「可愛い」などと褒ほめられたことがないルティアは、おおいに照れながら言った。

「可愛いなんて、そんな……。ティファさんこそ、すごくきれいな名前だと思います」

「ありがとう。名前が可愛すぎだとよく人に言われる」

「あんたが、昨夜ルティアが言っていた恩人か」

　ディルナーが口を挟む。ルティアは慌てて紹しよう介かいした。

「こちらの二人は私の連れです。ディルナーさん、アシュ、この方が私を昨夜あの酔っ払い連中から助けてくれた人です」

「初めまして」

　ディルナーはティファの顔をまじまじと見ながら言った。

「あんた、女……だよな？」

「ディルナーさん、失礼ですよ」

「悪い。いや、どうりで昨夜見つからなかったわけだ。男を捜していたんじゃ、そりゃ見つからないよな」

　ティファは苦笑を浮かべる。

「どうか、お気になさらずに」

「すまなかったな。俺はディルナー・ノルン。こっちはアルド・クレメンスだ。冒険者ギルドに所属している。昨日店の連中に話を聞いた時には女性とは思わなかったので失礼した。とにかく礼を言う」

「ルティアの恩人は俺たちにとっても恩人だ。彼女を助けてくれてありがとう」

　保護者よろしく口々に礼を言う二人に、ティファはにこやかに笑った。

「ルティアさんを助けたのは、たまたま居合わせただけですし、か弱い女性を守るのは当然のことですから。それと、こんなナリだし、よく男に間違われるのでお気になさらず」

　ティファは昨夜と同じように男物の服を着て、腰に剣を差している。傍かたわらにはもう一本剣が立てかけてあり、それは布でぐるぐるに巻かれていた。

　皆のその視線に気づいたのか、剣を手に取り、ティファが笑った。

「この剣は予備です。私は傭兵なので、剣が折れたり刃こぼれでもしたら、商売にならないし命に関わる。予備の剣を常に持ち歩く習慣が身についているんです。それは冒険者も同じでは？」

　ティファはディルナーの腰に差してある二本の剣と、アシュアルドが背中にくくりつけているエクセルティーアに目を向ける。

「そうだな。その通りだ」

　アシュアルドが頷く。一方、ディルナーは別のことが気になったようだ。

「傭兵と言ったな。なぜここへ？　このあたりは紛ふん争そうなどないし、魔獣の被害もない」

「仕事ではなく、単なる旅行です。今は休きゆう暇か中ちゆうでして」

「それで巡礼に？」

　この街道を行きかう旅人の目的は総本山への巡礼だ。休暇で旅をしていると聞いてディルナーが巡礼だと考えるのは当然のことだった。ところがティファは首を横に振った。

「いいえ。巡礼ではなく、ミーム村に住む友人を訪ねるところなのです」

「ミーム村！」

　ミーム村は確か、ルティアたちの次の宿泊地だった場所だ。

　ルティアは意気込んで言った。

「ミーム村なら私たちも寄る予定なんです！　よければミーム村まで私たちと一緒に行きませんか？」

「え？」

　思いもかけない提案だったようで、ティファは目を丸くする。

「一人旅だと危険だけど、野盗が多いという街道も、皆と一緒なら安全ですし！　どうせ向かう先が同じなら一緒に行きましょう！」

　それからルティアは窺うようにディルナーとアシュアルドを振り返る。

「ね、いいでしょう？」

「ルティアがそう言うなら、俺はかまわない」

　アシュアルドが言えば、ディルナーも頷いた。

「腕は立つようだが、確かに一人旅だと危険は増す。大勢の方が安心なことは確かだ。こんなことでルティアを助けてもらった礼にはならないだろうが、あんたがかまわなければミーム村まで一緒に行かないか？」

　ティファはしばらく目を見張っていたが、遠慮がちに頷いた。

「確かにいちいち撃退しなくてもすむのはありがたい。村までご一緒させてもらいます」

「その口調では、ここまでの道中ですでに襲われたようだな」

　笑いながらディルナーが言うと、ティファは苦笑を浮かべた。

「ええ。何度も。どうも優男に見えるようで、格好の獲え物ものだと思われたらしい。もちろんすべて返かえり討うちにしましたが、楽に村に行けるのであればその方がいい」

「決まりですね」

　ルティアはにっこり笑った。少し強ごう引いんかと思ったが、せっかく知り合いになれたティファと別れがたかったこともあり、つい誘さそってしまった。

「俺たちにはあと二人連れがいるんだ。食堂で待ち合わせなんだが、ちょっと遅れている。サーファスはともかくジェロイスが遅れるとは珍めずらしいな……」

　ディルナーがティファにそんな説明をした時、サーファスが食堂に下りてきた。

「遅くなってごめーん。支度に時間がかかっちゃって」

　チッとディルナーが舌打ちする。

「化粧なんてしているからだろうが。……ジェロイスはどうした？」

「失礼ね。女の身み支じ度たくは時間がかかると相場は決まっているの。……ジェロイスなら、出発の挨あい拶さつをするって店主のところに寄ってるわ」

「おはようございます、サーファスさん」

　ルティアが朝の挨拶をすると、サーファスはルティアの顔を覗のぞき込こんでじろじろと見たあげくにダメ出しをした。

「クマは消えてるようね。一日で回復するなんて羨うらやましいこと。にしても、あんた、相変わらず洗いざらしのままなのね」

「だ、だって化粧道具なんて持ってないですし」

「女なら常に持ってて当たり前でしょ？　あんた何年、女やってるのよ!?」

「十七年です……」

　タジタジとなって答えたその時、第三者の声がした。

「ルティアさんに化粧など必要ないでしょう？　そのままで十分可愛いですよ」

　微笑みながら言ったのはティファだ。

　──わわっ。また可愛いって言われた……！

　褒められ慣れていないルティアは頰を染める。

「あ、ありがとうございます。ティファさん。お世辞でも嬉しいです」

「お世辞じゃありません。化粧などで飾かざる必要がないくらい、ルティアさんは可愛いですよ」

　サーファスは二人の会話を啞然として聞いていたが、すぐに我に返ってアシュアルドを振り返った。

「アシュアルド、聞いた？　あれよ、あれが正解よ！」

「は？」

　アシュアルドはぽかんとする。昨日の朝のことなどすっかり忘れているようだ。

「そうよ。あれこそが『女が望む言葉』よ！　あれくらい言えなくちゃダメじゃない！」

「す、すまない」

「ったく、女に先を越されるとかどうなのよ!?」

　苛立たしげにサーファスは地じ団だん太だを踏ふむ。なぜかティファに先んじられたアシュアルドよりサーファスの方が悔しそうだ。

「お待たせしました。食事を済ませたら出発しましょう……って、おや、お一人見慣れない方が増えていますね。何かありましたか？」

　そこへジェロイスが登場し、一同にのんびりした声をかけたのだった。
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　ティファを加えたルティアたちは朝食を取った後、出発するために厩きゆう舎しやに向かった。

　ルティアが乗っている馬は皆より一回り小さい雌めす馬うまだ。他の馬に比べればはるかに乗りやすいのだが、それでもルティアは苦労していた。

　──苦手なのよね、鞍くらの上にあがるの。

　他の皆は背も高く運動神経もいいことから、ひょいっと馬に乗れるがルティアはそうはいかない。

　背が低いルティアは鐙あぶみに足をかけるのも苦労するし、そこから馬の背に乗り上がるのもすんなりできない。したがって最終的にはいつも誰か──主にアシュアルドに助けてもらっていた。

　──やっぱり今日もダメか。アシュを呼ぼう。

　そう思って鐙から足を下ろそうと思った時、不意に腰を支え上げられ、身体が軽くなった。驚いて見おろすと、そこにはティファがいて、ルティアの腰を下から持ち上げてくれていた。

「どうぞ。これなら乗れるでしょう？」

「あ、は、はい！」

　抱え上げられた分だけ目線が高くなり、ルティアは簡単に鞍にまたがることができた。

　──なんて、紳しん士し的てきなんだろう、ティファさんって。いや、もちろん、女性なんだから紳士と言うのはおかしいけれど！

「ありがとうございます、ティファさん」

　はにかみながらお礼を言うと、ティファはにこっと笑った。

「どういたしまして」







　ルティアは気づかなかったが、そのやりとりを少し離れたところでアシュアルドが見ていた。

　彼はルティアが馬に乗るのを助けようと思って近づいたのだが、目の前でティファに先を越されてしまったのだ。

　仲なか睦むつまじい二人の様子に、アシュアルドはキュッと口を引き結ぶ。

　なぜか面白くなかった。

　面白くなさそうなアシュアルドを見て、ディルナーが眉をあげて近くにいたジェロイスに声をかける。

「おい、あれ見ろよ。面白いことになってんぞ」

　同じくアシュアルドの様子に気づいていたジェロイスはくすっと笑った。

「どうやらフレイアの作戦その二が、期せずして成功しつつあるようですね」

　やがて、一同はミーム村に向けて出発した。

「へぇ、ミーム村に幼おさな馴な染じみの方が」

「ええ。彼女は神官になったのですが、ミーム村に住む青年と恋に落ちて還げん俗ぞくし、彼の妻となって村で暮らしているのです」

「私の友人と同じですね。彼女も結婚のために還俗したんですよ。何を隠そう、ジェロイスさんの奥さんなんです」

　馬を並べてルティアとティファが楽しそうに話をしている。

　アシュアルドはムスッと口を引き結んだまま二人を少し離れた後ろで見つめていた。そんな彼に馬を寄せてディルナーがにやにや笑う。

「不ふ機き嫌げんそうだな、アシュアルド」

「別に、そんなことはない」

　言いながらもアシュアルドの視線は馬上で楽しげに笑っているルティアに向けられたままだ。アシュアルドはさらに口をキュッと引き結ぶ。

　ディルナーはそれを見てますますニマニマと笑った。

　一方、先頭を行くサーファスとジェロイスは別のことが気になっていた。

「うーん、どうもあのティファって女、見覚えがあるのよね。どこで見たか思い出せないけれど」

　サーファスが眉を寄せる。

「女傭兵なんてまずいないから、覚えていそうなものなのに。ああ、記き憶おく力りよくはいいはずなのに思い出せないなんて、アタシもヤキが回ったかしら」

「彼女、殿でん下かを見てもまったく反応しませんでしたね。直接会ったわけではなく、殿下はあちこちの国を渡り歩いていますから、そこで偶ぐう然ぜんに目にしただけなのかもしれませんよ」

　ジェロイスが口を挟むと、サーファスはムッと口を尖とがらせた。

「殿下はやめてって言ってるでしょ。……ともかく、偶然目にしたという可能性はないわけじゃないけど、どうも引っかかるのよね。悪い人間じゃなさそうだけど……うーん」

「確かに傭兵にしては礼儀正しくて所しよ作さがきれいすぎます。以前はどこかの国の軍に所属して剣けん士しをしていたのかもしれませんが、傭兵だという彼女の言葉をそのまま信じるのは危険ですね。それに……」

　すっとジェロイスは目を細める。

「彼女、魔力持ちですね」

「ええ。そうね。それもかなり強力な魔力を持ってる。ただの偶然ならいいけれど、何か思おも惑わくがあってルティアに近づいたとしたら厄やつ介かいだわ。ジェロイス。あの女から目を離さないで──いいえ、ルティアから絶対目を離すんじゃないわよ」

「はい。承知いたしました」

　サーファスの言葉にジェロイスは頷いた。




　ルティアたちは何事もなく街道を進み、まだ日が出ているうちにミームの村に到着した。
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　ミーム村は、ルティアが街かい道どうで見てきたどの村よりも活気があった。

　街の中心である礼れい拝はい堂どうへと向かう道には店が立ち並び、村人や巡じゆん礼れい者しやたちでにぎわっている。ここだけ見れば、寂さびれた街道沿いにあるとは思えなかった。

「ミーム村はカシュクールとの国境沿いにある村ですから、街道を通る以外にもラダ国全土から巡礼者が集まるんです。とはいえ、全ぜん盛せい期きに比べるとかなり訪おとずれる客は減ってしまっているそうですね」

　今夜泊とまる予定の宿に向かいながらジェロイスが説明をする。

「やはり、主街道から外れてしまったのが大きいんでしょう。そのせいで、街の中心でもあった礼拝堂も神官が派は遣けんされなくなり閉へい鎖さされたとか」

　大だい神しん殿でんは布ふ教きようのために大陸中の街に小神殿、あるいは礼拝堂を建てて神官たちを派遣している。ミーム村にも礼拝堂を建てて、長い間神官を派遣していたのだが、人口や巡礼者の減少で、十年ほど前にとうとう引き上げてしまったのだ。

　サーファスが振り返って口を挟はさむ。

「仕方ないわ。人口が増えた村や街にも新たに神殿を建てたり神官を派遣しなければならないんですもの。資金も人材も無限にあるわけじゃないんだから、必要なところに優先的に振り分けるのは当然よ」

　ルティアは顔を顰しかめた。

「でもいきなりなくなったんじゃ、村の人たちだって困るのでは？」

　小神殿や礼拝場はただ祈いのりの場を与えているだけではなく、人々の心のよりどころでもある。神殿がある場所に瘴しよう気きは近づけないので、生き物が突とつ然ぜん魔ま属ぞく化かして襲おそいかかってくるかもしれない恐きよう怖ふから人々を守ってもいるのだ。

「閉鎖といっても建物を封ふう鎖さしたわけじゃなく、大神殿の管理から離れたというだけよ。祭さい壇だんもそっくりそのまま残っているらしいわ。今は村で礼拝堂を管理し、巡礼者たちにも開放してるはず」

「村からその管理を一任され、礼拝堂を守っているのが、私の友人です」

　ティファが言った。

　彼女はミーム村で友人の家に泊まるのかと思いきや、宿を取るというので、礼拝堂近くにある宿にルティアたちと一いつ緒しよに向かっているところだ。

「ティファさんのお友だちが？　あ、そういえば、元神官だって言ってましたっけ」

「ええ。あそこを管理するのに彼女ほど適している者はおりません。還げん俗ぞくしたので公おおやけに祭礼や祈き禱とうを行うことは禁じられていますが、一番重要な役割を果たすことはできる」

　ジェロイスが納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「なるほど、村の入り口にある魔ま封ふうじの結界が生きているのは、そのご友人のおかげですか」

　ルティアは気づかなかったが、ジェロイスによると村の入り口や周囲には瘴気を村に入れないための結界が張られているらしい。

　神殿のお膝ひざ元もとと言えるこの村を瘴気から守るために施ほどこした結界だ。魔ま人じんにはあまり意味がないが、瘴気や力の弱い魔ま獣じゆうなら侵しん入にゆうを防ぐことができる。

「この村に派遣されてきた神官たちが、代々ずっと結界を維い持じしていたのでしょうが、神官がいなくなった今も結界として成立しているのは、ティファ殿のご友人の力だと思われます」

「ええ。おそらくそうでしょう。彼女からの手紙にも『村の人たちにはよくしてもらっているから、少しでも恩返しがしたい』と書かれていましたから。神しん聖せい魔ま法ほうは彼女のもっとも得意とするものです。結界を維持し続けるくらい朝飯前でしょう」

　ティファは微笑ほほえみながら何でもないことのように言ったが、のちに神しん官かんだったフレイアに聞いたところ、結界を維持するだけなら簡単でも、一度途と切ぎれた結界を再構築するのはよほど技量のある神官でないと難しいらしい。

『そこの礼拝堂は一度大神殿の管理から離れて結界が途切れたわけでしょう？　しかもその女性が村に嫁よめ入いりするまで空白の期間があったとなれば、彼女が来た時には術の形けい跡せきが微かすかに残っている程度だったはずよ。それを再構築したのだから、かなりの手て練だれだわ』

　元がつくとはいえ、神聖魔法に長たけた神官がいる村。そこに導かれるようにして足を踏ふみ入いれたのは、二ふた振ふりの聖せい剣けんと、二人の勇者。かつて魔ま王おう討とう伐ばつの旅に同行した国一番の魔ま術じゆつ師しと剣けん士し。そして謎なぞめいた女おんな傭よう兵へい。

　後から考えれば、それは偶ぐう然ぜんではなく、とても作さく為い的てきなことだったように思う。まるで地図上に適材適所として配置された駒こまのように。

　けれどミーム村に着いたばかりのこの時、ルティアはこの先自分を待ち受ける運命に、まるで気づくことはなかった。







　宿にたどり着き、受付を済ませて部屋の鍵かぎを受け取ったティファは言った。

「それでは私は友人に会いに行ってきます。この時間なら、おそらく礼拝堂の方にいるでしょう」

「礼拝堂かぁ。私も日が落ちる前に見に行こうかな」

　ルティアの呟つぶやきを耳にしたティファは微笑んだ。

「それでは一緒に行きましょう」

「え？　いいんですか？　お友だちに会いに行くのに、邪じや魔まになりませんか？」

「邪魔になどなりませんよ。彼女とは気心の知れた仲ですし、遠えん慮りよは無用です」

　二人の会話を耳にしたジェロイスが後ろを振り返る。

「私もご一緒させていただいてもいいですか？　ここの礼拝堂はかつてラダ国随ずい一いちの大きさを誇ほこっていたと聞いていますので、とても興味があります」

「もちろん、かまいません」

　ジェロイスはティファの返事を聞くと、隣となりにいたサーファスに声をかけた。

「あなたはどうされます？」

　サーファスは肩かたを竦すくめた。

「アタシは遠慮するわ。礼拝堂なんて総そう本ほん山ざんに行けばいくらでも見れるしね」

「そうですか。では、アシュアルドとディルナーが帰ってきたら、我々が礼拝堂に行っていることを伝えて部屋の鍵を渡してください」

　二人は現在、厩きゆう舎しやに馬を預けに行っている。鍵を受け取りながらサーファスは頷いた。

「分かった。伝えておくわ」

　荷物をサーファスに預けて、ルティアたち三人は礼拝堂に向けて出発した。

　村の中心地にある礼拝堂までは近く、ほどなくしてルティアたちは白く輝かがやく六角形の建物にたどり着いた。

　創そう造ぞう神しんアールゼータを祀まつる礼拝堂は必ず六角形をしている。大神殿や各地にある神殿の礼拝堂も、大きさの差はあれどすべて六角形だ。これは、アールゼータが魔王の脅きよう威いから人々を守るために遣つかわした、六振りの聖剣の伝説に由来している。

　ミーム村の礼拝堂は内側も外側もきっちり正六角形をした、とても美しい建物だった。大神殿が手を引いた後も村人の手で守られてきたのも頷ける。

　建物の正面に回ると、六角形の一角に作られた大きな扉とびらは開け放たれたままになっていた。礼拝堂は朝から日が落ちる夕方まで開かれているため、誰だれでも好きな時に礼拝できるようだ。

　ちょうど出てきたばかりの巡礼者とすれ違うように礼拝堂の中に入ると、白くて広い空間がまず目に飛び込んでくる。次に目に入ったのは、奥の祭壇に設置されたアールゼータ神を象しよう徴ちようする月と太陽をかたどった像だ。

　その祭壇の前に、跪ひざまずいて祈りを捧ささげる女性がいた。旅たび装しよう束ぞくではなく、とてもシンプルなワンピースを着ているから、巡礼者ではなく村人だろう。

　──もしかして、あの人がティファさんの？

「カリン」

　ティファが声をかけると祈りを捧げていた女性は弾はじかれたように顔をあげて、振り返った。歳としの頃は二十代の半ばだろうか。茶色の髪を長く伸ばし、水色の瞳ひとみをしたとてもきれいな女性だ。

「まぁ、ティファ！」

　女性は立ち上がって駆かけ寄よってくる。

「久しぶりね、ティファ！　会えて嬉うれしいわ！」

「久しぶりだね、カリン。元気そうで何よりだ」

「珍しく手紙が来たと思ったら村に来るっていうからびっくりした……って、あら？」

　そこまで言って、ようやく女性はティファの後ろにいる二人に気づいたらしい。

「巡礼者の方？」

「偶然知り合って村まで一緒に来たんだ。ジェロイス殿と、その連れのルティアさんだ。大神殿に向かう途中らしい。皆みなさん、こちらはカリン・ウェスト。私の幼おさな馴な染じみです」

「初めまして。ルティアです。ティファさんにはお世話になりました」

「初めまして、カリン殿。僕はロンダールで魔術師をやっているジェロイスと申します」

　ルティアとジェロイスが挨あい拶さつをすると、カリンはにっこり笑った。

「ミーム村へようこそ。ティファから聞いているかもしれませんが、以前は大神殿に所属する神官でした。今は村の一員として、こうしてミームの礼拝堂の管理を任されております」

　カリンはティファと対照的に容姿も立たち居い振ふる舞まいもとても女性らしい人だった。正反対な性格でありながら気が合うようで、歩く道は違えど、ずっと交友を続けているのだという。

「私たち、同じ村の出身なんです。でも二十年前、魔獣の襲しゆう撃げきに遭あって……」

　当時子どもだった二人は大人たちに庇かばわれて何とか無事だったが、両親は命を失い、共に孤こ児じになってしまった。

「もう二度と大事な家族を失いたくない。誰にも失わせたくない。そう思って私は神官への道を歩み、ティファは剣の道に進みました。結局私は道半ばで夫と出会って神官を辞やめてしまいましたが……」

「気にすることはない。今もカリンは家族を守り、この村も守っている」

　真面目な顔でティファが口を挟むと、カリンは微笑んだ。

「ありがとう、ティファ。あなたは私が結婚を迷った時にも背中を押してくれたわね。『新しい家族やその周囲を守ることも、神官の仕事と同じくらい尊いものだ』って。だから私はこうして幸せを摑つかむことができたのよ」

「私が背中を押すまでもなく、きっとカリンなら自分でその結論に達していただろうさ」

「買いかぶりすぎよ、ティファは」

　微笑み合う二人を見て、素す敵てきな友情だとルティアは思った。

　──進む道は違っても、こうして互いを理解し、希望や意思を尊重し合う関係っていいなぁ。

　そんな感想を抱いていると、ジェロイスが少しためらいながら口を開いた。

「村の結界やこの礼拝堂に満ちる神聖魔法を見ますと、カリン殿は大神殿の中でも相当上位の神官だったことでしょう。失礼ですが、よく還俗の許可が下りましたね。相当渋しぶられたのではありませんか？」

　ジェロイスの突っ込んだ質問にもカリンは気を悪くしたりはせず、少し苦く笑しようを浮うかべただけだった。

「大神殿のことをよくご存じですね。ええ、反対されましたし、恩知らずとも罵ののしられました。神聖魔法のうち、神力による術を扱あつかえる者は希き少しようでしたから」

　神聖魔法には二通りの種類がある。一つは魔術と同じ原理で、自身の持つ魔ま力りよくを使って術式を展開する方法。そしてもう一つは魔力とはまったく別の「神力」と呼ばれる、世界に未いまだ残るアールゼータの創そう世せいの力を利用する魔法だ。

　前者は基本的に魔術を扱える者であれば使えるようになる。けれど、神力による魔法を扱うのは、まったく異なる才能が必要だった。

　──本来ならば、神聖魔法と呼ばれていたのはその神力を使った魔法の方だったのよね。

　ルティアはエクセルティーアの記き憶おくを引き出しながらそっと心の中で呟く。

　昔は、神聖魔法と言ったら神力を使った術のことを指していた。だからこそ、神の力を使う聖なる魔法──「神聖魔法」と呼ばれていたのだ。

　その後、魔術が開発されて一いつ般ぱん的てきになると、神官たちは魔術方式を取り入れ、手を加えてこれも神聖魔法と称しようするようになった。魔術方式の方が本来の神聖魔法より扱える人間が多かったからだ。

「嫌いやなことを思い出させて申し訳ありません。実は僕の妻も元は神官をしておりまして、還俗を渋る者たちを納得させるのがとても大変でしたから」

「まぁ、奥様は神官をしていらしたのですね！」

　カリンは大きく目を見開く。ジェロイスはにっこり笑った。

「ええ。もう十五年も前のことですが。あの当時も還俗は大変だったので、今もきっとそうでしょう」

「はい。神力による神聖魔法を使える者は年々減っているそうですから。下級の神官ならばすんなり還俗の許可は下りるそうですが、正二位より上の神官はなかなか許可がおりませんでした」

　正二位というのは神官のクラスを現している。神官の中では二番目に高い地位とされ、将来の大神官候補となるべき者たちに与えられる。

　ちなみに正一位は大神官になることがほぼ決定している、神官として最も高い位だ。

「私の時も許可がおりず、もう駆け落ちしかないと思おもい詰つめました。でも、信頼できる上司が、神力を扱える者の血を残すことも、大神殿の役目だとあちこちにかけあってくださったんです。そのおかげで条件付きですが、還俗を認められました」

「条件付き？」

「はい。有事の場合には協力するという条件です」

「なるほど、大神殿に有事などなさそうですが、それを落としどころとして、渋る連中の譲じよう歩ほを引き出したわけですね」

　得とく心しんがいったとばかりにジェロイスが頷く。

「はい。彼のおかげで、こうして私は好きな相手と一緒になることができました。上司には感謝してもしきれません」

　ティファがカリンの肩をポンと叩たたいた。

「なに。その人に恩を返す機会はいくらでもあるさ」

　その後、しばらく話をしてから、ジェロイスはルティアに言った。

「さて、お二人には積もる話もあるでしょうから、僕たちはそろそろ宿に戻りましょう。アルドたちも心配しているでしょうし」

「はい」

　ルティアは素す直なおに頷き、カリンに向かって軽く頭を下げた。

「カリンさん、礼拝堂を見せていただいてありがとうございました。ティファさん、それじゃ、また後で」

　カリンと会うことはもうないかもしれないが、同じ宿に泊まるティファとはまた顔を合わせる機会もあるだろう。

　少なくともルティアはミーム村を発たつとき、絶対にティファに挨拶するつもりだ。

「はい。また後ほど」

　微笑みながら頷くティファの横で、カリンが明るい声で呼びかけた。

「ジェロイスさん、ルティアさん。総本山に行った帰りには、ぜひまたこの村に寄ってくださいね！」

「はい。ぜひまた！」

　二人に見送られてルティアたちは礼拝堂を後にした。







　ルティアとジェロイスの姿が見えなくなったとたん、カリンはスッと真顔に戻りティファを見つめる。

「それでティファ、あなたがこの村を訪ねてくるなんて、一体何事なの？　それに、なによ、傭兵って」

「それをこれから説明する。カリン、君の力を借りたい」

　ティファも笑みを消し、カリンを真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめる。

「ミーム村の存続にかかわることだ」







　礼拝堂の外に出ると、日は傾かたむき、西側の空が赤く染まり始めていた。もうすぐ日は落ち、宵よい闇やみが辺りを包むだろう。

　宿に向かって歩きながらルティアはジェロイスに尋たずねる。

「ねぇ、ジェロイスさん。正二位だったカリンさんでさえ大変だったのだから、フレイアの時は還俗するのはもっと大変だったのでは？　だってフレイアは当時正一位で、大神官になることが約束されていたし、魔王討伐の旅に同行して名声もあったはず。どうやって結婚の許可をもぎ取ったんです？」

「もぎ取ったとは言葉が悪いですね。……でも、まぁ、実情はもぎ取ったようなものでしょう」

　ジェロイスは歩きながら、当時のことを思い出したのか、ふと遠い目をした。

「フレイアは魔王討伐の旅が終わってすぐに、僕の求愛プロポーズを断って一度大神殿に帰ったのです。ですが、名声も人望もありすぎるのが、彼女にとっては不運でした。知っての通り、しばらく前から大神殿の上層部たちの間では権力争いが続いています。権力を握にぎりたいという野望のある者、あるいはすでに権力を握っている者たちにとってフレイアの名声や人望は自分の地位を脅おびやかすものと映ったのでしょう。彼女自身には権力への興味など一片もなかったというのに嫌がらせが相次ぎ、とうとうフレイアも大神殿の上層部に嫌気が差したというわけです」

「それをジェロイスさんは好機と見たわけですね」

　茶化して言うと、ジェロイスは眉まゆを上げたが、反論はしなかった。

「まぁ、言ってしまえばそうですね。フレイアが邪魔になっていた上層部は思いのほか簡単に還俗の許可を出しました。渋っていた者たちを説得するのは骨が折れましたが、おそらくカリン殿よりは簡単だったと思いますよ。何しろ僕たちには神殿側でも譲歩できるうまい落としどころがあったので」

「落としどころ？」

「ええ。魔王討伐の旅に同行した僕たちが恋に落ちたので、愛し合う二人を引ひき裂さくことはできず、温おん情じようを以もって結ばせたという、世間的にとても聞こえのいい建たて前まえが使えたわけです」

　ジェロイスは鼻で笑う。ルティアも思わず苦笑した。

「なるほど、分かりました。大神殿の印象もよくなるし、ついでにフレイアも大っぴらに追い出せて、大神殿にとっても都合の良い結果になったわけですね」

「その通りです。当時は苦い思いもしましたが、フレイアを権力争いから救えたのはよかったと思います。あのままだったら、大神殿に巣食う人の顔をした狸たぬきたちにフレイアは潰つぶされていたでしょう」

　ルティアは王都で見た幸せそうなフレイアの笑顔を思い出しながら頷いた。

「そうですね。フレイアが今幸せなら、他がどうあれ、よかったんだと思います」

「ええ。だから君もですよ、ルティア」

「え？　私ですか？」

　突然話を振られて、ルティアはびっくりして足を止めた。ジェロイスも足を止めて、ルティアを見おろす。その顔には微び笑しようが浮かんでいた。

「聖剣の生まれ変わりだとか、アシュアルドとの関係とか、今は悩なやんでいるでしょうけど、いずれ良いように収まれば、それもまたいい思い出になるでしょう。だから大いに悩んでください。でもその代わり、一度これと決めたら後こう悔かいしてはダメですよ」

「ジェロイスさん……」

「君より長く生きているおじさんからの助言です」

　ジェロイスは悪戯いたずらっぽく笑うと「さぁ、戻りましょう」とルティアを促うながして歩き始める。けれどすぐにまた足を止めた。

「おや、あれはアシュアルド。どうやら君を迎むかえに来たようですね」

　その言葉に驚おどろいて前方を見てみれば、走ってくるアシュアルドが目に飛び込んできた。

「アシュ？」

「ルティア！」

　アシュアルドはルティアの姿を見つけると、何やら決意に満ちた表情になって近づいてくる。

　──アシュ……？

「おやおや、これは……」

　笑いを含んだジェロイスの声がしたけれど、ルティアの耳には入らなかった。
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　ルティアたちが礼拝堂を後にする少し前のこと。

　アシュアルドとディルナーが厩舎に馬を預けて宿の受付に行ってみると、サーファスの姿しかなかった。

「お帰り。時間かかったわね」

「厩舎が離れていた。ルティアは？」

　返事もそこそこにアシュアルドは尋ねる。

「ティファと一緒に礼拝堂に向かったわ。はい、ディルナー、これあんたたちの部屋の鍵よ」

「おう」

　ディルナーに鍵を手渡したサーファスは、ムスッとしているアシュアルドにわざとらしい口調で言った。

「あの子、すっかり彼テイ女フアに懐なついちゃってるわね。ま、仕方ないか。性別は置いておいても、態度は紳しん士し的てきだし、女性の扱いが上手なんだもの。あれは女性にモテるタイプね。お子様のあんたと一緒にいるよりは、気持ちよく過ごせるんでしょうよ」

「俺は子どもじゃない」

　ますます口をムッと引き結ぶアシュアルドを、サーファスは鼻で笑った。

「自分の気持ちも自覚できていないんだからお子様でしょうよ。ルティアのことが気になってティファに嫉しつ妬としているくせに、認めようともしないで」

「俺は彼女を守るためにここにいるんだ。嫉妬なんかしていない。ただ家族として、ルティアが心配なだけだ」

「ルティアに危険はないわよ。ジェロイスもついてるんだし、ティファもいるんだから」

「ティファは……彼女は違う」

「何が違うのよ？」

「それは……」

　言いよどむアシュアルドは、どうしてこれほどティファに対してどことなく危機感を覚えているのか、自分でも分からなかった。

　敵だと思っているわけではない。腕うでが立つのも分かっているし、ルティアが傷つけられるとも考えていない。

　ルティアを守ることがアシュアルドにとっての最優先だ。だから、ティファの存在を許容できるはずだった。けれど、どうしても彼女をルティアに近づけるのが嫌だった。

　……彼女が自分といる時より楽しそうだから。笑っているから。だから……。

「要するに、アンタは嫉妬しているのよ、ティファに。ルティアを取られそうだから」

「嫉妬なんか……」

　ふいっとアシュアルドは視線をそらす。

「ルティアはエクセルティーアの生まれ変わりで、家族同然だ。それにティファは女性で、明日には別れる相手だ。嫉妬なんかするはずがない。する意味がない」

「あのなぁ……アシュアルド」

　今まで黙って話を聞いていたディルナーがふぅっと小さくため息をつくと、口を開いた。

「お前の気持ちも分かるから口にしなかったんだが……もうお前一人の問題でもないから今日こそ言わせてもらうぜ。いいか？　エクセルティーアはあくまで聖剣であって、お前の家族なんかじゃない。いい加減に目を覚まして大人になれ」

「あーあ、言っちゃった……」

　固まるアシュアルドの後ろで、サーファスが天を仰あおいだ。

「当然ルティアもお前の家族じゃない。確かにルティアはエクセルティーアの生まれ変わりだろうさ。けれど、それはあくまで前世のことであって、今の彼女は剣ではなく人間だ。お前のエクセルティーアなんかじゃない」

「でも、ルティアは……」

　アシュアルドは言葉を絞しぼり出す。けれど、その先は言葉にならなかった。

　──ルティアは？　彼女は一体何だと言うつもりだったんだ、俺は？

「お前のエクセルティーアは折れた。それがすべてだ。ルティアとエクセルティーアは同じじゃない。人間としての心を持った別の存在だ。皆それが分かっているのに、お前だけが分かっていない。……いや、違うな」

　ディルナーは軽く頭かぶりを振った。そこにいつもの陽気な笑みはなく、苦く渋じゆうに満ちた表情があった。

「お前だって本当は分かっているんだろう？　ルティアがエクセルティーアとは違う存在だってことを。だから両者に対する態度が違うんだ」

「それは……」

「ルティアがエクセルティーアだと判明した直後は舞まい上あがってその違いに気づかなかった。だからルティアに対してエクセルティーアと同じ態度を取っていた。けれどだんだん冷静になってくると、どうしたってエクセルティーアとルティアを同一に見れなくなっていったんだろう、お前は」

　そこまで言うと、ディルナーは顔を顰しかめた。

「その時点で気づいて自覚すればいいものを、お前はあくまでルティアを家族であると思い込もうとした。理由は簡単だ。家族であれば離れなくてすむからだ。自分の気持ちを自覚しなくても傍そばにいられるからだ。だがな、アシュアルド。家族はあくまで家族だ。ルティアが人生の伴はん侶りよとして別の男を選んでも、お前にどうこう言う資格はない。お前とつながっているのはあくまで水の聖剣としての彼女だ。人間のルティアに対してお前はなんの権利も持っちゃいないんだ」

　アシュアルドは唇くちびるを嚙かむ。ディルナーの言う通りだ。つながりがあるのはあくまでエクセルティーアの生まれ変わりであるという部分だけ。人間として生まれ、これからも人間として生きていくルティアに、アシュアルドは何の関わりもない。

「そろそろその鈍にぶい頭でも自覚できてきただろう。まったく、感情の部分ではとっくに自覚しているくせに、頭が自分の想おもいを認めてないって最悪だぞ。いいか？　お前はティファに嫉妬しているんだよ。ルティアが懐いているから。彼女の心を取られそうだと思って危機感を抱いているんだ。性別は関係ない。自分以外の者にルティアが心を傾けるのが嫌なのさ」

「ちょっと待って」

　突然サーファスが言葉を挟んだ。

「ルティアはディルナー、あんたにだって、ジェロイスにだって十分懐いているじゃない？　もちろん、フレイアにも。それはいいわけ？　なぜティファだけダメなの？」

　ディルナーは肩を竦めた。

「それも簡単な話だ。俺やジェロイス、それにお前のこともアシュアルドにとっては家族の範はん疇ちゆうなのさ。家族が家族に懐くのは当然のことで、嫉妬の対象にはならないってわけだ」

「なるほどね」

　サーファスは納得したように、頷くと笑顔になった。

「さっすがディルナー！　アタシの認めた男！　アタシにとってもあんたは特別よ」

「そんな特別いらねぇ！　……って、話の腰こしを折るな」

　ディルナーはげんなりした表情になったが、すぐに唇を嚙みしめたまま立たち尽つくしているアシュアルドに目を向けた。

「今まで異性を特別意識したこともないお前に、急に理解しろと言っても分からないだろうが、アシュアルド。少し思い出せ。ルティアがエクセルティーアの生まれ変わりだと判明する前は、お前にとってルティアは家族ではなく、一人の生身の人間の女の子だった。お前はその他人であるはずのルティアを気に入っていたはずだ。他の女には目もくれないのにどうしてか彼女にはちゃんと気を使っていたし、笑顔も向けていたからな。そのルティアが死んだと思った時、お前はどう感じた？　それを思い出せ」

「ルティアが死んだと思った時……」

　アシュアルドの脳のう裏りにエクセルティーアを胸に突き立てたルティアの姿が浮かんだ。息をしておらず、心臓も動かず、床ゆかに横たわっているルティア。その上でまるで彼女の命を吸ったかのように、折れたはずの剣けん先さきを取り戻したエクセルティーアが浮かんでいた。

　──あの瞬しゆん間かん、俺はずっと切望していたエクセルティーアに触ふれることをなぜだか躊ちゆう躇ちよした。

　ルティアの命を吸い取って復活したように見えたエクセルティーアが、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、恐おそろしく思えた。

　ルティアを守りきれなかったのが悔しくて、悲しくて。エクセルティーアの復活を喜ぶことができなかった。

　──そうか、あの時点で俺は、ルティアのことを、エクセルティーアより……。

「ルティアのところに行ってくる！」

　一言だけ告げると、アシュアルドは宿を飛び出した。
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「ルティア！」

　アシュアルドがまっすぐルティアの方に向かってくる。その目にはルティアしか映っていない。

「どうしたの、アシュ？　迎えに来てくれたの？」

　目の前までやってきたアシュアルドの様子にルティアは首を傾かしげる。わざわざ走ってくるとは、またなにか心配をかけたのだろうか？

　──礼拝堂に行くってサーファスさんに伝言頼たのんだけど、行き違ってしまったのかな？

「ええと、大だい丈じよう夫ぶだよ？　ジェロイスさんもこうして付つき添そってくれた……って、ジェロイスさん？　あれ？」

　見ると隣にいたはずのジェロイスの姿がいつの間にか消えていた。

「……ルティア」

　口をキュッと引き結ぶと、アシュアルドはルティアをじっと見おろす。けれど、いきなりふいっと視線を外してしまった。その顔はほんのり赤く染まっている。

「その……ディルナーの言ったことに全部納得できたわけじゃないんだ。俺は男女のことに疎うといし、家族と仲間への想いしか知らない。異性に惹ひかれて情熱を傾けたこともないから、自覚しろと言われても、正直これだという答えを出せないでいる。でも……ルティアを失うと思うととても苦しい。家族として共にいるために、ルティアを引き留める権利がないのだとしたら……俺は……」

「ちょ、ちょっと、アシュ？」

　──一体なんなの!?

　すべての前ぜん提ていも過程も説明も省いて、いきなり自分の気持ちを吐と露ろしたアシュアルドに、当然ルティアはついていけなかった。

　近くの物もの陰かげに隠かくれて成り行きを見守っていた三人もそれは同様だ。

「おいおい。あいつ、大丈夫か？　ルティア、完全に困ってるぞ？」

　宿を飛び出したアシュアルドを追いかけてきたディルナーとサーファスに、ジェロイスも加わって告白の行方ゆくえを覗のぞき見みしている。
















「配はい慮りよが不十分ですよ、ディルナー。ちゃんと一から説明するように言い含めておくべきでしたね。でも、あのアシュアルドに想いを自覚させたのなら上出来です。あとは我々が上う手まくフォローすればいい」

「あんたたちもたいがい過保護よね。恋こい路じを手伝ってもらわなきゃならないなんて情けないったらないわ。ルティアも先が思いやられるわね。ここでふっておいた方がいいんじゃないの？」

　辛しん辣らつな意見を述のべたのはサーファスだ。ディルナーが眉を顰ひそめる。

「おいおい、サーファス、お前だってアシュアルドを焚たきつけたじゃねえか。それは二人が一緒になった方がいいと思ったからだろ？」

「誤解しないでよね。確かにアタシも二人は一緒にいるべきだと思う。でもそれはあくまで水の聖剣と水の勇者としてよ。人間としてのルティアがアシュアルドを選ぶべきだとまでは思っていないわ。アシュアルド以外の男に恋をしたっていいじゃない。アシュアルドだって、ルティア以外に好きな女の子がいれば、そっちと結ばれてもいいんだし。要するに、余計なお世話だってこと」

　そこまで言うと、サーファスは肩を竦めた。

「まぁ、アタシも今回はあまりに女の子の扱いがなってないから、ついつい口を出しちゃったけどね。でも介かい入にゆうするのはここまでよ。あとは勝手にすればいいわ」

「覗き見しておいてそれかよ。言げん行こう不ふ一いつ致ちという言葉を知らねえのか」

「失礼ね。これは純じゆん粋すいな興味よ！」

　言い合いを始めた二人を、ジェロイスが一いつ喝かつする。

「静かに！　聞こえないじゃないですか！　ルティアが何か言ってますよ！」

　とたんにディルナーとサーファスは口を噤つぐんだ。







　ルティアは困惑していた。アシュアルドが何を言っているのかよく理解できなかったからだ。

　──もしかして、熱でもあるのかな？

「アシュ、大丈夫？」

「……大丈夫、じゃない。正直、どうしたらいいか分からないでいる。でも、ルティア、俺は……」

　かみ合っているようで二人の会話はかみ合っていない。それに気づかないままルティアはアシュアルドの額に手を当てた。

　走ったせいか額はしっとりとしていたが、熱いほどではない。

　この時ルティアは自分からアシュアルドに触れて、くしくもフレイアの「男性に自分を女だと意識させる方法」を全て実践していたわけだが、本人はそのことに気づいていなかった。

　一方、アシュアルドはルティアの柔やわらかな手の感かん触しよくに、無機質エクセルテイーアとは違う存在なのだと自覚させられて、一気に頰に熱が集まるのを感じた。

「熱……は、ないとは思うけれど……って、え……？」

　みるみるうちに真っ赤になるアシュアルドに、ルティアは目を見張った。

　──な、なに？　どうしちゃったの？　熱……じゃないわよね？

　アシュアルドの自分を見つめる水色の目に、熱っぽい光が浮かんでいるのを見て、ルティアはハッとなる。

　ドクンと鼓こ動どうが脈打った。

　いくら恋愛ごとには縁えん遠どおいルティアにも、目の前のアシュアルドが顔を真っ赤にさせているのは熱があるからじゃないことくらい分かる。

　──まるで、これは……

　下ろす機会を逸いつして何となく彼の額に手を当てたまま、ルティアは頰を染めた。

「ルティア……」

　掠かすれた声がアシュアルドの口から零こぼれる。ルティアはますます顔を真っ赤に火ほ照てらせた。目の前のアシュアルドとそっくり同じように。

　──いや、でもちょっと待って？

　乙女おとめのときめき度が上がる一方、ルティアの頭の中に冷静になれと言う声が響ひびく。

　──これはアレでしょ？　いつものやつ！　ドキドキさせておいて、結局アシュはエクセルティーアの方に行っちゃうんでしょ？　私、知ってるんだから！

　悲しいかな、三ヶ月もの間、同じパターンを何度も繰くり返かえしている。

　──今さら騙だまされませんからね！

　そう言い聞かせるものの、ルティアは真っ赤に染まる頰も、期待してしまう自分も止められなかった。

「ルティア……俺は……君を──」

　その時、ルティアとアシュアルドの耳に、悲鳴と切せつ羽ぱ詰つまった声が轟とどろいた。




「きゃあああ！」

「大変だ！　獣の群れが村を取り囲んでいるぞ！」




　ルティアとアシュアルドは思わず顔を見合わせる。二人の脳裏に浮かんだのは、ギルドで聞いた、消えては現れるという魔獣の群れのことだった。

　──まさか。

　二人は同時に弾かれるように村の入り口に向かって走り始める。物陰から飛び出してきたディルナー、ジェロイス、それにサーファスが続いた。
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　外の騒さわぎは礼拝堂にいるティファとカリンの耳にも届いた。

「やはり来たか……」

　ティファは呟いて立ち上がる。その手にはぐるぐると布が巻かれた剣が握られていた。

「サーファス殿下は、彼らだけで街道を移動している時か、総本山の手前の国境線あたりで襲ってくれることを願っていたのだろうが、魔人が群れを操あやつっている以上、それはないだろうというのが、あの方の予想だ。相手に守るべき者が多ければ多いほど襲撃の成功率はあがる。聖剣二振りを相手にするとなれば、卑ひ怯きような手を使わなければ勝ち目はないだろうさ」

「そんな予想、当たらないで欲ほしかったのだけどね」

　やれやれといった口調で呟きながら立ち上がったカリンの手には、月と太陽のモチーフのついた杖つえがあった。神官たちが使う杖だ。

「この杖……還俗した時に本来なら返へん還かんしなければならなかったのに、あの方は万一の時のために持って行けと言われた。……もしかしてこの日、この時のためだったのかしらね？」

「さぁ？　あの方に予知能力はなかったはずだ。だが……」

　何か言いかけたティファだったが、口を閉じて首を横に振った。

「いや、今はそれを論じている場合ではない」

「ええ。村を囲む結界を魔獣たちが破ろうとしているわ。そう長くはもたない。アレはもともと瘴気の侵入を防ぐことしかできない」

「分かっている。外の結界は私が何とかしよう。カリンはさっき伝えた通り、礼拝堂を中心に神聖魔法で結界を張り、村人や巡礼者を守ってくれ。勇者たちが憂うれいなく戦えるように」

「分かったわ」

　カリンが頷くのを確かく認にんして、ティファは扉に向かって歩き始める。けれど、ふと足を止め、振り返って微笑んだ。

「大丈夫だ。カリンの神聖魔法の結界なら、魔人ですらそう簡単に破ることはできない」

　ほんの一瞬目を丸くしたカリンだったが、やがて、にやりと笑った。

「当たり前よ。『神殿の魔術師』と呼ばれたフレイア様には劣おとるかもしれないけれど、私だって正二位にいた神官よ。誰一人傷つけさせやしない。今度こそ私は家族を、新しい故郷を、守ってみせる……！」

　決意溢あふれる声で宣言すると、カリンは手にしていた杖で床をどんと突つき、詠えい唱しようを始めた。礼拝堂に朗々とした声が響き渡る。




『あまねく大地を照らす月と星々　不変の太陽を作りし万ばん物ぶつの王

　生けるすべてのものを司つかさどりし、無限の主あるじ

　我われは請こう　我は願う

　創造主アールゼータよ、我らに加護を与えたまえ』




　カリンの詠唱が終わると同時に、杖を起点にして白い礼拝堂の床にさらに白く輝く円形の魔ま法ほう陣じんが現れる。円や星、対象を現す紋もん様ようを複雑に組み合わせた円えん陣じんだった。

　これこそ、神力を使った神聖魔法の神しん髄ずいの一つ、神力結界と呼ばれるものだ。

　足元で白銀に輝く床を見おろしてティファは微笑を浮かべる。けれどすぐに真顔に戻り、礼拝堂の扉を開けて外に出た。

　外は大混乱に陥おちいっていた。村の入り口付近から人が中心部へ──すなわち礼拝堂の方へと逃げてくる。それでもまだ、礼拝堂の中へ駆け込もうとしている人間が少ないのは、村を取り囲む獣の群れが魔獣だと分かっていないからだ。

　魔力を持たない人間の目には瘴気は映らない。また、辺りが薄うす暗ぐらくなってきていることもあり、たとえ魔力があったとしても、判別しにくくなっている。

　ティファは礼拝堂の外にいる人々に大きな声をかけた。

「礼拝堂、あるいはその敷しき地ちに急いで入れ！　あれは普ふ通つうの獣じゃない、魔獣だ！」

「魔獣？」

「魔獣だって!?」

　彼女の言葉を聞いた村人や巡礼者たちは我先にと礼拝堂へ殺さつ到とうする。逃げ込む人々の波に逆らうように、村の入り口に向かって歩きながらティファは、まるで誰かに語りかけるように呟いた。

「さぁ、我々の出番だ。長らく待たせたな、相棒」

　布でぐるぐる巻きにされた剣が、ティファの手の中でコトリと鳴った。
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　ルティアたちは逃げまどう村人や巡礼者たちをかき分けて、ようやく村の入り口にたどり着いた。そこで見た光景に思わず息を吞のむ。

　ミームの村は獣の侵入を防ぐため、低い柵さくで囲まれている。宵闇色の中、その柵の向こうが光る赤い目でびっしりと埋うまっていた。

「ひええ……」

　最悪の予想が当たったとルティアは暗あん澹たんたる思いで呟いた。

　ルティアには分かる。そしてここにいる者たち全員も分かっているだろう。

　あれはただの獣じゃない。瘴気に冒おかされ、魔属化した魔獣たちだ。一番多いのはロングウォルフだが、一種類だけではなく、ルティアたちにとっても馴な染じみのある、ありとあらゆる森の獣けものたちがいた。

　──一体どれだけいるの!?

　十匹や二十匹の話じゃない。もし村全体がこの規模の魔獣に囲まれているとなると、数百匹はくだらないだろう。

　ルティアたちの目の前にいた魔獣が、いきなり飛び上がって襲いかかってくる。

「っ、下がって、ルティア！」

　アシュアルドがとっさに剣を抜ぬいて撃げき退たいしようとしたが、その前に魔獣は見えない何かに弾き飛ばされた。

「カリン殿の結界が働いているようですね」

　ジェロイスが油断なく構えながら目を細める。カリンが再構築したという魔封じの結界。本来なら瘴気を村に入れないための結界だが、カリンの実力が高いため、これだけの魔獣の侵入も防ぐことが可能なのだ。

「ですが、これはあくまで広こう範はん囲いを守るための簡易的なもの。長くはもたないでしょう。村に侵入されたらどれほどの人間が犠ぎ牲せいになるか……」

　剣を抜きながらディルナーが誰ともなしに尋ねる。

「おい、こいつらはやっぱり各地で目もく撃げきされていた魔獣の群れか？」

「おそらくそうだろうな」

　剣を構えながらアシュアルドが頷く。

「ちっ、大神殿を目指しているとは思っていたが、こんなに早いとはな」

　確かにジェロイスが一昨日おととい地図で説明してくれた時には、最後に目撃された場所から大神殿まで、まだまだ距きよ離りがあった。

　人間の足なら一ヶ月以上、馬を使っても半月はかかる距離だ。いくら魔獣といえど、これほど早く総本山のお膝元まで到とう達たつするとは思っていなかった。

　──それに、最初の村が襲われて以降、魔獣の群れは道中にあった街や村を襲うことなく移動し続けていたと聞く。

　それがなぜ、ここにきてミーム村を襲撃し始めたのか。

「どうして突然……」

　その時、ルティアの後ろから、緊きん張ちよう感かんのない声が響いた。

「あーあ、もうっ。どうしてアタシたちが街道を移動している時とか、周囲に人家がない場所で襲ってくれないのかしら。嫌になっちゃう！」

　驚いてルティアは振り返る。

「……サーファス、さん？」

　サーファスはこんな時なのに、笑っていた。

「でも、まぁ、仕方ないわ。幸いなことにミーム村なら、しばらくは持ちこたえることができるだろうって『聖せい座ざの大神官』が言っていたからね。あとは最善を尽くすのみよ」

「サーファス、てめぇまさか、こうなることを最初から知っていたな!?」

　ディルナーが油断なく魔獣を警けい戒かいしながら、振り返ることなく険しい声を出す。本気で腹を立てているような声だった。けれどサーファスは、ディルナーの怒いかりも意に介かいさずあっさりと答える。

「ええ、そうよ、知っていたわ。だって『聖座の大神官』に忠告されていたもの」

「『聖座の大神官』に？」

「あたしが『聖座の大神官』に頼まれていたのは、何も総本山に連れて行くことだけじゃなかったの。ルティア、あんたをヴォルドに帰さないで王都から連れ出すこともその一つだったのよ。あとは、魔獣の群れを迎むかえ撃うち、消しよう滅めつさせること。それが彼から受けた依い頼らいだったの」

「なぜ、ルティアをヴォルドに帰すなと？」

　アシュアルドが尖とがった声で尋ねる。

「そりゃあ、奴やつらの目的がルティア、あんたを殺すためにヴォルドを襲うことだったからに決まっているわ」

「なっ……」

　ルティアは大きく目を見開く。その答えは、ルティアに大きな衝しよう撃げきを与えた。

　──私を殺すために、ヴォルドを襲う……？

　チッとアシュアルドが舌打ちした。

「そうか。だから、最初に魔獣の群れはロンダールに向けて進んでいたのか」

「あっ」とルティアも心の中で声を上げる。確かに魔獣の群れは、最初はロンダール方面に向けて移動していた。それが急に進路を変えたのだ。

　今ならなぜ魔獣の群れが進路を変えたのかが分かる。ルティアがヴォルドに戻らずに、総本山に向かったからだ。

　総本山に入られてしまえば、強力な結界に守られて襲うことができない。だから、総本山にたどり着く前に、魔獣の群れはルティアたちのいる場所を襲ったのだ。

「そんな……じゃあ、ミーム村が襲われたのは私のせい……？」

「別にあんたが罪悪感を抱いだくことはないわ。悪いのは魔獣やそれを操る魔人であってあんたのせいじゃない」

　自責の念を覚えるルティアをピシャリと一いつ蹴しゆうすると、サーファスは続けた。

「ここが襲われているのはむしろアタシのせいよ。奴らが襲ってくることは分かっていたから、あとはどこで戦うかが問題だったの。できるだけ、無関係な人を巻き込みたくなかったからね。それで寂れたこの街道を選んだんだけど、あてが外れたわ。明日くらいだと思ったのに、予想していたよりも早く来ちゃうし」

　ジェロイスが「はぁ」と深いため息をついた。

「では、移動の魔術が苦手というのは噓うそで、単にやつらが襲いかかれる機会をわざと与えるためだったのですね」

「そうよ。確かに移動の魔術は得意じゃないけれど、普ふ段だんのアタシだったらもう少し効率のいい方法を選んでいたわ。襲ってくださいと言わんばかりに無防備に移動していたら、引っかかるかと思ってたけど、さすがに魔人が操っているだけあって、そううまくはいかなかったみたいね」

「そういう大事なことは最初から言えよ！」

　ディルナーが怒ど鳴なる。サーファスは肩を竦めた。

「だってルティアを囮おとりにするだなんて、あんたたちが承知するわけないでしょ」

「当たり前だ！」

　アシュアルドも怒鳴った。

　一方、当のルティアは前にサーファスが言っていたことを思い出していた。

『後で教えてあげるけど、その時あんたはアタシにものすごく腹を立てるか、ものすごく感謝して土ど下げ座ざするかのどちらかでしょうね』

　あれはこのことを指していたのだ。確かにヴォルドが襲われずにすんだのはサーファスがルティアを連れ出してくれたからだ。あのまま何も知らずに王都から家に戻っていたら、ヴォルドは急きゆう襲しゆうされて、多大な犠牲者が出たに違いない。

　その意味では連れ出してくれて感謝するべきだろう。

　──かといって土下座はしないけれどね！

「だから言わなかったのよ。でも、襲いかかってきたのがこのミーム村だったのが不幸中の幸いだわ。ここには神官がいて、礼拝堂もある。結界も生きている。勝機は十分にあるわ」

　ペロリと舌を舐なめると、サーファスは大地の聖剣セルヴイアースを鞘さやから抜き放って不敵に笑った。

「さて、獣退治といくわよ。文もん句くなら後でいくらでも聞いてあげる。今は結界が壊こわれる前に、何としてもこいつらを倒たおさないといけないわ」

「分かってる」

　アシュアルドは短く答えた後、ルティアを振り返った。

「ルティアは結界の中にいて。絶対に出てはだめだ」

「わ、分かったわ」

　頷くと、ルティアの前にすっと出たサーファスが文句を言う。

「ちょっとぉ、アタシとセルヴィアースだけに働かせるつもりなの？　エクセルティーアも出動させなさいよ。できるでしょ？」

「ルティアが戦う必要はない。あんな光景を見るのは二度とごめんだ」

「想いを自覚したと思ったら急にソレなの？　面めん倒どうくさい男ね、あんたって」

　軽口を叩きながらも油断なく剣を構えて、二人は村の出入り口から外に出た。ジェロイスとディルナーも続く。

　そのとたん、十匹以上もの魔獣が一いつ斉せいに彼らに襲いかかった。

　ルティアは思わず目を閉じたが、次にそおっと目を開けた時には、魔獣は地に伏していた。

「ハッ、魔獣ごときにアタシたちがやられるわけないでしょ！」

　サーファスが叫さけびながらセルヴィアースを振る。その瞬間、セルヴィアースの刀身から淡あわい緑色の光が零れ、周囲にいた魔獣たちを浄じよう化かした。

　その横では、ディルナーが魔術を使いながら巧たくみな剣さばきで魔獣を斬きり伏ふせていた。

　アシュアルドはジェロイスが放つ攻こう撃げき魔術が取りこぼした魔獣を、移動の魔術を使って接近しては斬っていく。瞬またたく間まに辺りは獣の死体でいっぱいになった。

　かわいそうだが、一度瘴気に取り込まれた獣は倒すしか方法がないのだ。

　幸いなことに、村を取り囲んでいる魔獣は瘴気に取とり憑つかれてまだ間がない。長い間時間がたつと「なれの果て」になってしまい、簡単に倒せなくなるが、今ならまだ普通の獣を相手にするように斬り伏せれば倒すことができる。

　そして今この場にいるのは、緑の勇者と、水の勇者、それにかつては魔王討伐の旅に同行した魔術師と剣士だ。魔獣とは戦い慣れていて、負けるはずもない。

　──でも、数が多すぎる……！

　ルティアの懸け念ねんはそのことだった。倒しても倒しても後から後から襲いかかってくる。まるで無む尽じん蔵ぞうに湧わいて出ているかのように。

　懸念はもう一つあった。アシュアルドが戦っている間も、魔獣たちは何度も結界を破ろうと体当たりを繰り返しているのだ。

　パシンパシンと目に見えない力がぶつかっているのがルティアには分かった。

　──だめだわ。このままだと結界がもたない……！

　結界が壊れれば、魔獣は村に侵入して村人や巡礼者たちを襲う。それを助けるためにこちら側の戦力は分断され、数で勝まさる魔獣相手にやがて不利な状じよう況きように陥ってしまうだろう。

　──何とか、何とかしないと……。

　焦あせるが、ルティアは無力だった。持参している薬は獣には効いても、魔獣には効かない。

　ルティアはぐっと拳こぶしを握る。何もできない自分が嫌だった。

　その時、ふとセルヴィアースの声が聞こえた。

（エクセルティーアよ。剣となって、水の勇者と戦え。それが我らの役目だ）

「で、でも、どうやったらいいか分からないの！」

　ルティアは首をぶんぶん横に振った。方法が分かっているなら、手をこまねいて一人安全なところで見てなどいない。

　──できるなら、アシュと一緒に戦いたい。でもどうやってエクセルティーアになれるのかが分からないのだ。

　前の時は無我夢中で、気がついたら聖剣エクセルテイーアと一体になっていたからよく覚えていなかった。……いや、やり方は覚えているが、どうしたらその状態になるのかが分からない。

（方法はそなたの中にある。人間に転生しようと、そなたはエクセルティーアだ）

　セルヴィアースの淡たん々たんとした、けれどどこか諭さとすような響きのある声がルティアの耳じ朶だを打つ。

「方法は……私の中に……」

　──前の時はどうだった？

　ルティアは目を閉じてフラウゼアの王宮神殿で戦った時のことを思い浮かべる。あの時も絶体絶命だった。魔術は使えず、操られて襲いかかってくる人間を避さけるので精せい一いつ杯ぱいだった。

　──私は皆を、アシュを助けたいと思った。

「そうしたら、水アのク石アに呼ばれた……」

（水の石はそなたそのものだ。答えはエクセルティーア、そなたの中にある）

　──私の、中に。

　その時ふと、耳元で水の音が聞こえた。──一滴の水の滴したたる音が。




　──極上エクセの、雫ルテイーアの音が。




　ふと目を開けると、ルティアは自分の身体からだが淡い光を発しているのを感じた。それに呼こ応おうして、アシュアルドの腰にある水の聖剣エクセルテイーアの柄つかにはめ込まれた水の石が光を放つ。

（それが答えだ、エクセルティーアよ）

　──うん、そうだね、セルヴィアース。

　ルティアは一歩、また一歩と前に進み、村の入り口を通り抜けながら思う。不思議なことに、結界の外に出てもルティアに襲いかかる魔獣はいなかった。

　──答えは私の中に最初からあったんだわ。

　皆を守りたい、共に戦いたいという思いが、ルティアの中に眠ねむる極上の雫エクセルテイーアを呼び覚ます。

　──ほら、聞こえる。私の中の雫が目を覚ます音が。

「ルティア、結界の中に戻れ！」

　アシュアルドが、叫ぶ。ルティアの異常に気づいているのに、戻れと言う。

　でもその命めいには従えない。だってルティアは守りたいのだ。みんなを。

　ルティアはアシュアルドの目の前に立つと、手を差し出した。

「アシュアルド、エクセルティーアを渡して。聖剣に戻れば、私はあなたや皆を守ることができる」

　アシュアルドは首を激しく横に振った。

「だめだ。もう、ルティアのあんな姿を見たくない！」

「あんな姿？」

　不思議そうにルティアが首を傾げると、アシュアルドは顔を歪ゆがませた。その顔は年ねん齢れい以上に幼く映り、出会った時の彼を思い起こさせる。エクセルティーアと出会ったばかりの頃の彼を。

「エクセルティーアがルティアの胸に刺ささるところも、君が死んだように冷たくなる姿も見たくないんだ……」

「私は死なない。絶対にアシュのところに戻ってくる。あの時だってそうだったでしょう？」

　ルティアは手を伸ばし、アシュアルドの頰に触れた。

「約束する。私は必ずアシュの傍に戻ってくる。だから私に皆を守らせて欲しいの」

「……」

　しばらくの間アシュアルドは無言で口を引き結んでいたが、やがて顔をあげて言った。

「約束だよ、ルティア」

「ええ、アシュ」

「ちょっとあんたたち！　このクソ忙いそがしい時にイチャついてないで、さっさとエクセルティーアを呼びなさい！」

　魔獣を斬り伏せながら苛いら立だたしげにサーファスが叫ぶ。ルティアとアシュアルドは思わず顔を見合わせてくすっと笑った。

「ルティア。必ず戻ってきて」

　アシュアルドは腰から鞘ごとエクセルティーアを抜いてルティアに差し出す。ルティアは両手で受け取りながら頷いた。

「うん。必ず」

　後ろに数歩下がってから、エクセルティーアを鞘から抜いた。ルティアの身体同様に淡く光を放ちながら、エクセルティーアの刀身が姿を現す。その剣先はあの日に折れたままだ。

　ルティアは持ち手をかえて柄を握り直し、自分の胸にエクセルティーアの、今はない切っ先を当てると、そのまま一気に押し込んだ。

　ずぶりとルティアの胸の中にエクセルティーアの剣身が埋まっていく。痛みはない。ただただ、熱かった。

　目を閉じて、ルティアは自分の中の雫を呼び覚ます。

　──さぁ、エクセルティーア。目を開けて。あなたの勇者アシユアルドが待ってる。

　次の瞬間、ルティアは意識が遠のくのを感じた。
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　アシュアルドは崩くずれ落おちるルティアの身体を受け止めた。

「ルティア……」

　ルティアは目を閉じている。眠っているようだが、その機能は完全に停止し、呼吸もしていない。心臓も止まっていた。

　大丈夫だとルティアは言ったが、アシュアルドに言わせれば、一度死んで、エクセルティーアに命を与えているようなものだ。

　覚かく悟ごしていても、アシュアルドには辛つらい瞬間だった。

　──早く目を開けて、水アのク石アのような瞳に俺を映して欲しい。

　でもその前に、なすべきことをしなければならない。

　ルティアの頰にそっと触れて、アシュアルドが囁ささやく。

「ルティア、必ず俺の傍に……」

　それからアシュアルドは歯を食いしばりながら、ルティアの胸に埋まっているエクセルティーアの柄に手をかけた。

　その時を待っていたとばかりに、水の石が光を放ち、周囲にいた魔獣を吹き飛ばす。そのまま魔獣は浄化され、消えていった。

　ルティアの胸からエクセルティーアが引き抜かれていく。やがて、折れたはずの剣先を取り戻した完全な聖剣が姿を現した。

（ようし、完全復活……！）

　耳にルティアの……いや、エクセルティーアの元気な声が響き、アシュアルドの気き鬱うつを一瞬にして払った。

　──やっぱりルティアは、ルティアなんだな。

（さっさとこいつらを倒してしまいましょう、アシュ！）

「そうだね、エクセルティーア」

　思わず苦笑を浮かべると、アシュアルドは移動の魔術を使いルティアの身体を村の入り口──結界の中にそっと横たえると、立ち上がる。それからエクセルティーアの柄をぎゅっと握り、決意に溢れた声で宣言した。

「いくよ、エクセルティーア。皆を守ろう」

（ええ、アシュ！）

　結界の外に出たアシュアルドは聖剣を大きく振り下ろす。その瞬間、エクセルティーアの切っ先から水が回転しながら噴ふき上がり、たちまち大きな渦うず巻まきとなって周囲の魔獣を大量に巻き込んだ。渦巻きは魔獣を浄化しながら天に向かって弧こを描えがくように立たち昇のぼり、やがて細くなって消えていった。あとには何も残らない。水の力で根こそぎ浄化されてしまったのだ。

「すげえ……！」

　ディルナーが感かん嘆たんの息を漏もらした。その隣でサーファスがムッとなって叫ぶ。

「何よ、アタシだってすごいんだから！　セルヴィアース、いくわよ！」

　言うなりサーファスは地面にセルヴィアースを突き立てる。すると地面が轟ごう音おんを立てて割れ、地上にいた魔獣たちを吞み込んでいく。それだけではない、地面の割れ目から蔓つるのようなものが伸びて魔獣に絡からみつき、地の底に次々と引き込んでいった。
















　やがてサーファスが剣を引き抜くと、割れ目は轟音を立てて元に戻っていく。けれど地中に吞み込まれた魔獣たちは、二度と出てくることはなかった。

「どうよ、ディルナー、アタシたちの力は！」

　サーファスは胸を張ったが、ディルナーは乾かわいた笑いを浮かべる。

「お前とセルヴィアースの技わざはエグイな……」

「なんでよ！　失礼ね！」

「分かってはいましたが、聖剣の力とはすごいものですね」

　ジェロイスが苦笑する。そのすぐ近くでは、アシュアルドとエクセルティーアが水の力を使って片かたっ端ぱしから襲ってくる魔獣を浄化していた。

　けれど、それだけの大おお技わざを使って浄化し続けているのに、魔獣は次から次へと姿を現し、襲いかかってくる。

「ちっ、キリがないわね！」

　忌いま々いましそうに舌打ちすると、サーファスはアシュアルドに言った。

「アシュアルド、エクセルティーア！　こいつらに指示を与えている魔人を捜さがして！　隠れていて気配は見せないけれど、必ずどこかにいるはずよ！」

「分かった！」

　けれど魔人の気配を、アシュアルドも、エクセルティーアでもつかめないでいた。

（どこ？　どこにいるの？　急がないと結界が……）

　魔獣は相変わらず結界を壊そうと体当たりを続けている。エクセルティーアの感覚でも、もう結界が耐たえられないところまできているのが分かった。

（魔人はどこに……）

　指示を与えている魔人さえ倒してしまえば、ひとまず結界を壊される心配はない。

　ところが、そうこうしているうちに懸念が現実のものとなった。キーンという耳みみ障ざわりな音が響き、エクセルティーアは結界が壊れる音を聞いた。

「しまった、結界が……！」

　ジェロイスが気づいて、補強するために慌あわてて村の入り口に戻ろうとする。けれど、襲いかかる魔獣に遮さえぎられて思うように進めない。

　魔獣たちは結界が壊れたのを感じ取ったのか、一斉にそのほころびに向かって飛びかかる。




　──次の瞬間。




　炎ほのおが上がった。村を囲む結界を、さらに取り囲むように炎が上がり、今しも結界を越こえようとした魔獣たちの身体を焼やき尽つくす。

「これは……」

　アシュアルドは後ろを振り返り、薄うす闇やみの中ごうごうと燃え盛る炎を呆ぼう然ぜんと見つめた。

（……浄化の炎……？）

　エクセルティーアはいち早くその炎がただの炎ではないことに気づく。

　一見、柵が燃えているように見えた。けれど炎は柵を燃やすことなく、魔獣だけを焼き尽くしている。

　凜りんとした声が辺りに響き渡った。

「お待たせしました。結界はもう大丈夫です。私の炎の結界で補強しましたから」

　ハッとしてアシュアルドが振り向くと、村の入り口で燃え上がる炎を背に、剣を手にした麗れい人じんが立っていた。

　麗人──ティファは、にっこりと笑う。

「村人や巡礼者たちは、ほぼ全員礼拝堂に避ひ難なんしました。もし魔獣が炎の結界を越えることがあっても、礼拝堂にはカリンの強力な神力結界が張られています。魔獣ごときに破られることはありませんので、ご安心ください」

「あなたは一体……」

　ジェロイスが驚きを隠せない様子で、ティファを見つめた。

　一方、エクセルティーアはティファではなく、彼女の手にしている剣に驚きを隠せずにいた。炎をモチーフにした独特の形と、柄に埋め込まれた火の石イグニスが、その剣が何物であるかを示している。

（アーデンティスフレア!?）

　エクセルティーアとセルヴィアースの声が重なった。

　火の聖剣、アーデンティスフレア。「灼しやく熱ねつの炎」を意味する名を持つ、火を司る聖剣だ。

「アーデンティスフレア？　ティファが手にしている剣が？」

　アシュアルドがエクセルティーアの声を聞いて、驚いたように見つめる。

（ええ。でも、今の今までアーデンティスフレアの力や気配なんて感じなかったのに……どうして？）

　理由はすぐに分かった。よく見れば、アーデンティスフレアの鞘と柄にまたがるように封ふう印いんの紙が貼はられているからだ。おそらく気配と力を断たつための封印だろう。

　魔獣を斬り伏せながら、ディルナーが鋭するどい声でティファに問う。

「この結界をただの傭兵が作り出せるわけがない。あんた何者だ？」

「偽いつわりの身分を口にしたことをお許しください。私はティファ・イレイス。大神殿で聖せい騎き士しとして『聖座の大神官』に仕えている者です」

「聖騎士だと！」

　ディルナーが驚きの声をあげる。

　聖騎士とは神殿の要人の警護に当たる聖騎士団の団員のことをいう。剣けん術じゆつと神聖魔法の両方に秀ひいでた者しかなれないという聖騎士は、精せい鋭えい中ちゆうの精鋭だ。

「どこで見たのか思い出したわ。大神殿でアタシ、あんたとすれ違ったことがあるんだわ。一度だけだけど、『聖座の大神官』のところで」

　サーファスの言葉にティファは頷く。

「はい。そうです。サーファス殿でん下か」

「だから殿下はよしてって。聖騎士のあんたが、どうしてここへ？　……いいえ、愚ぐ問もんね。彼に言われて来たのね」

「はい。殿下たちを人知れず支し援えんしろと聖座様の命を受け、失礼ながらこのような形を取らせていただきました。できるなら、私の素す性じようは知らせないままで──と思いましたが、予想外に魔獣の数が多く、こうして出てきてしまった次し第だいです」

　言いながらティファはアーデンティスフレアの封印に手を伸ばす。

「謀たばかったお叱しかりは後ほど受けます。今はこの魔獣たちを倒すのが先決です。……さぁ、私の相棒。窮きゆう屈くつな思いをさせてすまなかったね」

　優しく囁きながら、ティファはアーデンティスフレアの封印を破る。そのとたん、エクセルティーアの耳に、どこか尊大な口調の声が響いた。

（ようやく妾わらわの出番じゃな！　声も出せない、同どう胞ほうに存在を知らせることもできない、まこと窮きゆう屈くつであったわ！）

（……そなたは開口一番にそれか。相変わらずうるさいくらいに声のでかい奴だ）

　セルヴィアースがやや呆あきれたような口調で呟くと、アーデンティスフレアは即そく座ざに言い返した。

（何を言う。そなたの声が小さいだけじゃ！　そなたこそ何百年ぶり……いや、千年単位で久々に顔をそろえた同胞になんという言い草。恥はじを知れ、セルヴィアース）

　聖剣同士で言い争いが始まりそうになり、エクセルティーアは慌てて割り込んだ。

（今は言い合いをしている場合じゃないわ。魔獣と、奴らを操っている魔人をどうにかしないと）

（おお、エクセルティーア、久しぶりじゃの。魔人については妾わらわがいるのだから、大船に乗った気でいればよい。きっとすぐにボロが出るであろう）

　その自信はどこからくるのか──そうエクセルティーアが突っ込みを入れようとしたその時、鋭い感覚が魔人の動どう揺ようする気配を嗅かぎ取とった。

「火の聖剣が顕けん現げんしているだと……？」

　魔人は明らかにアーデンティスフレアの出現にうろたえていた。その反応は魔属側でも火の聖剣の顕現をまったく把は握あくしていなかったことを示していた。

（アシュ！　魔人を見つけたわ、空よ！）

　エクセルティーアは空中を指し示す。剣なので実際に指し示したわけではないが、指を差すイメージを投とう影えいすると、アシュアルドはそのイメージを的確に受け取る。

「よし、分かった」

　アシュアルドはエクセルティーアを握ったままその場から移動の魔術を使い、姿を消した。

　一方、魔人の気配にはセルヴィアースもアーデンティスフレアも気づいていた。そして魔人も聖剣に己おのれの存在を知られたことが分かっていた。

「急いで火の聖剣の存在をクロード尊そん師しにお伝えせねば……！」

　魔人はすぐさまこの場を退しりぞき、主のもとへと向かうつもりだった。けれどその前に逃とう亡ぼうの気配に気づいたサーファスが動く。

「逃がさないわよ！」

　彼はセルヴィアースを下から掬すくい上あげるように振るった。するとどこからともなく一本の蔓が出現し、魔人の身体に絡みつく。

　隠いん匿とくの術を使えなくなった魔人の姿が晒さらされる。黒いローブ姿の男だった。

「……あのローブ、色こそ黒ですが、神官が使っているものと同じ……？」

　ジェロイスが目ざとく気づいて目をすがめる。

「くっ……」

　逃げようとした魔人は空間の中に紛まぎれ込こめなくなっていることに気づく。この蔓のせいだ──そう思った時、一条の赤い光が空を舞い、魔人の喉のどを射い抜ぬいた。アーデンティスフレアの火の石イグニスから放たれた光だった。

（声が出せなかった八つ当たりじゃ。とくと味わうがいい）

「っ……！」

　魔人は苦痛の声も出せなかった。なぜなら、射抜かれた喉が浄化され消失しつつあったからだ。

　空中で声にならない悲鳴をあげる魔人の頭上にアシュアルドが姿を現す。

「消え去れ……！」

　アシュアルドはそのままエクセルティーアを振り下ろした。

　蔓ごと両断された魔人は、その場で声もなく消えていった。すでに瘴気に長期間取り憑かれ、「なれの果て」になっていたのだろう。血も出なければ、骨も残らない、完全な消失だった。

「魔人は倒したけど、まだ終わってないわ！　こいつらを一匹たりとも残さず始末するわよ！」

　サーファスの檄げきに、アシュアルドは慌てて地上に下りる。

　──そうだわ。まだ終わっていない。一匹でも魔獣に逃げられたら、被ひ害がいが出る。

（アシュ、残りちょっとよ。頑がん張ばろう！）

　エクセルティーアの言葉に、アシュアルドは頷いた。




　やがて夜の帳とばりが下りる頃、最後の一匹がエクセルティーアの手で浄化された。







　最後の一匹がいなくなったのを確認して、ティファは炎の結界を解く。

　ルティアが横たわる村の入り口に小走りで向かいながら、アシュアルドはエクセルティーアを鞘に収めた。

　とたんにルティアは息を吹き返し、ぱちりと目を開ける。アシュアルドはホッと安あん堵どの息をつきながら、ルティアの傍に跪ひざまずいて微笑みかける。

「よかった……」

　アシュアルドは手を伸ばして、ぎゅっとルティアを抱きしめた。

「温かい……。よかった、無事に俺のところへ戻ってきてくれて」

「アシュったら、ちゃんと戻るって約束したでしょう？」

　ルティアはくすぐったく思いながら、アシュアルドの背中に手を回して抱きついた。

「私は大丈夫よ。寝っ転がっていただけだもの。アシュこそ、怪け我がはない？」

「ルティアが……エクセルティーアが守ってくれたから、大丈夫だ」

「よかった」

　互いのぬくもりを身体に感じながら二人はしばらく無言で無事を嚙みしめ合う。

　やがて顔をあげ、アシュアルドが腕の力を緩ゆるめながら言った。

「そういえば、また言ってなかったな。……お帰り、ルティア」

　数回瞬まばたきしてから、ルティアは笑顔になった。

「ただいま、アシュ」

　明るい笑みを見て、アシュアルドも口元をほころばせる。

「ルティア、立てるかい？」

「うん……でも、少し疲れた、かも？」

　戦ったのはあくまでアシュアルドであり、エクセルティーアだったが、なぜかルティアも戦せん闘とう後の虚きよ脱だつ感かんに襲われていた。

　──本当。大変な夜だったわ。

　アシュアルドに支えられて身を起こすと、アーデンティスフレアを鞘に収めたティファがルティアの前に出て跪いた。

　ルティアは無言で頭を下げたティファをまじまじと見つめる。

「……ティファさんが、火の勇者だったんですね」

「はい。一年ほど前に、アーデンティスフレアの使い手となりました。そのことを隠し、さらに傭兵などと素性を偽ったこと、お詫わび申し上げます。ルティア様」

　──ルティア……様？

　いきなり様付きで呼ばれてルティアは困惑する。

「あの……ティファさん？　別に様は付けなくても……」

　頭を下げたまま、ティファは生き真ま面じ目めに答える。

「いいえ。ルティア様は聖剣使いにとっても、また、聖座様にとっても特別なお方です」

「いや、その……特別というほどでもないですし、様なんて言われ慣れていないので、できればこれまでと同じに呼んでもらえたら……」

　ところがティファは、ルティアをどうあっても様付けで呼びたいらしい。
















　──まぁ、それはいいや、横に置いておこう。

　諦あきらめたルティアは、改まった口調でティファに尋ねた。

「ティファさんは、『聖座の大神官』の命令で、私たちの手助けをするために来た……で合ってますよね？」

　ティファは顔をあげて頷く。

「はい。魔獣の群れがルティア様を狙ねらって現れるのが分かっていましたから。私の役目は皆様に加勢して、魔獣の群れとそれを操る魔人を討伐すること。そしてルティア様を無事に聖座様──いえ、あえて言わせていただきますね──お父君の元へ送り届けることです」

　ルティアは予想もしなかった単語を突然出されて固まった。

　そしてそれからたっぷり十秒以上経たってから口を開く。




「────は？」




　自分の聞いた言葉がなかなか頭の中に浸しん透とうしなかった。

　──今ティファさんは何て言った？　……お父……君？




「はああああ!?」




「聖座の大神官」の正体はエクセルティーアの知っている「彼」で間違いないだろう。けれどその「彼」がルティアの父親だと、誰が予想できただろう。

　思いもかけない存在の登場に、ルティアの素すっ頓とん狂きような声が星空の下に響き渡った。
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　同じ頃、星一つない真っ暗闇の中で、クロードは報告を受けていた。

「……そうか。ルーグは失敗し、消滅してしまったというわけだね？」

「はい、それに火の聖剣が顕現しているのを確認いたしました」

　黒いローブを身に着けた部下が、頭を下げながら報告する。いつもは冷静な部下の声も、いつになく乱れていた。

「クロード尊師、いかがいたしましょう。水の聖剣、大地の聖剣のみならず火の聖剣まで……」

「うろたえる必要はないよ。魔王様が目覚め、魔剣が手に入れば聖剣など恐るるに足らず。初代にして最強と名高い魔王アーロイは、かつて魔剣を手に、五振りの聖剣と渡り合ったという話だ。我らの魔王様も、魔剣さえ手に入れば誰にも負けはしない」

「はい。その通りでございます」

　クロードは部下を見下ろして、命じた。

「トゥマに送り込んだ同志たちに魔剣の探たん索さくを急がせなさい。魔剣は冒ぼう険けん者しやギルド本部の地下深くに封印されているという。必ずや捜し出し、魔王様に献けん上じようするのです」

「はっ！」

　部下は頭を下げたまま、命令を実行するためにその場から消えた。

　一人闇の中に佇たたずむクロードは、天に向かって手を差し出しながら呟いた。

「魔王様。二十年前も、そして今もあなたは遠い。この手にあなたの手を重ねられる日はいつになったら訪れるのだろうか？」

　ひそやかな問いかけに、答える声はなかった。
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　バイロイド・ジスタージュはその日、トゥマにある冒ぼう険けん者しやギルドの本部で開かい催さいされる会合に出席していた。

　今回の緊きん急きゆう会合の議題はもちろん、移動を続ける魔ま獣じゆうの群れへの対応についてだ。群れの目的地、予想経路図の作成。討とう伐ばつ隊たいを組むことはあらかじめ決まっていたので、その人選と規模についての議論が熱く交かわされていた。

　当初、バイロイドは会合に出席する予定ではなかった。魔獣の群れの進行予想地に彼がギルド支部長を務めている地方都市ヴォルドがあったからだ。

　ところが魔獣の群れは進行方向を変え、ヴォルドにやってくる危険がなくなった。そこで急きゆう遽きよ会合に出席することにしたのだ。

「やれやれ……」

　会合が急に解散になり、バイロイドはため息をつきながら会場を離れた。

　白熱していた会合がいきなり中断になったのは、まさに討伐隊の人選が終わった直後にもたらされた緊急報告のせいだ。

『魔獣の群れがラダ国の北部国境近くのミーム村に出現。その場に居合わせたＳ級冒険者、ならびに聖せい剣けんの勇者によってすべて討伐。怪け我が人にんはいるものの、村人に犠ぎ牲せい者しやはなし』と。

　討伐隊の必要がなくなったので、調査団を派は遣けんすることだけを決めて解散となったのだ。

　──あいつら……。

　バイロイドには、報告にあったＳ級冒険者や聖剣の勇者に嫌いやというほど覚えがあった。十じつ中ちゆう八はつ九く、アシュアルドとディルナー、ジェロイス、それに緑の勇者だろう。

　──勝手に人の娘を連れ回し、揚あげ句くに戦せん闘とうに巻き込みやがって。

　ヴォルドに戻るはずだったルティアが、突とつ然ぜん大だい神しん殿でんの総そう本ほん山ざんに皆みなで行くことになったと連れん絡らくが来たのは、数日前のことだ。

　もちろん、許可など出していないが、バイロイドが知ったのはもう出発した後のことだった。

　──帰ってきたら覚えてやがれ。

　安あん堵どするやら腹が立つやらで、バイロイドの足運びがつい荒あらくなった。

「おーい、バイロイド！」

　本部の廊ろう下かをズカズカと歩くバイロイドに声がかかる。

　──この声は……。

　足を止めて振り返ると、がっしりとした体格の初老の男が笑いながら立っていた。

「グンター支部長」

　つい慣れた呼び方を口にしてから、バイロイドは「あっ」と口を押さえる。男がギルドの支部長をしていたのはずいぶん昔のことだ。

「すみません。今はギルドの運営本部の東部総そう括かつ部長でしたね、グンター部長」

　バイロイドの謝罪をグンターは豪ごう快かいに笑い飛ばした。

「構わねえよ。支部長だった時の方がはるかに長いんだ。それよりバイロイド、お前も大変だな。娘のことだけじゃなくて、とんでもないもの抱かかえ込こんで」

　グンターの言うとんでもないもの、とはＳ級冒険者の二人……いや、より正確に言うなら水の勇者アシュアルドのことだ。

　元勇者で、現Ｓ級冒険者のアシュアルドはギルド本部でも要注意人物となっていた。

　バイロイドの口元に苦笑いが浮うかぶ。

「まぁ、仕方ありませんよ、娘のこともあるし。それにあいつとは昔からの知ち己きですから」

　ギルドの運営本部にいるグンターは、アシュアルドが水の勇者であることを知っているし、バイロイドの養い子が水の聖剣エクセルティーアの生まれ変わりである事実を知っている、数少ない人間の一人だった。

「そうか、そうだったな。……時にバイロイド、この後は暇ひまか？　時間があるなら少し年寄りの話に付き合ってくれ」

　言いながらグンターはグラスを口元に運ぶ動作をする。バイロイドは笑いながら頷うなずいた。

「はい。ちょうど俺も酒を飲みたい気分でした」

　二人は本部の建物の近くにある、冒険者御ご用よう達たしの酒場に腰こしを落ち着けた。しばらく酒を飲みながら共通の昔話に興じていたが、いきなりグンターは、真面目な口調で言った。

「バイロイド。実は俺には気になることがあってな。……聞いてくれるか」

「はい」

「今回の魔獣の群れの事件。それから三ヶ月前に起きたフラウゼアの乗っ取り事件。この二つの事件に出てきた魔ま人じんの話がどうも俺の記き憶おくに引っかかっててな。そうしたらある時、ふっと思い出したんだ。それからもう気になって仕方ねぇんだ」

「思い出したこと？」

「二十年前、アーロイの地に魔ま王おうかもしれない魔ま属ぞくがいるという噂うわさが出て、ギルドと大神殿が合同調査団を派遣したことは覚えているか？」

「ええ。もちろんです」

　バイロイドは頷いた。直接関わりがあったわけではないが、大事件だったので忘れようと思っても忘れられない出来事だ。

「確か、調査は当初ギルドだけで行うはずだったのが、大神殿側の強い要望で双そう方ほうから調査員を派遣して合同でやることになったんでしたね」

　グンターは強い酒をぐいっと呻あおってから、ため息をついた。

「強い要望と言えば聞こえはいいが、要するに大神殿が無理矢理ねじ込んできたわけだ。それで大調査団が組まれることになった。旅慣れていない神官の連中を補ほ佐さするために、ギルドはＡ級冒険者やＳ級冒険者を大量に投入した。それなのに……」

「魔獣に襲おそわれて全ぜん滅めつした」

　バイロイドにとっても忘れられない大事件になっているのは、それほどの大人数があっという間に全滅したからだ。

「そうだ。お前も知っている通り、当時俺はアーロイの地から一番近い街のギルド長をしていた。その関係で立ち寄った調査団とも顔を合わせたんだが……大神殿側の調査団にえらくきれいな神官が数人いたのを覚えている。もちろん男だが、ギルドは荒くれ男ばっかりだからな。場違いもいいところで、それでなんとなく覚えていたんだろうな。こんな優やさ男おとこたちがこれから魔獣が跋ばつ扈こするアーロイの地に行って無事に帰ってこれるのかと不安にもなった」

「予感は的中したわけですね」

「ああ。調査団がギルドを発たった翌日、調査団にいたＳ級冒険者の一人が血まみれで戻ってきた。アーロイに足を踏ふみ入いれた直後に魔獣の群れに襲われたという。俺はギルドにいた冒険者をかき集めてアーロイに向かった。現場に着いた時には魔獣の群れはもうどこかに移動していて影かげも形もなかったが……酷ひどい有あり様さまだった。あたり一面、死体で血だらけだ。魔獣の遺体も転がっていたが、圧あつ倒とう的てきに人間の方が多かった。しかも一人として無傷な遺体はなかった」

　当時のことを思い出したのだろう。酒の入ったグラスを持つグンターの皺しわの刻まれた手が、小刻みに震ふるえていた。

「俺たちは魔獣を警けい戒かいしながら、できるだけ遺体を回収しようとした。その時にな、ふと違い和わ感かんに気づいたんだよ。遺体が足りないんじゃないかと。遺体は五体満足じゃなかったから定さだかじゃないが、回収できた遺体が調査団の人数より少なかったのは確かだ。ただ、その時は魔獣の巣にでも引きずられていったのかと思い、たいして気にも留とめていなかった。それどころじゃなかったからだ。だが……」

　そこでグンターは一度言葉を切り、息を吸うと言葉と共に吐はき出した。

「フラウゼアを乗っ取った魔人の容姿を聞いて、思い出したんだ。似たような容姿の別べつ嬪ぴんさんが神官として調査団に参加していたことを──」

　グンターが何を危き惧ぐしているかを悟さとって、バイロイドは息を吞のんだ。

　フラウゼアを乗っ取った魔人は神官としてフラウゼア神殿に所属し、あまつさえ神聖魔ま法ほうを使用していたという。

「まさか……。グンター支部長、もしや遺体がなかったという中に……その神官が……」

「そのまさかだ。別嬪さんと、その上司であるクロード大神官、それに大神官に付き添っていた神官たちの遺体は、あの中に見当たらなかった。……なぁ、バイロイド。俺はそれを思い出して以来、夜も眠れねぇ。今、魔王を復活させようと暗あん躍やくしている魔人たちはもしや……。そう、考えるとな」

　バイロイドはグンターと同様、自分の顔も青ざめてくるのを自覚しながらゴクリと言葉を吞む。容易に口に出せないし、出してはいけない言葉だった。




　二十年前に魔獣に襲われて死んだはずの神官たちが、魔属化しているなどと。




　この世界で最も聖なる場所である大神殿に所属する神官が、魔人になったなどと知れたら──。

「二十年前、遺体が少ないことを疑問視して、俺がもっとよく調査していたら……そんなふうに考えてしまう。そのせいで俺は、このことを本部にも言い出せないでいる。なぁ、バイロイド。俺はどうしたらいい？」

「……グンター支部長……」

　声をかけようとしたその時、バイロイドは足元から突つき上あげられるような振しん動どうを感じた。建物がガタガタと揺ゆれる。

　グンターが顔をあげた。

「……地じ震しんか。最近、地震が多いな、トゥマは。何かの前まえ触ぶれでなければいいが……」

　長い間前線で戦ってきた自分よりはるかに優すぐれた勘かんを持つ大だい先せん輩ぱいの言葉に、バイロイドは嫌いやな予感をひしひしと感じていた。




　バイロイドは知らない。

　自分の足元のはるか下の地中に埋うまっている一振りの剣が、不気味な光を発していたことを。
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　バイロイドが地震を感じていたのと同じ時刻。闇やみ夜よに包まれたアーロイの大地も揺れていた。

　地震はすぐに収まり、大地は静けさを取り戻す。

　けれど、蔦つたで覆おおわれ、氷こおり漬づけになった廃はい城じようの一室で、小さな変化が起こっていた。

　玉座に座すわる黒い人物を覆っていた分厚い氷がピシッと音を立てる。氷の一角に一筋の亀き裂れつが入っていた。

　亀裂はそれ以上大きくなることはなかったが、時が止まっているはずの部屋に起きた小さな変化は、世界に少なくない影えい響きようを与える出来事だった。

　けれどそれを知る者はいない。

　気づく者さえいない。

　封ふう印いんを施ほどこした水の勇者、緑の勇者、それに魔王の胸を貫つらぬく銀色の欠片かけらの主ぬしたる水の聖剣さえも。




　魔王の城は再び闇に飲まれ、静せい寂じやくの底に沈んでいった──。
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　拙せつ作さくを手にとっていただいてありがとうございます。富と樫がし聖せい夜やです。

　聖せい剣けんが人にん間げんに転てん生せいしてみたら（略）の二巻を出すことができました。これも応援してくださった皆様のおかげです。ありがとうございます。

　さて、二巻目の今回は新しいキャラが出てきたり、当座の敵の正体がおぼろげながら見えてきたり、いよいよ真の敵である魔王誕生の秘密と聖剣との関わりが分かったりする、伏線てんこ盛りの展開となっております。

　そんな中で、ヒロインのルティアは相変わらず聖剣の本体ラブな勇者アシュアルドに生身の女の子の良さを教えなければならなかったり、知らせたくない真実を話せと言われたり、緑の勇者に肌の手入れをしていないと怒られたり、女おんな傭よう兵へいに懐なついたりと忙しく頑張っております。

　おかげでアシュアルドの方にも少し心の変化が起こるわけですが、聖剣と勇者という過去の関係が邪魔をして、そう簡単に恋愛の方には進みません。三歩進んで二歩下がっております。

　この三歩進んで二歩下がるという現象は、一巻でも実は起こっています。フラウゼアに行って聖剣の転生だと分かる直前まではルティアとアシュアルドの仲は恋愛の方向に進んでいたものを、エクセルティーアだと分かったとたん、二人の間に芽生えかけていた恋愛関係は後こう退たいしてしまったわけです。今回もルティアの頑張りと外的要因もあってアシュアルドが一歩先に進むのですが、そこに恋愛どころじゃない事件が起こり──。うやむやのまま次巻に持ち越しになってしまいます。

　ただ、二歩下がってはいても、確実に一歩一歩二人の仲は進んでいるので、アシュアルドにはこの先も頑張ってもらう予定です。

　さて、今回も引き続いて前回の主要キャラが出てきます。それに加えて緑の勇者＆セルヴィアース、それに女傭兵とネタバレなので詳しく書きませんが他にも新キャラが出てきて非常に賑やかになりました。一気に人数が増えた分、一人一人の出番が減るわけですが、濃いキャラのせいか、それほどがくっと出番が減ったキャラはいないような気がします。強いていえばアシュアルドがおとなしい感じですが、これはルティアが彼の奇き行こうに慣れたせいであって、依然として変態行為は続いております。エクセルティーアとは一緒に寝ているし、風呂にも持ち込んでいたりします。

　ただプロローグにあるように、彼には彼なりの理由があってエクセルティーアに執しゆう着ちやくしています。ただの変態ではないんだよという部分を少しだけ分かっていただけたのではないかと。

　一方、若干影が薄くなりかけているアシュアルドを食わんばかりに出番が増えたキャラもいます。そうです。緑の勇者です。ああいうキャラ設定なので少し出番を控えさせていたのですが、編集担当さんのアイデアで少しずつ出番が増えていき、なんだかんだで目立っております。

　狂きよう言げん回まわしとまではいかないまでも、話をかき回して先に進めてくれるキャラなので使い勝手いいんですよね。ルティア＆アシュアルドの保護者二人と、突き放しつつつい面倒見てしまう緑の勇者はなかなかいい組み合わせなのではないかと思っております。

　今回出てくる完全な新キャラ、女傭兵ティファともう一人（？）、相あい棒ぼうの彼女。この二人は今後もルティアとアシュアルドたちに関わっていくことになります。アシュアルドより男前のティファとその相棒。後半の戦闘シーンはまさしく彼女たちのためにあるようなものです。特にティファは宝塚の男役を意識して格好良く、でも男っぽくはない中性的なキャラになるように心がけました。書いていてとても楽しかったです。

　最後に、名前と台詞せりふだけ出てくる新キャラ、謎めいた「聖せい座ざの大だい神しん官かん」。ルティアはおぼろげながらその正体に心当たりがありそうです。彼の正体と、二千年前の事件、つまり闇の勇者の事情は次回、本人の口から語られることになるでしょう。別途、思いもよらない関係が最後の最後で暴露されましたが、そのあたりの事情も次の巻で皆様に披露したいと思います。

　私はもともと世界観と設定を作るのが好きで、そのために小説を書いているようなものですが、この作品はその中でも中二病的な設定をこれでもかと盛り込めるので、非常に楽しく書かせてもらっています。六つも聖剣と勇者がいるので、それぞれ名前を考えるのは大変ですが、それもまた楽しいです。

　次回も中二病的な設定てんこ盛りで伏線を回収していきたいと思います。




　イラストのカスカベアキラ先生。今回もとても素敵なイラストありがとうございました！　先生の描く緑の勇者は格好よくて美人なので見るたびにドキドキしております！

　そして最後に担当様。毎回ご迷惑おかけしてすみません。何とか書き上げることができたのも担当様のおかげです。ありがとうございました！

　それではいつかまたお目にかかれることを願って。





富樫聖夜













水の勇者の日常　　著／富樫聖夜









　水の勇者アシュアルドの朝は早い。

　彼が家の周囲に張り巡らせた結界に何かが触れる気配がして、パチっと目をあける。

　上半身を起こし、傍らに置いた水の聖剣エクセルティーアの鞘を摑むや否や、アシュアルドは着替えもしないでそのまま転移の魔術を展開させた。

　アシュアルドが出たのはこの家の屋根の上だ。日が昇ってまだ間もない時刻らしく、ヴォルドの街の外壁ごしに見える西の空はまだ少し薄暗かった。

　屋根の上に立って、アシュアルドは彼の結界に触れた原因を探る。すると、家の玄関の前にアシュアルドも見知っている隣人が小さな籠を手にして立っているのが見えた。

「おはよう、ルティアちゃん。これ、うちのニワトリが今朝産んだ卵よ。いつもより多かったのでおすそ分け」

「わぁ！　いいんですか？　ありがとうございます、おばさん！」

　玄関で隣人を迎えているのは、家主であるバイロイドの養い子にして、アシュアルドが何をおいても守らなければならない対象であるルティアだった。

　しばらく隣人はルティアと世間話をした後、帰っていった。

　──問題なさそうだな。

　肩の力を抜き、安堵の息を吐くと、アシュアルドは握っていたエクセルティーアに朝の挨拶をした。

「おはよう、エクセルティーア」

　柄に埋め込まれている水の石にキスを落とすと、アシュアルドは何事もなかったかのように移動の魔術で部屋に戻っていった。







　着替えてエクセルティーアを手に一階に下りると、台所でルティアが鼻歌交じりに朝食を作っていた。香ばしい匂いがアシュアルドの鼻腔をくすぐる。

「あ、おはよう、アシュ！」

　大きくてキラキラした青い瞳がアシュアルドの姿を捉える。

「あのね、さっき隣のおばさんに新鮮な卵をいっぱいもらったの！　さっそくベーコンと一緒に焼いたから、朝食はいつもよりほんのちょっぴり豪勢よ」

「へぇ、それは楽しみだ」

　アシュアルドは微笑んだ。隣人が訪ねてきたことをすでに知っているとは微塵も感じさせない笑顔だった。

「支度、手伝うよ」

「あ、じゃあ、食器を出して。目玉焼きがあるから、いつもより大きめがいいな」

「了解」

　エクセルティーアをテーブルの椅子に立てかけると、アシュアルドは食器棚に足を向けた。

　ルティアに言われるまま食器を用意していると、ヴォルドのギルド長をつとめるバイロイドが台所に姿を現す。

　彼はルティアとアシュアルドを見て苦々しげな表情を浮かべた。

「朝から仲良く二人そろって食事の支度とか、新婚家庭のようじゃねえか、くそっ」

「は？」

　なぜ食事の支度の手伝いをすることが新婚家庭なのかアシュアルドにはさっぱり理解できない。一方、ルティアは頰を少しだけ赤く染めてバイロイドに食ってかかる。

「な、何いってるのよ、父さん！　単に食器出すのを手伝ってもらっているだけじゃない！」

「気にいらないものは気に入らないんだ！」

「何よそれ！」

　いつもの親子喧嘩が始まる。これが二人のコミュニケーションだということを理解しているアシュアルドはくすっと笑うと、言い合いを続ける二人を余所にテーブルに食器を並べ、ルティアが作った朝食を盛りつける。

　やがて口喧嘩に飽きた二人は、何事もなかったかのようにテーブルについた。

「ごめんなさい、アシュ。支度をやらせちゃって」

「いや。並べるだけだったから」

　食卓にはパンにチーズ、カリカリに焼いたベーコンと目玉焼き、それにトマトのスープが並んでいた。

「それじゃ、いただきます！」

　席につき、ようやく落ち着いて食事を始めた直後のことだった。玄関で来客を知らせる鈴が鳴り、扉を開けて一人の男性が入ってくる。

「よう。おはようさん。今日もいい天気だな」

　勝手知ったるとばかりに家に上がり込んできたのはディルナーだった。ルティアがとたんに渋い顔をする。

「相変わらず、うちに食事をたかりに来るんですね……」

「いや、悪いな」

「少しも悪いとは思ってませんよね、もうっ」

　ルティアがやれやれという様子で椅子から立ち上がる。

「お嬢ちゃんの作る食事は宿の朝食より旨いからな」

「お世辞を言ったってだめですからねっ」

　などと、口では文句を言いながらも、ルティアは毎朝ディルナーの分の食事もちゃんと用意しているのだ。

　──少しだけ素直じゃないところも可愛いな。

　本人が聞いたら盛大に照れて赤面すること間違いなしの感想を心の中で漏らすと、アシュアルドはディルナーを見る。

　すっかり定位置になっている椅子に座りながら、ディルナーは彼に目配せをした。アシュアルドは了解の意をこめて頷く。

　毎朝ディルナーは食事をたかりにきているだけだとルティアは思っているが、実は違う。いや、もちろん食事も目当てには違いないが、ディルナーは宿を出ると毎朝、ヴォルドの街をぐるりと取り囲む魔避けの結界に異常はないか確認して回ってからバイロイドの家にやってくるのだ。

　アシュアルドもディルナーも、自分たちがここにいる理由と意味を一瞬でも忘れたことはない。

　バイロイドもそれを知っているので、苦々しくも二人のことを容認しているのだ。

　──今日も家にも街にも異常なしか。よかった。

　ふっと肩の力を抜いてアシュアルドは美味しそうな朝食に手を伸ばした。







　朝食後にのんびりくつろいだ後、アシュアルドたち三人は冒険者ギルドの建物に向かった。ギルド長で毎日忙しいバイロイドは朝食を食べてすぐに一足先にギルドに行っている。

「あ、見てアルド様とディルナー様よ！」

「いつみてもカッコいいわね！」

「あの、アルド様っ。私──」

　街中では色々な声が聞こえて、時には呼びかけられる。けれどアシュアルドはそれらをまるっと無視した。彼にとって知り合い以外の声は雑音でしかないのだ。たとえそれが己へ向けられた賞賛であっても。

「相変わらずだなぁ……」

　ルティアがうんざりしたように呟く。

　ちなみにルティアの声はアシュアルドの耳にしっかり届いている。彼女の声はアシュアルドにとって雑音などではなく、大切な音なのだ。

　ギルドの建物に入ると、受付のルルが三人を出迎えた。

「おはよう、ルティア、アルドさん、ディルナーさん」

「おはよう、ルル」

「ちょうどよかったわ、ルティア。この間の薬、追加で注文して構わないかしら？」

「もちろん、ＯＫよ！」

　ルティアは満面の笑みを浮かべる。薬師であるルティアにとって薬の依頼が増えればそれだけ懐が潤うので歓迎すべきことなのだろう。

　もっとも、バイロイドの家はそれなりに余裕のある暮らしをしているはずだ。そのため、どうしてルティアがここまでお金にこだわるのかアシュアルドにはいまいち理解できていなかったりする。

「あ、でも薬の材料が乏しいかも。西の森での、採集の依頼を受けるか……」

　呟きながらルティアはギルドの依頼の紙が貼られている掲示板へ向かう。ルティアは薬師だが、ギルドの冒険者でもあるのだ。未だに昇級試験を受けていないのでＤ級止まりだが。

　どうやらルティアは自分の薬の材料の採集を兼ねて、ギルドの薬草採集の依頼を受けるつもりのようだ。もちろん、護衛であるアシュアルドも彼女についていくのは当然のことだった。

　ヴォルドの街から西の森へは近郊といってもそれなりに距離がある。通常は馬を使って二日がかりで行くことが多いが、魔属に狙われているルティアを長時間街の外に出しておくのは危険だ。

　そこでアシュアルドが転移の魔法陣を使って、直接西の森へ連れていくことにした。

「魔術ってすごく便利ね！」

　ヴォルドの街の外から一瞬で西の森の中心である「森の臍」と呼ばれる場所に到着したルティアは嬉々として薬草を採集していく。

　アシュアルドも油断なく周囲を窺いながら、薬草の採集を手伝った。

　数時間後、持参した袋が薬草でいっぱいになると、二人は魔術でヴォルドの街に帰還した。







　採集した薬草の下処理や調合を手伝っているとあっという間に夜になった。

　夕食後、家の周囲に張り巡らせた結界に異常がないことを確認したアシュアルドは風呂へ向かおうとした。ところが彼の前に立ちはだかったルティアが手を差し出す。

「アシュ、エクセルティーアを渡して。あなたがお風呂から出るまで私が預かっておくから」

「……脱衣所に置いておくのではだめなのか？」

「だめです。そんなこと言ってアシュは時々湯船の方に持って行くじゃないの！　知ってるんですからね！　もう、そんな顔してもダメ！　ちゃんと私が責任もって預かっておくから渡して」

　てこでも動かないルティアに根負けしてアシュアルドは渋々とエクセルティーアを彼女に預ける。

「もう、なんだって毎晩こんな大騒ぎしなくちゃいけないわけ？」

　ブツブツとルティアは呟いているが、愚痴を言いたいのはアシュアルドの方だ。

　──エクセルティーアは水の剣だから錆びないと分かっているのに、なぜ風呂に持ち込んではダメなんだ？　意味が分からない。

　これだけは平行線をたどる二人であった。

　断腸の思いで風呂場に向かい、アシュアルドは身体を洗ってすぐさま台所に戻る。彼の姿を見たルティアはあきれ顔になった。

「出てくるの、早っ！」

　そう言いながらも、ルティアはアシュアルドにエクセルティーアを返してくれる。

　──大切な、大切なエクセルティーア。俺の家族。

　──そして、もう一人の大事な家族、ルティア。

　アシュアルドは幸せだった。大切なものがすべて傍にある状況に、満足していた。

　──この幸せが、ずっと続きますように。

　彼が願うのはそれだけだった。







　こうして水の勇者の一日が終わった。

「おやすみなさい、アシュ」

「おやすみ、ルティア。よい夢を」

　部屋の前で挨拶を交わして、二人は隣り合うそれぞれの部屋に戻っていく。

　アシュアルドはエクセルティーアと一緒にベッドに横たわり、隣の部屋にいるルティアを思いながら目を閉じた。

　明日も変わらぬ一日であるようにと願いながら。








著

富樫聖夜

Seiya Togashi




３月27日生まれ。東京都在住。

夏から秋にかけて私事でバタバタしていたのですが、ようやく落ち着きました。仕事が一区切りついたら、中断していた刀剣やサーヴァントを集めたり、モンスターを狩りに行きたいと思います。

それはさておき、聖剣が人間に転生してみたら（略）の二巻が出ました！　一巻のメンバーに続いて新しいキャラも続々登場します。

少しでも楽しんでいただけたら幸いです！










イラスト

カスカベアキラ

Akira Kasukabe




二巻のご刊行、誠におめでとうございます！

まさかカバーでオｋ…緑の勇者を描かせていただけるとは（笑）嬉しい限りです。

ルティアとアシュの二人を見守りつつ、今回も幸せな気持ちで取り組ませていただきました！
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